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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　魔王軍軍令のフギムニに、堕竜軍暫定筆頭・コキュトー戦死の報が入ったのは、王都での戦いから数日後のことだ。

「……マジでぇ？」形の良いい紫の唇から、そんな声が漏れた。

「え、いやだってほんのちょっと前に気き紛まぐれにエインの第三軍潰してさ、あったまにはまともにやる気出すじゃんやったー、みたいに喜んだじゃない。は？　あれから王国突っ込んでさ、どんだけぶっ飛ばしてくるかなーって……戦果報告……楽しみに……さ……」

　彼女の声はどんどん小さくなる。大量の書類が雑多に積まれた、魔王軍本陣、フギムニの執務室だ。

　報告にやってきた眼鏡のゴブリンが、気まずげに補足する。

「えぇ……エイン王都エイエラルドまで一っ飛びで向かったようですが、そこで迎撃されたようです。何でも迎撃の中心になったのは、勇者アルヴィスの仲間であったスケルトン、だとか」

　フギムニの眉が跳ね上がる。

「はあ？　そんなのいた記録無いだろ勇者の仲間にスケルトンなんて。無いよな？　え？　王国の宰相……あぁ、あのクソ婆ばばァ。あいつが認めてる？　噓うそぉ」

「それと、ですね」

「何だ、まだあるのか。これ以上の面倒事じゃ無かろうな」

　険のある視線に、眼鏡ゴブリンが息を吞のんだ。

「そ、その──加えて、堕竜軍本営としていたゲルンタイマル山にて、山体の崩壊と、時竜ベルムノア様の遺骸が確認されました」

　フギムニの顎が、机に肘をついた掌てのひらから滑り落ちた。眼鏡もズレた。

「ペルムアー様も行方知れず。これにて、堕竜軍の成竜は全て……喪失ということに」

　フギムニが椅子から滑り落ちた。

「フギムニ様！」

「なんだよもぉぉ～～～」机の下から漏れ伸びる声。「あいつらなんなの……マジなんなの……私の胃をぶち壊すためにウン百年以上生きてきたの……？　凄すごいな、竜」

　ぷるぷると震える腕が机を摑つかみ、どうにかフギムニは身を起こす。ぺいぺい、と手を振った。

「いい…………下がれ」

「はっ！」

　閉まる扉に、フギムニは机に両肘を乗せ、掌てのひらで後頭部を抱え込んだ。

「落ち着け……まあ、考えようだ。戦力的には痛いが、軍の統率問題が一つ取り除かれたと思えば……思えば……思えないけど思えば……。ワイバーン数百は帰ってきたから、こいつを各軍に貸し出して……うん、とりあえずそうして、そうして……」

　フギムニは報告を見直す。コキュトーを倒したという、スケルトン。勇者の仲間。

「そういえば、いくつか報告があった気がするな。最近、スケルトンの冒険者がちょろちょろエイン王国内で活動してるとか、なんとか……スケルトン、ね」

　フギムニの目に、怜れい悧りな光が宿る。かつては世界を圧した魔軍の頭脳へと、一つの存在が刻まれる。

「ちと、探りを入れるか──」
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「南に行きます」

　昼中の街道。頂点からやや傾いた太陽。ぽくぽくと進む幌ほろ付き馬車。その中で、言葉を発したのは風景に極めて見合わぬ存在である。

　白骨だった。読者諸兄にはお分かりであろうが、我らが主人公にしてかつての勇者の骸むくろ・アルだ。失踪した元仲間を探すため、自らも勇者の元仲間という設定で冒険者稼か業ぎようだ。

「探してるイザナさんがいるかも、っていうエルフの国は西の方なんでしょ？　なんで南？」

　平気で聞き返すのは隣にいる黒髪の少女だ。名をハルベル。優れた死し霊りよう術じゆつ士しの才を持ち、先日まで通っていた学園の単位をめでたく取得、駆け出しの冒険者となった。

「……法国を避けるため、ですか？　アル」

　少々の思案の後、赤髪蒼そう眼がんの女戦士が告げた。女性としては長身で、各部位もそれに見合ったスタイルをしている。

「やっぱその口調続けるんだなミクトラ……」

　苦り切ったように、骨。ミクトラと呼ばれた彼女は、エイン王国貴族の出であり、アルの生前──勇者アルヴィスの大ファンだった。かような事情により、彼の出自と実力を知った彼女は、自らをこの白骨冒険者の従士と定めた。

「無論です。本来、貴方あなたの名を呼び捨てることも──」

「だーかーらー、様付けは絶対嫌っつったろ。俺は君を友達だと思ってんだ。返事しねえぞ」

「はいはいはーい、キリ無いからその話題お終しまい！　んで、法国──ヘイベルだっけ？」

　割り込んで、ハルベルがアルを見た。彼は肩けん甲こう骨こつをいかにも面倒そうにすくめた。

「そ。君と名前が似てるヘイベル法国。五ヶ国連合の一つで、マルト教のお膝元だな」

　マルト教。世界最大の宗教であり、天界の最高神マルドゥを崇あがめる。マルドゥは光と風と正義を司つかさどり、地上の支配を人間に譲り渡し去ったとされる大女神だ。

（ほんとは自分らの力を高めるために、概念同化して肉体捨てただけだけど）

「避けるって、それの何が問題なの？」

　続けての疑問に、答えたのはミクトラだ。気遣わしげにアルを見ながら、

「その──マルト教は、不死者を否定しているんだ」

「そーゆーことだ。過激なのに見つかったら、エイン王国にもらった名誉騎士証こいつがあってもどうだか……。下手へたに刺激すると暴発しかねない」それに、とアルはハルベルに骨指を向ける。「君も死し霊りよう術じゆつ士しだからまず歓迎はされない。おまけに、今支配してエンデ村管理させてるセッケルな。前に法国の武装組織と激しくやり合ったはずだ。バレたら事だぞ」

　ひええ、とハルベルが小さな体を縮こまらせる。気まずげなのは一応とはいえマルト教徒であるミクトラだ。

「しかし、アルはマルドゥ様から直接神託をお受けになるほどの存在だと言うのに……世の混乱を避けるために正体を明かすわけには行かぬとはいえ、ご不ふ憫びんな」

「それをステータスにしたくはないな、俺は。神に目ぇ付けられると死ぬほどめんどくさいんだぞ」髑どく髏ろが忌いま々いましげに上方──幌ほろを透かして空を向いた。「多分俺が実際に襲われても、酒さけの肴さかなにして楽しむのがせいぜいだろうよ。かの大女神サマにおかれましては、クッソ性格がお悪くていらっしゃるからな」

「うう……その、もう少し、オブラートというか……」

　信仰対象に対する主の明け透けな物言いに、ミクトラは大変複雑な表情だ。

「まー、そんなわけで……」ひょいと、アルは幌ほろから御者側に顔を出す。

「世話になってるよ、レヴァ」

「んー？　あー、はいはい、何の話してたの？」

　馬車を操るのは茶色の髪をした瘦そう身しんの女性、レヴァだ。彼女は行商であり、先のエイン王国堕竜軍強襲の際、補給物資運搬で功を挙げた。結果、馬車が幌ほろ付きにグレードアップした。

「触らぬ神に祟たたり無しって話」

「ヤマの格言だっけ？　もうしばらくしたら国境着くよ。……ほら、港も見えた」

　ハルベルやミクトラも顔を出した。エイン国王都エイエラルドから南へ、彼らが目指していたのはカランタン商業同盟の東端、港町サンゼリー。国を跨またいだ商業船が行き交う地である。




　　　　○




「衛兵さん、書類と冒険者証と名誉騎士証とアルの顔、ぐるぐる五度見くらいしてたね……」

「失礼なことだ、全く。……しかし」

　ミクトラが歩きながら町を見回す。港町らしく、磯いその匂いと賑にぎやかな喧けん噪そうが町を覆っている。

「いろんな人がいるねえ」

　呟つぶやくハルベルの言葉は、そのままの意味だ。

「ぱっと目に入るだけでも魚人族サハギン、人馬族ケンタウロス、穂波人族ホビツト……は久しぶりに見たかな」

　世界中を渡ったアルには馴な染じみのある光景だ。……彼に髑どく髏ろを向けられた人々は顔を青くしているが。

　主体が人間種族であるエイン王国に比べ、カランタンに属するサンゼリーは多様な亜人種族が入り交じる。港町ゆえ船乗りに適性を持つ魚人族サハギンが多数見られ、陸路運搬に強い人馬族ケンタウロスの姿もある。穂波人族ホビツトはその多くが店持つ商人だ。

　穂波人族ホビツトとは、麦穂に紛れかけるような身長から来た呼び名だ。

「異国に来たという実感があるな。私も、冒険者としてエインを出たことは無かったから」

　ミクトラがほう、と息をつく。彼女が見た亜人は、そのほとんどが冒険者か魔国の兵士だ。

「わたしも初めて。村にバルキアの方から人が来ることは、すっごいたまーにあったけどね」

　亜人の全てが魔国に属しているわけではない。人間国家であるエイン王国・オルダネル帝国・ヘイベル法国には少ないものの、バルキア共和国とカランタン商業同盟には相当数が住む。

「五ヶ国連合って言っても、すぐさま人種が入り乱れるわけじゃないからさ。まだエインとかの前線周りにゃ亜人は住みにくいでしょーね」

　商人として多数の国を渡り歩いたレヴァが言い、嘆息と共に呼び込みを手で追い払う。

　法で規制されたとはいえ、大小の差別意識が即時に消えるわけでもない。

「一度、カランタンもゆっくり旅してみたいものですね」

「その時は声かけてよ。あちこち案内するよ」

「……護衛と手伝いをタダで雇おうとしてないか？」




　　　　○




「まあそうは言っても、俺らはすぐここ出ちゃうんだけどな」

　アルがエールの入った杯を傾けながら呟つぶやく。魔法で直接魔力に変換されるため、喉越しも何もあったものではないが。

　現在、彼らは冒険者組合の軽食スペースにて、ギルドへ報告に向かったレヴァを待っている。

「おい、あれ」「スケルトン、だな……」「なんで女連れなんだアンデッドが」「片方は死し霊りよう術じゆつ士しじゃないか？」「なんでもエインの名誉騎士なんだってよ」「骨が？」

　まあ当然であるが、じろじろと見られ、噂うわさされるのはアルにとって慣れたことだ。初めて訪れる町であればなおさらである。不満顔をし出す女性陣を適当になだめつつ、アルは噂うわさ話ばなしに外耳道を傾ける。

「あの『空裂き』やらかした奴やつなんだと」「……え、いや……噓うそだろそれ」

　男達たちが話す内容は、数日前の竜との戦い、その最終局面だ。

「──『空裂き』なんて言われてんのか、あの時の」

「大陸中のどこからでも見えたという話ですからね」

　噂うわさの広まりように、やや機嫌を直したようにミクトラが微笑する。

「でも、良かったのかな。レヴァさんにお願いしちゃって」

　ハルベルが、レヴァの向かった方を見る。

　商人である彼女は現在、自らの所属する商業組合へと赴いている。アル達たちを西方へ向かう組合の商船に相乗りさせる交渉を引き受けたのだ。

「ま、無理なら普通に金払って客船に乗るまでさ。その場合俺を乗せてくれる船探さなきゃだが……船ふな霊だまの代わりってことにならないかな？」

　船ふな霊だまとは、航海の安全を祈り船首などに備え付ける祠ほこらだ。中身には多く人形が使われているが、過去には低身分の人間が使われていたこともある。ちなみに、嵐になれば供く物もつとして海に投げられる。

「アル、冗談でもそのようなことはお言いにならないでください。貴方あなたはエイン王家が認めた名誉騎士なのですよ」

「うむむ」

　悲しそうなミクトラの苦言に、アルは髑どく髏ろをそっぽに向ける。敬語が照れくさいのである。顔を見ようとハルベルが回り込み、彼の首がまた逃げる。ハルベルが追う。

　くるくる回る髑どく髏ろと少女に、組合の人々が（何やってんだろう……）（死し霊りよう術じゆつ士しの儀式かな？）などと思い始めたころだ。

「ごめん！　タダじゃ乗せるの無理だった！」

　現れるなり、レヴァが手のひらを合わせて頭を下げる。アルは手骨をぺらぺらと振る。

「いやいーよ、で、タダじゃ無理、ってな人足の代わりでもすりゃいいの？」

「いや、それが上の人がさ……」

　レヴァの視線が向かう先、組合の入り口には一人の老ろう爺やの姿があった。

「あんた方が、レヴァの奴やつが言う腕うで利ききの冒険者かな？」

　老、とは言ってもその姿に弱さは微み塵じんもない。数十年の間、海の嵐と風を戦い抜いた気風が窺うかがえる、筋骨たくましい人物だった。

「私はミクトラ。篝火ベルフアイア級の冒険者だ。貴方あなたは？」

　一歩前に出たミクトラの視線を受けて、老人は面白げに鼻を鳴らした。

「おっと、そういえば名誉騎士殿でしたな。これは失礼を。オレはゴンドー。本業は商船長だが、サンゼリー商業組合支部長なんてのもやってますな。レヴァが世話になっておるようで」

　それに一応の頷うなずきを見せ、ミクトラはアルを見る。人骨は嘆息の動作を見せ、

「柄じゃないんだけどね。一応……一応名誉騎士のアルと言います。篝火ベルフアイア、じゃないか、この前上がったんだった。聖火セイクリツド級だ。こっちは契約者のハルベル」

「わたしはローソクでーす」

　はーい、とばかりに手を挙げるハルベルだ。この娘、ついこの間まで通っていた王立学園の癖が抜けていない。

「ふーむ……おいレヴァ、確かに階級はすげえが……本当に大丈夫なのか？」

　それを見てやや不安げに、ゴンドー。

「実力は本物ですって。ドラゴンスレイヤーの冒険者なんて他に用意できます？」上司へとレヴァはさくっと答える。「まあ、受けてくれればですけど──」

　彼女の視線がアルへと向く。骨人が、促すように頸けい椎ついを傾けた。ゴンドーが苦笑する。

「……ま、確かに。餅は餅屋とも言うしな。考えてみれば専門家ということになるか。お話しやしょう」

　一人納得した様子で、ゴンドーが歩み寄る。アル達たちはあんまり分かっていない。

「最近──とはいえ、もう半年になりますが。ここらの海には『出る』んですよ」

「出る、とは？」ミクトラの疑問。老人は少し言いい辛づらそうにアルを見た。

「まあ、ですから、これですな」彼は両手を下に垂らす。

「おばけ？」

　ハルベルの答えに、ゴンドーは頷うなずいた。レヴァが補足する。

「幽霊船がね」

「ああ～、はいはい」髑どく髏ろがあごを開いてこくこくと頷うなずいた。

「え、幽霊船!?」「怪談話でならば聞いたことはあるが……」

　食いついてきたのはハルベルだ。ミクトラも興味深げに身を乗り出した。

「被害にあった船もちらほらあるんだが、海賊も出るからごっちゃになってるところがありましてな。海賊共、戦争が多少落ち着いたからってやる気出しやがって」憤ふん懣まんやるかたなし、とばかりにゴンドーが息を吐く。「ただ、目撃証言は複数あるんで存在自体は確からしい。明日の航路でも証言はあるんでね。レヴァの話はまあ、文字通りの渡りに船ではありましたな」

　そうして、彼はアルを見た。風変わり（過ぎる）な風体ではあるが、流石さすがに歴戦の商船乗りである。ゴンドーの目は、この白骨がこのパーティの中核だと見抜いていた。

「つまり、目的地まで運ぶ代わり、船の護衛を頼めないかってことなのよね」

「なあんだ。いいよいいよ引き受けた」

　アルは頭蓋をこくこく縦に動かした。

「か、軽いな。いいんですかい」やや驚いて、ゴンドー。

　だがアル達たちにしてみれば、相手が海賊であれ幽霊であれ、船が襲われれば防衛に回るつもりなのだ。ただ乗りと何ら変わるところはないというものだった。




　　　　○




「気をつけてねー！　私もそっち行くことあったら寄るからー！」

　港から叫んでくるレヴァに、三者がそろって腕と腕骨を振り返す。

　翌日早朝のサンゼリー港。アル達たちはゆっくりと動き出す船上にあった。ここからは数週間の船旅でヘイベル法国を回り込み、オルダネル帝国最西端の港から西方大森林を目指す。

「船旅って初めて～！　風きもちい～！」「私もだ。なんとも爽快なものだな……」

　洋上を行く船に歓声を上げる女性陣を見ながら、アルとゴンドーはぽつり、呟つぶやいた。

「まあ……今のうちに楽しんでおくといい」

「ですな」

　船乗りは助けのない海を長期に渡り旅する関係上、割合迷信深い。アルの姿に、基本的にゴンドー以外は近寄ってこない。船員達たちに遠巻きにされる一行を乗せつつ、船は行く。




「ヴおぇぇぇぇえええ……」「うぐぐぐぐ、ぐ、のほおぉ……」

　海に出て数日後。最初は調子に乗って甲板をうろうろし、あっちからこっちへ歩き回っていた女冒険者ふたりは、現在は揃そろって手て摺すりに摑つかまりぐったりとしおれている。吐と瀉しや物ぶつで口の周りを汚しながら。

　船酔いである。

「魚にエサやるのはいいけど、頼むから落ちるなよー」

　言わんこっちゃない、とばかりのアルに、ハルベルが恨めしそうに顔を上げた。

「ふひぇぇぇ……なんでアルは平気なの……」

「いや俺、生きてる頃船持ってたからな。船旅慣れてる」

「そ、ソカリスヘヌ号……ですね……堕海王との戦いで失われた、勇者様の船……うっぷ」

　ミクトラが、吐き気を堪えつつも持ち前の勇者知識を披露する。

「まあ慣れだのなんだの以前に、今の俺には三半規管もクソも無いんだけどね！」

　なんせ骨のアルさんである。揺れる船の上でもぴしっとポーズをキメる。

「とはいえ、今日はちょい波がありますね」キメたままアルが言う。

　声の先には、バケツとモップを持ってきたゴンドーだ。

「ああ、雲も出てきた。……こいつは、来るやも知れねえですな」

「例の、幽霊船？」

　頑健な老人の首が頷うなずく。

「大体悪天候に出るらしいでさ。悪天候が呼ぶのか、悪天候を連れてくるのかは知りゃしませんが」

　海の男の視線が確信めいて遥はるか前方、船首によって裂かれる波の向こうを射貫いた。

（船乗りのカンか──もしや、出番があるかな？）

　立ち上がろうとして失敗したハルベル達たちを気にしつつ、人骨も腰の剣を意識する。

「船長！　……と用心棒の骨旦那！　八時の方向！」

　そこへ、魚人船員の声が来た。背後から。

「………………なんでカッコよく前見てたの？」

「いや、来る方向分かるわけないわな」

　ゴンドーが咳せき払ばらいして、一行は声に示された方を向く。ミクトラが回る視界にそれを見た。

「あ、あれは──？」

　波の向こうに揺れながら、一隻の帆船が近づいてきていた。だが、

「なんであれで進むんだ……？」船員の一人が怪け訝げんそうな声を上げた。

　無理も無い。帆は破れ、外れ、三本あるマストは一本が傾いている。船首も失い竜骨は歪ゆがみ、船体のあちこちには穴が空いており、そもそも浮いていること自体不思議なほどだ。

「う、うそぉ。こっち来る……」「こちらの船と比べれば小さいが……どこかで見たような？」

　ハルベルとミクトラが呆ぼう然ぜんとこぼす。そう、二十メルほどのその船は波に揺らされながらも、明確にゴンドーの商船に向け進んでいる。

「ゆ、幽霊船だ！　マジでいたぁ！」

　別の船員の叫び。どよめきが船上に広がった。「落ち着けお前ら！　帆ォ張れ！　引き離すぞ！」ゴンドーが声を張る。

「……………………」

　騒然とする船で、アルだけが死体らしく黙り込んでいた。幽霊船へ、その眼孔は真まっ直すぐに向いている。

「アル、ど、どしたの……うっぷ」「む、迎え撃つならば、私も……おぉう」

　頼もしい仲間たちに少し肩けん甲こう骨こつをコケさせ、アルはハルベルに指骨を向ける。

「ちょいと魔力寄越して」

　たっぷり十数秒後、青い顔のハルベルがどうにか事を終える。アルが二人へと指骨を振った。

「汝なんじの均衡を取り戻せ立ち戻せ。『フォマルト』……はいもういっちょ」

　呪文。対象の内的混乱を初期化する神聖魔法だ。毒や薬には効果が無いが、体内器官や精神の混乱・不調などを一旦初期化して正常化させる。

「「お、おお～……！」」

　先ほどまでの困こん憊ぱいが噓うそのように、二人が立ち上がる。

「疲労までは取れないよ。今の内に顔拭いて、水飲んで。準備しとけー」

「んもう、アルったら最初からやってよこれ」

「何も起こってないのにそんなぽんぽん魔法使えるかい」

　アンデッドのアルは、動力全てが魔力なのだ。無駄遣いは極力避ける方針だ。先ほども魔法の行使は自分だが、魔力自体はハルベルから融通してもらった形である。

　二人が戻るなり、ひょいとアルの骨腕がハルベルの腰を抱え込んだ。

「うひゃっ」

　声を上げる彼女と共に船尾へ向かいながら、髑どく髏ろがミクトラを振り返る。

「ミクトラ、俺らが乗り込むから念のため君はここを頼む」

「む、む……了解しました」

　明らかに付いて行きたがっていた彼女はへにょんと眉を下げつつも受け入れた。戦力的にはアル＋ハルベルで十分に過剰だ。アルは無論として、ハルベルも死し霊りよう相手には無法に強い。

「の、乗り込むだぁ？　どうするつもりですかい」

「追いつかれる前に制圧したいんで。今の内行っちゃいます」

　ゴンドーの疑問には答えず、未いまだ二百メル以上は先にある幽霊船を眺めつつ、アルが言う。

「え、ちょ、待って、心の準備が」

「あらよっと！」

　ハルベルの言葉途中で。瞬間限定的な魔力駆動マナドライブ。船尾を蹴り白骨が砲弾の如ごとく飛び出した。

「おわあ！　大波か？」「えらい揺れた！」「なっ、なにあれぇ!?」「すげえ、骨が飛んだ！」

　船員が口々にどよめき、空をかっ飛んでいく白骨を見る。ゴンドーもまた大口を開けてから、残されたミクトラを見た。

「……なんつうか、あんたのご主人様はとんでもないな。色々」

「はあ……ん？　ふふ、そうだろうそうだろう。我が主はそこらの馬の骨ではないからな！」

　ため息から一転、上機嫌になるミクトラである。

（なんとまあ、事情があるんじゃなく、本意で仕えてるわけか、この冒険者……変態か？）ゴンドーは心中に驚きを得る。彼の記憶ではレヴァも、どちらかと言えばあのスケルトンには親愛めいたものを示していた。（本当に勇者の仲間だけはある人物だってことか？　……いや、元・人なんだけども）

　船上の視線が、空から幽霊船へと降りていく一人と一体に向けられている。




「よいしょ─────────おおおおぉぉぉぉぉぉおぉお」

「わああああぁぁあぁぁぁぁぁ──────！」

　騒がしく、白骨と少女が、所々穴の空いた幽霊船の甲板へと落ちていく。凄すさまじい速度で激突すると思われた両者……だが。

「てりゃ！」

　着地直前でアルの骨が高速で組み変わり、衝撃を吸収するように、手中のハルベルを守るように流動的に動き回り、甲板を転がった。そのまま、数回転。

　──人間の受け身でも、続けざまに設置点を変えることにより、高所からの落下によるダメージを抑える技術がある。それのスケルトン版だ。

　ざしゃああ、と。最後はブーツを滑らせ、ハルベルをかき抱いたアルが動きを止める。

「あら、勢い余って船尾側来ちゃったよ」

「あうううううう……せっかく船酔い治してもらったのにぃ」

　アルの懐中にいるハルベルが、てきめんに目を回している。

「……さて」

　彼女を立たせながら、アルは光無き眼孔で周囲を見回した。

（壊れてるし遠目だと判断が微妙だったが、いざ乗ってみると。この造り……は……）

「アル～？　ど、どしたの？」

　どうにか復帰したハルベルが、アルを見上げている。

「いや……なんにもいないなーって」

「そうだねえ」ハルベルもまた、艶つややかな髪を振り振り周囲を見回す。「……でも、魔力と魂はあるよ」

　彼女の死し霊りよう術じゆつ士しとしての才覚は図抜けている。周囲の魂を関知することについては、アルをも上回るのだ。

「そうみたいだ」

　かしゃり、かしゃり、かしゃり。

　白骨のアルが、普段発するものと酷似した音が、船倉から、甲板の穴から、マストの上から連鎖的に起きた。

「歓迎パーティの準備でもしてたのかね？」

　現れたのは二十を超えるスケルトンである。サーベルに弓、思い思いの武器を持ち、アルとハルベルを包囲しだす。

「ハルベル、支配お願いできる？」

　アルが仮の主である死し霊りよう術じゆつ士しの少女に尋ねた。彼女の対死し霊りよう能のう力りよくは破格と言って良い。スケルトン程度であれば、楽に支配下における。

　頷うなずいて手を前に向けるハルベルであるが、

「あれ？」呟つぶやいて、首を傾かしげた。

「どしたんすかハルベルパイセン。あいつら早くやっちまってくださいよ」

「なんで急に下したっ端ぱなの……、いやそのね、なんか、むり」

　あれー？　とハルベルが自分の手と、迫るスケルトンを見る。言う通り、彼らは一瞬その動きを止めただけですぐに復帰した。

「え、マジか。何か防護かかってる？」

　即座にアルはハルベルを後ろに回す。少女の力を疑う気配は微み塵じんも無い。これまでの旅で、彼女は心底本物だと確信しきっているためだ。

　アルは神聖剣を弱めに起動。瞬またたく間まに近場の二、三体をさくっと斬り伏せて戻ってくる。

「そんじゃ分析だハルベルさん。術者がいそう？」

　そうして死し霊りようを威い嚇かくしつつ、幽霊船を装よそおった野の良ら死し霊りよう使つかいの可能性を指摘する。既に支配済の死し霊りようを横から支配するのは、かなり難度が高い。同格の術者ではまず不可能、という位だ。

「んー死し霊りよう術じゆつな感じは……あ！　そうか！」

　ハルベルが閃ひらめいたようにぺしりとアルの大だい腿たい骨こつを叩たたいた。

「いたい」

「いたいの？　ごめん」

「で、何さ。どうにもならんなら全部斬り払うが」

　──彼が持つ神聖剣は神々の武器である。現在、通常は黒く封印され魔力を弾はじく性質を持つが、ひとたび封印を解けば本来の聖なる属性を取り戻し、持ち主のアルにも軽度の痛みを伴うが死し霊りようや魔物に圧倒的な優位を発揮し、魔力を吸収する。

　つまり、不死者殺しの剣でもある。

（……のはずなんだけどな）

　ばらばらになった相手側の白骨が、一時の沈黙の後、再び組み合わさり人の形を取る。

「やっぱりだ」反面、ハルベルは納得の表情だ。「アル、この子達たち、魂が無いの。魔力だけ。感じる魂は、船首の方におっきいのが一つだけ！」

「なるほど、そういうアレか」「きゃっ」

　アルが首肯し、ハルベルの腰へ再び腕骨を回す。

「誰かの操り人形……最初から動いてた骨がないのもそういう理由か。だが、魂も無いなら加減は要らないな」

　剣も収めてしまう。代わりに、右腕骨を前に差し出した。

「ハルベル、またで悪いけど魔力繫つないで」

　最も早はや二人の間には返事も無く、抱かれた左腕骨を通して魔力が繫つながれる。

「海を廻まわる風よ、ひとたび我が手に集まり来たれ──圧壊せよ大気。『コンデフュー』」

　風が止まる。呪文と共にアルの手根骨から放たれたのは、透明ではあるが景色を歪ゆがませる球体だ。すうっと、船の中央へと飛んでいく。

　スケルトン達たちの足が止まった。アルの推測を示すかの如ごとく、それは一つの意思の元であるように画一的だ。警戒するように彼らは球体を避ける。

　──だがそれは、アルの狙い通り。彼の足骨と、ハルベルを抱える腕骨に力が加わる。

「ばーん」

　発動の合図となる声。球体が、弾はじけた。

　大型の獣が吠ほえた、とハルベルは錯覚した。そのような音と、凄すさまじい風圧。

「ひゃぁあっ！」アルに抱かれていなければ、彼女は今頃海の上だ。

　──『風』と言う現象そのものを集めて超高圧縮し、解放する風属性の上級魔法。

　風圧とはいえ解放された中心の衝撃は爆発に近い。スケルトン達たちがまとめて宙を舞い、海へと放り出された。太いマストがぎしぎしと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「水葬で悪いが、勘弁してくれよ」

　遅れて、とぱとぱと軽重量──何せ骨だ──が海に落ちる音が連続した。

　後に残る白骨はアルだけだ。上手うまく集団の中心で発動できた。誰かの操作下であれば、多少の回避行動程度はするかもという、彼の予想通りであった。

「魂があるのは船首だったっけ？」

「うん……ていうか、あれ」

　ハルベルが指さすのは、二十メルほど先の船首の祠ほこら──船ふな霊だまの位置だ。

（幽霊船の心臓部には相応ふさわしいが、やっぱ、そうなのか……？）

「どしたのアル？　気分悪い？」

　表情の変わらない彼の心中を、それでも察してハルベルが気遣う。そんな彼女の頭に、骨の指が乗せられる。

「大丈夫。行こう」

　二者は祠ほこらへと歩く。最も早はやアルにも、その魂が蠢うごめいているのが分かる。

「……この船の名前、ソカリスヘヌって言うんだよ」顎骨から漏れる声には確信がある。「ボロボロだし。まさかって思ってたんだが。落ち着いて見てみると、やっぱりそうだ」

「え、え、それ、勇者の？　あんまり大きくないのね」

「俺らと船員さん数人の船だもの。オルダネルの帝国貴族にもらったんだ。良いい船だった」

　アルの口調は平へい坦たんだ。懐なつかしさと、再び目にした嬉うれしさ、──そして、哀惜。

「たしか、沈んだって……」

「ああ。堕海王との決戦で、諸共にね」

　思い出す。巨大な軟体生物の下半身を持つ、海を統すべる魔物。船を巻き取るほどの触手、潮流を操る力。堕海王がいる限り、北ほつ海かいに人が漕こぎ出だすことは不可能だった。

「──船にこういうのも変だけど、葬ほうむることも出来なくて……それが」

　こうなってしまった。アルの中で複雑な思いが、感情を一方へ寄らせるのを阻害していた。

（正気を失ってさ迷い、人を襲うなら、昇天させるしかないか──）

　アルの左手根骨が神聖剣の柄に触れ、静かに起動させる。

　そこで、がたり、と祠ほこらが音を立てた。骸骨と少女の足が止まる。

「あ、アル～」不安げにハルベルが外がい套とうの裾をつかんだ。

「確か、船ふな霊だまとして人形が入ってた、はず──それが本体になってるか」

　神社──東方の神殿──で言うところの本殿のようなものだ。中を確認したことは無い。

　流石さすがに直じかで斬るのは忍びなく感じ、アルは徒手（骨）で取り押さえるため両手を構えて、そして、三メルの距離を残しハルベルを留とどめる。

（ここが際だな）踏み込んだ。直後。

　ばん！　と音を立てて勢いよく祠ほこらが開き、中から──

「ご主人様ぁぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!」

　そんな声と共に黒い何かが飛び出してくる。

「はい!?」「ええ!?」
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　さしものアルも虚を突かれた。まるで殺意害意の類たぐいが無い。思わず、飛び出した影を胸骨で受け止める形になってしまう。

「おおお～～～～この魔力波長！　ちょっと闇属性だけどまさにまさにご主人様っス！　よもや、よもやまた会えるとは思わなかったっス～！」

　ぐりぐりと、飛びついたモノが肋ろつ骨こつへと頭を擦なすりつける。

「え？　え？　え？　なにこれ」

　柄にも無く、アルが戸惑った声を上げた。黒い、と感じた原因は切りそろえられた黒髪と、東国の服──墨色をしたキモノの色だ。

（ま、マガツ爺じいさんが言ってたな。イチマツって童子人形を入れたって……）

　大きさは、それこそ童子。顔も職人入魂の、実際の人間と見み紛まがうほどの精度だが、ちらちらと覗のぞく手足の関節部には機構被造物特有の球体関接部が見て取れた。

「しゃ、しゃべるお人形さん、なの……？」

「君はまさか──？」

　ハルベルとアル、二つの誰何すいかに童子の人形は顔を上げた。

「はい！　わたくしはソカリスヘヌ号の船ふな霊だまっス！」

　そして、まじまじとアルの顔──髑どく髏ろを眺める。

「おや？　ご主人様、ちょっとイメチェンしたっスか？　ダイエットで？」

「俺をイメチェンで流そうとするのちょっと凄すごいな君。そりゃ五十キラムくらい瘦せたけど」

　人形の童子はあろうことか、笑う。魔力による変質が表情を浮かべさせているのだ。

「いやぁ～人間の顔の区別は苦手っスから……魔力で分かるから平気っスけど」

「ど、どゆこと？　アル？」

　啞あ然ぜんとしつつ、ハルベルの問いかけにアルは空っぽの頭蓋の中で状況を整理する。

（彼──と言って良いのか──の魔力は確かに、ソカリスヘヌ号を包むモノと同じだ。そして、俺ら以外の魂はこの船にこの子だけ──）

　アルはそっと、かつての愛船の名を名乗る人形を甲板に下ろした。

「君は──君が本当にソカリスヘヌ号なら、今までどうしていたんだ。その、あれから──」

　あれ。堕海王ワダツとの戦いで、諸共に海の底へと消えてから。当然だが、その頃は船に意思など欠片かけらも無かった。

「え～っとっスね……。意識が最初に出てきた時には、わたくし本体は……あ、この船っスよ。海の中から浮かび上がってたっス」

　人形ながら、思い出すように──アルと同じく魔力仮想脳が出来ている──ソカリスヘヌ号（仮）が語り出す。

「あの辺の拠点とか、死んじゃった堕海王──ワダツさんのとか、あれこれの魔力が、こう、上手うまいこと沈む中心のわたくしに集まったようで……。こうやって生まれ変わったわたくしの魔力の大本はそれっス。で、記憶とかはわたくし本体……船のもので、記憶を元にして、こうやってわたくしの人格が出来たっス」

　アルは納得を得る。堕海王の名前や、当時の状況を知っている。

（──信じがたいことだが、本物か）

「な、なんかすごいけど。そ、そういうこと、あるの？」

　説明に理解が追いついていないハルベルが、傍かたわらの白骨へと意見を求める。

「……マガツ爺じいさんが言ってたが、九十九つくも神がみって概念が東国にはあるらしい。本物の神様とはちょっと違うんだが」





◆九十九つくも神がみ（人類敵対度……無し。完全に個体による）

　引用元の魔物事典にそんな項目は無い。のでここからはアルの補足による。

　一般に連合国でいう神とは別物。古い器物（一説には百年もの）に魂と魔力が宿り、意思を持って動き出す現象生命の一種。精霊に近いが、自然発生のゴーレムと見る向きもある。

　魂の発生については諸説あり、時間経過の他にも、使用者により込められた感情、道具自体の経験などが挙げられてはいるものの、とてもデータが取れる数ではない。また、大量に叩たたき込こまれた魔力がそれに代わる場合もあるらしい。



　勇者アルヴィス曰いわく『え、ここもやんの？　たまにある有知性武具も、魔力を触媒にしたこれの一種と見てもいいかもしれない』




「ほあー……。そうなると、この子、本当に船の霊なんだね」

　一応の納得を見せるハルベルへ、ずい、と人形が迫った。

「ところでご主人様、この娘さんは誰っスか？」

「見ての通り俺は今アンデッドでね」

「あ！　ほんとだ！　言われたらご主人様、骨っスね！　お疲れ様っス！」

　船ふな霊だまという存在故か、その辺には頓着しないソカリスヘヌである。

「軽いなあ……救われるよ。んでまあ、彼女は死し霊りよう術じゆつ士しで仮の契約者だ。名前はハルベル」

「よ、よろしく」

　おずおずと、ハルベルが手を差し出した。人形は、言葉の意味を咀そ嚼しやくするように考え……

「ご主人様の……ご主人様っスね！　よろしくっス！」

　がっしとハルベルの手を小さな両手で取り、ぷいぷいと振る。

「……で、なんで船襲ってたの。スケルトンまで作って。返答によっては仕置きがいるぞ」

　アルが話を本題へと戻す。そもそもは、幽霊船からの護衛だ。

「いやいやいや！　そんな人様の船襲ったこととかないっスよ！　あの骨さん達たちも、昇天する水死者さん達たちから了解取って骨もらっただけで、操船と自衛用っス。ほんとっス！」

「えっそうなの……海にすっ飛ばしたの悪いことしたな」気まずそうに海面を見るアルだ。「んー、でも確かに船を襲う理由も無いか……魔力は夜の内に集めりゃいいし」

　彼は指を顎骨に当てる。それに、ソカリスヘヌは照れたようにおかっぱの頭をかいた。

「いやぁ～……お恥ずかしいことっスけど、船もボロボロだし、魔力で方向決めて進むくらいは出来るんスけど、そんな早く進めないし、ゆらゆらしてるだけの四年だったんスよね……」

　その笑いに、少々の陰が差す。

「とりあえず人恋しくて、ゆらゆらここまで来たんスけど、わたくし、こんな姿で……挨拶しようと近寄っても、逃げられちゃって他の船に接触できたことなかったっス……」

　しょぼん、となる人形に、あちゃーとアルとハルベルは手（骨）を顔に当てて天を仰ぐ。そりゃあ、噂うわさにもなる。

「じゃあ何か、君、この四年。ずっと……」

　大海原の中。意思を持ったままで。

　持ってしまったのに。

「えへへ、一隻、だったっス」

　へにょ、と。笑いながらも人形の眉は八の字を描く。それを、抱き包む者がある。

「わっ、わ？」

「ハルベル……」人形を胸に抱く死し霊りよう術じゆつ士しの少女を、白骨が見る。

「アル、この子、分類的には死し霊りようみたい。魔力元が関係してるのかな？　だから……」

　続きは言わずとも、アルには理解できた。まるで、親に「ちゃんと世話するから」とでも言うような。

「──俺からもお願いするよ、ハルベル。一緒にいてやってくれないか」

「えっ？　えっ？　なんスか？　なんスか？」少女の腕の中から、戸惑った声。

「ソカリスヘヌ──君さ、俺らをまた乗せる気はないか？　そこのハルベルと契約すれば、魔力は実質無尽蔵だ。すごいぞ」

　てへへ、とハルベルが照れくさそうに頰をかく。対する人形は啞あ然ぜんとした表情だ。

「い、いいん……スか？」

「君の権利書はまだ持ってるしな」アルは親指骨を立てる。

「だってわたくし、こんな、ぼろぼろで……」

「ふはは。この程度。俺ほどじゃないよ。その内直せばいいさ」

「みんなに怖がられてしまうっス……」

「私たちがいるからだいじょーぶ！　一緒に行こ！　ね！　えーと……ソカリス……へぬ？」

　首を傾かしげるハルベルに苦笑しつつ、アル。

「名前がちょい長いな。人形の方はソカリィって呼ぶか」

「あっそれいい！　ソカリィちゃん！」

　そこが、決壊点だった。

「……………………うっ……うぇっ、うぅぇえ～～～～！」

「泣いちゃった！」「いかん、気に入らなかったか」

　涙は出ないものの、顔をくしゃくしゃにして叫ぶソカリィ（仮）に、二者は慌てる。だが人形は、その首関節を思い切り横に可動させた。

「ちが、違うっス！　うっうれ、うれ、うれしいっス～！　名前もかわいいっス～！　わあぁ～！　ご主人様～！　ハルちゃん～!!」

　ハルベルにひっついたまま、ソカリィはアルの大だい腿たい骨こつにも抱きついてくる。

「さっ、さび、さびしかったっ！　さびしかったっス！　ずっと、ずっとぉ～！」

「よしよし」「よしよし」

　なでなでなでなで。




「では、よろしくお願いするっス！　ご主人様！　ハルちゃん！」

「うん」「よろしく！」

　びし！　と敬礼するソカリィへ、契約を終えたハルベルが魔力を流す。それが船体へと行き渡るのが、アルにも分かる。

「おお～これすごいっス！　これなら、波とか風とか関係なく進めるっス！　ところで……」

　ひとしきりはしゃいだ後、ソカリィが船首方向を向く。

「ご主人様たち、あっちの船から来たんスよね？」

「そだよ」アルが船体の傷み具合を見つつ、返事をする。

「そういえば、船長さんとミクトラにも言わなきゃね。ソカリィちゃんのこと」

「それな。とりあえず港までは商船と併走すればいいか……」

　相談を続けるハルベルとアル。そこに、

「いや、あの船、海賊さん達たちに襲われてるっぽいっスけど、放ほっといていいんスかね？」

「おわああああああ向かえー！　全速力！」




　　　　○




「くっ、幽霊船に気を取られている内に接近を許すたあ、情けねえ！」

「戦闘が不得意な者は船倉に避難しろ！」

　ゴンドーとミクトラの指示が、喧けん噪そうを貫いて飛ぶ。商船は混乱の中にあった。

「うははは、幽霊船にビビった船にこっそり近づく作戦、またまた大成功！」

「流石さすが船長だ！　幽霊船怖いからさっさと片付けちまいましょうぜ！」

　既に商船は幾多の小舟や梯はし子ごに取り付かれ、海賊達たちが後から後から武器を手に乗り込んでくる状態だ。

「ちっ……数が多い！　私がいながらこの様とは……！」

　ミクトラが魔力駆動マナドライブをかけつつ、海賊船員達たちを蹴散らす。しかし、多勢に無勢。彼女自身は負けずとも、船全体に手が回らない。不慣れな船上の戦闘ということもあり、撃退速度は遅い。

「貴様ら！　未いまだ世は魔王軍と戦の最中でありながら同胞から略奪とは！　恥を知れ！」

「うるせえな！　こっちだって堕海軍がトンズラこくまでおまんまの食い上げだったんだよ！」

「働け！　真面目に！」

　また一人、海賊船員がミクトラの剣に海上へ吹き飛ばされる。

「そこまでだ！　女剣士さんよ！」

　胴間声にミクトラが振り向けば、そこには、

「人質とは卑ひ怯きような……！」

　魚人商船員の首へと刃を押しつける、海賊船長の姿がある。

「お前さん、護衛の冒険者だろ。船員に被害が出ちゃ不味まずいんじゃねえか？」

　ひげ面づらの下の口が、卑屈に歪ゆがめられる。ゴンドーが舌打ちした。

「くそっ！　情けねえ奴やつめ！　お前それでも海の男か！」

「ははは！　どっちに言ってやがんだ!?　俺か？　人質の兄ちゃんか!?」

「両方だよ馬鹿野郎！」

「ええっ……」「ひどいなお前んとこの船長……」

　ややショックを受ける商船員さんである。だが、

「くそっ……ミクトラ殿、足を引っ張った。悪い」

　言葉と裏腹に、ゴンドーが剣を放る。

（くっ……！　私も未熟か。我が主であれば、この程度の者達たち……ん？）

　と。海賊船長の背後。そこにミクトラの目が留まる。

「──いや、私が不ふ甲が斐いないせいだ」

　ミクトラも剣を納めた。彼女もまた、戦士でない者の命を無視できる人間では無い。が、今回はそれに加えて。

　商船の手て摺すりから、見覚えのある腕骨が伸びていた。

　それに気付くこともなく、彼は嬉うれしげに叫ぶ。

「よーし！　おいお前ら！　こいつらを縛れ縛れ！」

「はーい」返事は当然、後ろからだ。

「あ？」

　海賊船長はしかし、振り向くことは出来ない。がしりと、帽子ごと頭を摑つかんだ骨手が、身動きを許さない。

「ぽいっと」軽々と、彼は海賊船の甲板へとぶん投げられる。

　奪った帽子を被かぶり、代わりに船上へ上がってくるのは、当然のことながら我らが主人公──

「アル！」

「こいつは驚いた……！」「どわああああ！　いつの間にか幽霊船が近くまで！」

　ゴンドーに続いて船員の声。小舟を使い先行したアルが船上を見渡す。

「う、うおお……」「幽霊船の奴やつらが乗り込んできやがった……！」

　海賊達たちが戸惑う。それも当然で、彼らからしてみればこれまで利用してきた対象が、とうとう乱入してきたようなものだ。

「だ、だから俺は言ったんだよ！　その内幽霊船が怒るって！」「今まで平気だったのに！」「ど、どうすんだ！」

　混乱する海賊達たち。幽霊船長となったアルは大げさに頸けい椎ついを回した。

「俺の獲物を横取りする奴やつらは、貴様らか～！　動剣『閃セン形ギヨウ』！」

　直後、一いつ閃せん。飛ひ翔しようする魔力刃が海賊船のマストを両断した。

「「「あああああああ!?」」」

　海賊達たちの悲鳴。さらに、

「ついでに『刃ジン礫レキ』」

　続け様の一撃。飛ぶ魔力塊が、海賊船を船底まで貫く。

「さっさと失うせろ～！　この船は俺がもらった……！」

　海の底から響くような声を出し、両腕骨を掲げてアルが圧を発する。圧倒的な実力差から来る束縛に、海賊達たち（と商船員）が震え上がった。

「ひ、ひ、ひいいいいいいいいい！」

　まさに、蜘く蛛もの子を散らすように。海賊達たちは我先にと逃げ帰る。やがて、いくつかの小舟に満員の海賊を乗せ、必死に櫂かいをこいで去って行く。

「覚えておくがいい！　ここらの海は我々の縄張りだ～！　ぬはははははははは！」

　最後に船上から脅しをかけるのも忘れない。芝居を終えて、アルは両腕骨を下げ、ミクトラと船員達たちへ振り返った。海賊帽を海へポイ。

「申し訳ありません、アル。留守を任されながら……」

「いやいや。良く保もたせてくれた。お疲れ」

「た、助かったぁ」「え？　逃げなくて良いの？　お芝居？」「あれが『空裂き』か……」「噂うわさは本当だったんだな」「マジすげえ」「ありがてえ、ありがてえ」

　ミクトラに続いて口々に船員が礼を言ってくる中、追いついた幽霊船が商船の横に並び、船員達たちが再びおののいた。

「アルー、上手うまくいったー？」

　今度はハルベルが乗り込んでくる。それにアルは腕骨を振る。

「どういうことになったんですかい、こりゃ」

　流石さすがに座りが悪いのか、緊張気味にゴンドーが声を発した。




「かくかくしかじかで」

　アルが自身の正体は隠しつつ、経緯を説明する。ゴンドーが目を剝むいた。

「はあああ。あの死し霊りよう術じゆつ士しの嬢ちゃんが、幽霊船と契約？　とんでもねえ。ミクトラ殿とアル殿の戦いぶりといい、あんたら本当に腕うで利ききですな……」

「なんと……幽霊船の化身とは。しかも、勇者様の船……」

　驚きはミクトラも同様だ。

　話を聞いた彼女は幽霊船へとおっかなびっくりに渡り、ソカリィと対面する。

「あ……貴方あなたがソカリィ殿か。私はミクトラ・クート。よろしく頼む」

「話は聞いてるっス！　ご主人様の従者っスね！　くわっ！」

　幼い相貌からの唐突な剣幕。ミクトラが驚き、差し出した手のまま固まる。

「あ、ああ……」

「わたくし、ソカリィもっス！　ご主人様への忠誠では負けないっスよ！」

　瑠る璃りの目に炎を燃やし、がしっとミクトラの手を取る。むむ、とミクトラが息をのんだ。

「わ、私も負けるつもりはないぞ……！　アル！　私も貴方あなたを御主人様と呼んでも」

「嫌だよ。何を張り合っとるんだ君らは」

　うんざりと商船の手て摺すりから、アル。

「疲れる船旅になりそうだなあ……」

　骸骨の剣士が海を見る。今は海賊の姿も消え、青い世界が広がるばかりだ。

「長いこと海を渡ってるが、俺も流石さすがに今回は何がなんだかですわ……」

　ゴンドーもまた、重いため息をついて横に並んだ。商船と併走する幽霊船という、絵面。

「なんかごめん船長……色々……」

　どうにか平穏を取り戻し、船は行く。死者と生者を、共に乗せながら。




　　　　○




「世話になりましたな！　まあなんだ、初めて尽くしで楽しかったですよ！　無事を！」

　そう言ったゴンドーと、帝国の港で別れてからさらに数日。しかしながら、当初の予定──帝国領から陸路で西進して連合を抜ける──とは異なりアル達たちは未いまだ船上にあった。

　原因はといえば、もちろん、

「ふ～ん、ふ～ん。きれいに～なったっス～♪」

　この機嫌良く鼻歌を唄うたう幽霊船こと、ソカリィの存在による。

　自力で航行・停泊が可能な彼（？）の力があれば港が無くとも上陸が可能であり、陸路を行く必要が無くなったのだ。

　帝国最西端の港町・セウで護衛を終え、ゴンドーの商船と別れた後。その場で食料等を補給、さらに資材を買ってソカリスヘヌ号へ簡単な補修も施した。魔力によるコーティングがあるため危急の必要は無いが、それでもとどうにか（素人しろうと工事だが）穴を塞いだ格好だ。

「ご主人様たち、ありがとうっス！」

（死し霊りよう術じゆつ士しがたまーに、ゾンビを補修して着飾らせて身の回りの世話をさせるらしいが……）

　幽霊船に乗っているのがスケルトン。あまりにといえばあまりな絵面だ。見た目だけでも少しは、という気にもなる。

　ともあれ。そこから、再び海に出て西へ進んでいる。

「陸が恋しいよ……」「なにやら吐くのにも慣れてきました……」

　再びの船酔いでふらふらしているハルベルとミクトラを除けば、旅は快適そのものだ。

「まあ、流石さすがにもうそろそろ体が適応すると思うよ。飯はちゃんと食べような」

　酔い知らずの白骨が元気づけて、水平線を眺める。この調子であれば、大森林地帯へはそう時間はかからない。

　事実、魔力を用いて風が無くとも前進可能なソカリィのおかげで、旅程も大幅に短縮できている。帆船においては、凪なぎの間は船を進めることが出来ないためだ。

「悪天候も恐れる必要が無いのは、うっく、助かりますね……。ハルベルの魔力を使ってソカリィが防壁を張ってくれますから」

「揺れは防げないけどね……うええ」

「大丈夫っスか？　ふたりとも」

　前夜は相当な雨風だった。ソカリィの力が無ければ、苦労は船酔いだけでは済まないので、

「甘んじて受け入れてくれ……む、そろそろ見てくるわ」

　船員もいないこの船がどうして迷わずに進めているのか。それは、船そのものであり、かつて世界中の海を旅して回ったソカリィの記憶と方向感覚もあるが、空からの目もある。

「よろしくお願いします……こんな状態で無ければ、私がやるのですが……」

「行ってらっしゃ～い……」

　力ない言葉に送られて、白骨がマストに登る。さらにそこから中空へ魔力の足場を作り、とんとんとん、と遙はるか上空へ跳ね登っていく。

「んーと……お、見えた見えた。大森林」

　水平線に丸みを覚えるくらいの上空。船から見て右手に、アルの予測通り大陸西方、大森林地帯が見えてくる。

　ざっくり距離を測る。帰りは新たに作った足場を降りて、白骨が甲板へと着地した。

「ソカリィ。二時方向に。陸が見えたよ」

「はいっス～」

　船が回頭を始める。

「アル、では」「もうすぐ？」

　希望を込めて問う二人に、髑どく髏ろが頷うなずきを返した。西方大森林地帯。太古からの木々が茂り、人と魔の争いにも関与せず、神がいた時代を知るエルフと精霊の世界。

「ああ。エルフの国──精霊領域フィネグンドだ」
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「見慣れぬ船？」

　硬質な硝子がらすを思わせる声が、室内に響く。

「ああ。遠見司が確認している。商船でも無いようだ」

　こちらは、鍛えた刃を想起させる声。

「数は？」

「一隻」

「南回りでは魔軍でもあるまい。人間か……さて、何をしに来たものか」

　しばし、両者の黙考が部屋を満たした。部屋の各所に使われた魔法金属──ミスリルの輝きが示す地位に比してみれば、そう広くは無い。ごくごく私的なことに用いられる一室だ。

「『聖邪』に関わりある者か」

「ともすれば」

「とりあえずは──目的が知りたい。迎えを」

　刃の気配が、部屋の扉へ去って行く。硝子がらすが嘆息する。

「例のモノは仕上がっている……。万一があってはいかん。今しばらくは、密ひそやかに──」

　刃の足がひょいと止まった。

「あ、いや、それが、その例のモノ当人が既に向かったと」

「はあ!?」




　　　　○




　上陸のため、アル達たちが適当な浜辺へ向けて船をやると、森の中から複数の人影が現れた。哨しよう戒かいの兵かと、ミクトラが声にやや緊張を含ませる。

「見られていたのでしょうか」

「まあ、エルフと言えば魔力優越種だ。遠見くらいやる奴やつはいるでしょ。そもそもが神代からこっち、ずっと北の森に住むオーク達たちと戦ってる国だ。警戒はしてるはず」

「え、そうなの？　エルフって戦争中？」

　ハルベルがびっくりしたように聞き返す。

「今の人間と魔族みたいに絶滅戦争してるってほどじゃない。ただ、仲は悪いって話だね」

「国境沿いでは争いは珍しくないとも聞きますね。森を裂くように中央に流れるアケロル河周辺が、一応の緩衝地帯ではありますが、そこでも漁業を巡って争いが起きる時はあるとか」

　アルの言葉をミクトラが補足する。

「どうするっスか？」

「すまないがソカリィ、留守番してもらってて良いか？　君の正体はバレない方が都合がいい」

「あうぅ。寂しいけど、了解っス～」

「イザナがいるかもってことを考えたら、配役はひねらなくてもいいかな。俺勇者の元仲間、ハルベル死し霊りよう術じゆつ士し、ミクトラ冒険者仲間の基本パターンで」

　案に二人も頷うなずく。そういう訳で、ハルベルの見た目は少し死し霊りよう術じゆつ士しと分かりやすくした。具体的には港町で買っておいたフード付きローブに、航海中アルが資材の余りで作った杖つえだ。頭にはデフォルメされたドクロが彫られている。ハルベルがリボンも付けた。

「えへへ～アルのプレゼント……」

　船上でにこにことドクロ杖づえを撫なで回まわすハルベルを、ミクトラとソカリィが羨ましそうに見ていたものである。困ったことにこの船、ツッコミがいない。

　素材が建木とはいえ、アルは生前、加工技術もそこそこに修めている。重量バランス、取り回し共に中々良いい杖つえだ。

「俺の荷から魔石を嵌はめりゃ、魔力集中用にも使える。立派な魔ま杖じようだ」

　主に魔石（勇者アルヴィス時代の収集物のため、純度は折り紙付きだ）のせいで、市場価格を想定すれば相当なものになっていたりする。

　魔石には、使用頻度の高い魔法を封じて詠唱の省略に使ったりするが、技術が未熟なハルベルの場合は、魔力の集中を補助する方が良いい、という判断だ。

　普通の船に見せたソカリスヘヌ号を沖へ停とめ、小舟を使い上陸するのを、現れたエルフ達たちは警戒気味に眺めていた。一体が骨である。無理もない。

（ミスリル装備はない……騎士クラスではないか）

　アルが推測する。半金属とも言われ、木を犠牲にする通常の金属精錬が御ご法はつ度との精霊領域フィネグンドで、魔力による加工が可能なことにより唯一精製される金属だ。

　小舟が近づいたところで、敢あえてアルが声を発した。

「これでも冒険者だ！　死し霊りよう術じゆつ士しと、剣士が一人と一体」

　エルフ達たちが顔を見合わせた。死し霊りよう術じゆつ士しを強調したことで、僅かではあるが警戒が緩む。

「用件は何だ。冒険者組合など、我らがフィネグンドには無いぞ」





◆エルフ（人類敵対度……Ｄ。基本的に友好的、または不干渉。ただし個人レベルで敵対するものはある）

　人類、亜人の一種。多く森に住み、自然を愛する人々。

　身体的な特徴として全般的に整った容姿、最大千年とも言われる長寿を有する。魔力優越種とされ、他人種と比べ、平均して高い魔力を有する。弓術も得意。

　自然──中でも森を尊ぶと同時に好み、高位種族であるハイエルフならば上位精霊との交信も可能と伝えられる。

　基本的には生まれ育った森で暮らし、外部へ出る者は僅かである。

　世界各所の森に集落があるが、最も大きいのは西方大森林南方に位置する精霊領域フィネグンド。世界唯一のエルフ国家である。

　混血亜種としてハーフエルフ、ダークエルフなどがあるが、エルフの能力を多く引き継ぐ。



　勇者アルヴィス曰いわく『基本的にあんまり肉食ったことないらしくて、たまーにドハマりする人がいる』




　エルフ特有の整った顔立ちをした兵士の声。

「俺は勇者の元仲間だ！　ここに同じ勇者の仲間だったイザナがいると聞いて、会いに来た」

　設定どおりの言葉を投げると、エルフ達たちの間に動揺が生まれた。

「イザナ様……？」「スケルトンがだと？」「いや、確かにイザナ様の操る術には……」

　聴力を強化して捉えた呟つぶやきに頭蓋を上げる。イザナ様。よもやの、到着直後に当たりを引いた形だ。アルは長期の捜索も覚悟していただけあり、これは嬉うれしい誤算と言えた。

（様、ね……。しかしこれ、現場でどうにかできることでは無いとしたら面倒なことに）

　それを裏付ける言葉はすぐに来た。

「それは我々で判断できることでは無い。しばし船上で待ち、こちらからの許可を──」

　と。そう言うエルフ達たちの後ろの森から、さらに人影が一つ現れた。ハルベルと同じようにフードを被かぶり、顔までは詳細に見えない。哨しよう戒かいにしては妙だとアルは頸けい椎ついをひねる。

　新しく現れた人物が話しかけ、エルフ達たちは驚きの表情を示した。しばらく何事かを話し合い、フードの人物を残して引き上げていく。

「行っちゃった」「どうなったのだ……？　あの新たな人物は一体」

　女性陣の疑問に答えるように、フードの人物が手を振る。上がって来い、という合図。

　そうして。上陸したアル達たちに、彼、もしくは彼女は落ち着いた声音で告げた。

「私はイザナ様の使いです。貴方あなたがたを感知したイザナ様に、自分はまだ会えないから代わりに応対しろと。本来の哨しよう戒かい兵へいには下がってもらいました」

「使い……イザナは元気にしてるのか？」

　フードの人物は頷うなずいた。

「ええ。かの御お方かたは不自由なくお暮らしです。イザナ様はご自分でこちらに赴き、滞在されております。ご心配されるようなことは、何も」

　答えをアルは吟味する。とりあえずは、無事。

（かの御お方かた、ね。賓客待遇はされてるわけだ。しかし──）

　アルは先ほどの自己紹介、さらには名誉騎士証も見せる。だが、返答は微ほほ笑えみだ。

「設定の説明は結構ですよ。私はイザナ様に直接仕えています。貴方の正体も、勿もち論ろん」

　む、とアルが背骨を反らせる。

「……とはいえ、女王や他のエルフには今の説明、使わせて貰もらいましょう」

　指笛を吹けば、呼び出された使い魔の鳥が飛んでくる。走り書きをした紙片を渡した。

「君は一体──」

　アルの疑問は当然といえた。彼の正体は、そうそう広められるものではない。それをイザナから知らされている存在。

「ああ、なるほど。御ご懸け念ねんはごもっともです……が、ひとまずは、付いてきていただきたい。

　────私の顔に免じて」

　それを察したか、頷うなずいた人物が中性的な声と共にフードを外す。顔が露あらわになる。

「な」

　アルが硬直した。同様に、ミクトラもその目を見開いている。

「？　どしたの？」と疑問顔は、ハルベルだけだ。

　後ろで縛られた蒼あおい髪。全てを見通すような紫の目。記憶よりは幼く、男性に成る手前の容姿。服装のみはゆったりとしたフィネグンド様式のローブだが、

（俺─────？）

　亡霊を見るような──実際のところは自身がそうなのだが──思いで、アルはその顔を見る。

「あ──アルヴィス……様……？」

　声に出したのはミクトラだった。直後、あり得ぬと首を振る。本物は彼女の傍かたわらで骨となっているのだ。……しかし、視線は再び囚とらわれる。それは、かつて幼い彼女が王都で見た、若き勇者の似姿。

　そう。魔王と相討った悲劇の勇者、アルヴィス・アルバース。彼の若き日に、目の前の人物はあまりに似ていた。

「私の素性含めて、まずは落ち着いてからご説明を──いや、名前くらいはいいか」考え直したように頭を振り、紫色の瞳がアル達たちを見た。「我が名はシミュラルと申します。以後、お見知りおきを」

「……以後も何も、ずっと前から見た顔だよ」

　どうにか返した冗談に、シミュラルと名乗った人物はやはり、微ほほ笑えみで返した。




「入った時から思ってたけど、不思議な森だよね……」

「ああ。森と浜の境を越えた瞬間、見えない幕を潜ったような感覚があった」

　シミュラルを先頭として、一行は森を行く。歩きとして進んだ距離はそこそこだが、

「──途中で森の竜脈を利用した転移があったな」

「あ！　すごかったね、あれ！」

「うむ。流石さすがは魔力操作に長たけたエルフだ」

　だがイコール、現在位置が分からない、だ。二人に比べ、アルの心中は少々警戒気味だ。

（ソカリィ置いといたのは結果的に良かったか。俺が技術補助をしてやれば、契約してるハルベル経由の魔力探知で位置が計れる）

　大森林、その南部に位置する精霊領域フィネグンドの国土は、国としてはさほど広くはないとされる。中央部、森の深しん奥おうは真の意味での精霊領域で、肉を持つ存在が住むには不適だ。

（だが、小国と舐なめて侵略する者はいなかった。ずっと喧けん嘩かしてるオーク達たちを除けば）

　それは先の転移からも窺うかがえる通り、エルフ達たちは森自体を自分たちの領域として操っているからだ。大部隊が攻め込めぬ森林、森の竜脈を支配下に置き、縦横無尽に森を動く弓と魔法の名手であるエルフ。これを打ち破るのは容易ではない。

（かといって、森を焼くなんてやらかせば、精霊達たちに喧けん嘩かを売る）

　上位精霊など、自らの領域内であれば成竜に迫りかねない脅威だ。

「む、これは……参りましたね」

　二度目の転移をする。そう言ってシミュラルがとある石碑に触れた時だ。

「どうしたんだ？」

「転移機構の調整日に当たってしまったようです」

「調整って？」

　ハルベルの問いに、シミュラルは柔らかな笑顔を浮かべる。

「これは古代の高度な魔法技術で出来ています。そのため、定期的に機構を一括管理する王城で点検と調整をするのです。数時間もすれば終わるとは思うのですが」

　今は処置無し、というように勇者の似姿は髪を揺らして顔を振る。

「申し訳ないですが、少しお待ちを。この近くにも集落はありますから」

　アル達たちは顔を見合わせる。不意の来訪者である彼かれ等らとしては、まあ従うしかない。

「エルフの村、どんななんだろ」

「木々を無為に切ることなく、自然と調和した暮らしをしていると聞く」

「他の森のエルフ集落に行ったことならあるな……ああ、こういう感じの」

　シミュラルに付いて歩く三者の視界が開ける。各所に水路の通った集落が彼かれ等らを出迎える。

「こちらでしばし、ご休憩ください」

（フィネグンドが備えた転移魔法機構を扱える……。このシミュラルが、エルフ達たちに認められた存在なのは間違いない。それも、支配層に）

　考えつつ、アルは村の様子を見た。彼が思ったよりも──というか、集落の規模よりもエルフ達たちの数が多い印象を受けた。

「あれは……」「魔物では？」「一体何者だ……」「あれ、あの赤毛……？」

　道や家の中から、驚きと恐れの混じった視線、囁ささやきがある。その先は無論、

「あ、はい、ごめんなさい。見た目怖くて」アルだ。ぺこり、頭蓋骨など下げてみる。

　集落からどよめきが広がった。反応に、白骨がしょぼんと肩けん甲こう骨こつを落とす。

「わ、私が説明してきますので……」

　足早に、シミュラルが集落の中へ歩いて行く。彼の姿を見た幾人かのエルフが寄ってきて、話を始める。ハルベルとミクトラがほっと息をついた。

「説明してくれるの助かるぅ」「ほらアル、大丈夫ですから」

　設定の説明が終わって。エルフ達たちが安心半分、恐れ半分というようにアル達たちを見る。死し霊りよう術じゆつ士し然としたハルベルの存在が効いて、視線には納得の感情がある。

　しかし。とりあえず手骨など振ってみるアルだが、帰ってくるのはやや引きつった笑いだ。

「あ、子供泣いちゃった」「ア、アル、大丈夫ですから！　落ち込まず！」

「寄合所があります。ひとまずそこへ。私はこちら側の転移機構から調整を手伝ってきます」

　苦笑するシミュラルと一時別れて寄合所に入り、腰を下ろしたアル達たちが見たものは、興味深げに彼かれ等らを窺うかがう褐色の肌色をした人物……ダークエルフだ。

「えーと……こんちはー」

　先客に向けてアルが挨拶をする。彼の視線には、興味はあるが恐れがない。

「喋しやべれるスケルトンとは珍しいもんだ。外から来たんだろ？　なら俺と同じだな」

　気安げに話す彼に、ハルベルとミクトラが首を傾かしげ、アルが勘付いた。

「ああ……魔王戦争で？」

「まあね。勇者も、もちっと早く魔王倒してくれりゃ良かったんだが」

　やれやれとばかり、ダークエルフは掌てのひらを上に向けた。

「何を……「あー待て待て、喧けん嘩か駄目」

　身を乗り出しかけるミクトラを骨の腕が止める。ハルベルもいい顔はしていない。

「……住んでるとこを焼かれて、慣れない場所で暮らすんだ。きついさ」二人をなだめつつ、ダークエルフの方へも骨相を向ける。「すまんね。力不足で」

「？」

　疑問顔の彼へ、後から寄合所へ入ってきた別のエルフ女性──こちらは耳の大きさからハーフエルフと知れた──が、慌てて耳打ちする。

「え、あの骨、勇者の仲間……『空裂き』!?」

　流石さすがに気まずげに、ダークエルフが口を押さえた。

「その……すまない。ちょっとイライラしちまってた。謝る」

　しばし後。ハーフエルフに怒られて、ダークエルフが頭を下げた。

「いーよいーよ。俺等がたくさん取りこぼしてたのも確かだ」

　ふるふるとアルの手骨が動く。謝罪に、ミクトラとハルベルも表情を平静に戻した。

（そういえば、わたしだけなんだよね。アルが勇者様の頃を知らないの……）

　ふと、ハルベルは思う。そんな彼女の内心は知らず、アルは会話を続けた。

「んでさ、ここ──フィネグンドについてちょっと聞きたいんだけど、いいかな？」

　互いに自己紹介を終えて──ダークエルフの男性はデイルード、ハーフエルフの女性はヒーサルと名乗った。二人とも、故郷はオルダネル帝国近辺のエルフ集落。混血なのは、かつては人間とも魔族とも交流があった集落だからだ、と語った。

「五年前くらいに魔王軍に村をやられてさ。どうしようかと思ったんだけど。流れ流れてな」

「ちょっと何その目。ここに来るのはそっちも納得したでしょ」

　口論が始まるが、口調は軽い。二人とも気心の知れた仲だと分かる。

「難民の人たちは、どういう暮らしを？」

「まあ、色々さ。先に来た奴やつらは結構馴な染じんでるけど。俺等は新参だから」

「とりあえず農業してるけど。畑がいまいちなんだよね……結構お上に取られちゃうし。配給はあるけど、それだって私わたし達たちから持ってったのでしょ、って」

　それなりに苦労を感じさせる言葉に、アル達たちも顔を見合わせた。

「結構辛つらいものなのか？　その、フィネグンドの生活は」

　ミクトラの問いに、デイルードは首を横に振る。

「いやいや。まあそこまででも無いさ。食うに困るとかじゃあないからさ」

「でもまあ、難民出は役に立たないと居い辛づらいし。他の仕事もあればな、とは思うかなあ」

　ふむ、とアルが一拍置いて、話を戻す。

「畑がいまいちってのは？　精霊領域なら、それなりに大地の魔力も豊富でしょ」

　畑作というものは、大地の栄養素も重要だが、流れる魔力もまた大きな要素だ。

「いや俺等もそう思ってさ。別の集落から腕が良いいって噂うわさの医者呼んだんだけど」

「医者？」

「樹医らしいよ。頼むの初めてだし、まあ専門じゃないかもしれないけど、関連ではあるでしょ？」ヒーサルがそう言ってから、「今から様子見に行くんだけど」

（イザナがどういうつもりで此こ処こにいるかは知らないが……。とりあえずは、情報収集しておくか）一瞬でそう考えて、アルは骨指を立てた。

「少し、エルフの畑ってのに興味あるな。連れて行ってもらっても？」




「作ってるのは麦なんだね」

　村から少し外れ、デイルード達たちの畑だ。

「ふうん、確かに季節からすると、ちょっと背が低いか？」

「この辺は川の水も入りやすくてさあ」

　デイルードが説明する。なるほどと周囲を見回して、

「しかしこれは……なんとも」ミクトラが首を傾かしげた。

　畑は木々の間にうねる蛇のように、いくつかが展開している。面積もさほど広くはない。

「フィネグンドは伐採規定が厳しいからねー」ヒーサルが嘆息する。「苦肉の策」

　そう言う話に、アルがざっと頭の中に地図と数字を並べる。

（西方大森林の面積自体は広大だが。フィネグンドが国土として使える土地は地図上ほどには無いはずだ。小麦を一年でだいたい一人二百キラムとして、難民二人に与えられたこの畑の面積──収穫率にもよるが、これ、余裕はあんまり無いんじゃないか。狩猟に漁業、果物なんかを含めても……。まあ、難民含めた総人口が分からんから、どうとも言えないが）

　とりあえず考え事を脇にやったアルを尻目に、ハルベルはひょいひょいと畑の間を歩いていく。彼女も森の村の生まれだ。慣れたものである。

　それに気付いて、穂の中から顔を上げた人物がいた。

「ん……？　デイルード、ヒーサル……どうし……!?」

　麦穂の中に屈かがみこむ作業のため、眼鏡をかけた目元を残し、覆面めいて布で覆っている。だが、凹凸のしっかりした体つきで女性と知れた。彼女はアル一行を見て硬直した。

「あ、ごめん。こんな骨ですけど正気だから安心して」

「え、ええ……それで、貴方あなたたちは」

　かくかくしかじかとデイルードの紹介と説明を受け、女性は頷うなずく。

「私はランシワ。その……よろしく」そして、再びじっ、とアル達たち一行を見る。

「え、えーと……やっぱ怖い、かな？　すいません威圧的な顔で」

　人骨が、気まずげに人差し指骨を突き合わせて問えば、

「！　ああ、謝罪する。とても珍しかったから。大丈夫」

　ランシワは咳せき払ばらい一つして、顔を覆う布をしっかりと直す。ヒーサルが聞いた。

「──どうだった？」

「結論から言うと、麦自体には何の病気もない。単に生育が遅いだけ」

「え？」「噓うそぉ」

　デイルードとヒーサル、二人が頭を抱える。

「参ったな……ただでさえ遅れてんのに。このまま季節が変わっちまうぞ」

「私も、不思議。この畑だけ、どうしてこんなに遅れてるのか」

　うーん、とエルフ達たちが頭を悩ませる中、アルは屈かがんで地面をじっと見ていた。

「おお、マジか……。なるほど、流石さすが精霊領域。こういうことが起きるか」

　呟つぶやいて、立ち上がる。背骨を延ばし、関節をぐるぐる、ぐいぐい。

「な、何をしているのですか、アル？」

「準備運動。難しいのやるから」ミクトラの問いに答えて、「ちょっと土触って良い？」エルフ達たちへと呼びかける。

「え……いいけど……」

　答えを受け、アルは膝を付く。畑の土へと、掌てのひらの形にして手骨を置いた。

「せーの……ひゅぅ……静拳『浄ジヨウノ掌ヒラ』！」

　擬似的な呼気を発生させ、アルの骨掌打が地面を打つ。

「何を、して──」

　一見無意味なその行動に、ランシワが疑問を唱えたその時。

《ぬいぉッ！》

　麦ばく穂すいの群から飛び出るものがある。岩で出来た人のような姿──

「おお!?」「地精霊じゃん！」

　デイルードとヒーサルが声を上げる。

「噓うそ、地面から精霊を弾はじき出だした……!?」

　眼鏡を閃ひらめかせるランシワの驚きはまた別のものだ。本来、強制的に精霊を顕現させることなど出来るものではない。しかし、今アルが用いたのは東国の武技、魔力を同調させ自らと対象を一体と見なし、その上で特殊な魔力の放出を行うことで対象内部に干渉する。

「元々は憑ひよう依い祓ばらいとかに使われるもんだけど、精霊が潜むもんに使えばこんな真似まねも、ね」

《うちちちち……なんだ今の～》

　そして。弾はじき出だされた精霊はといえば。各所をさするような動作をしていた。ぼやきながら。

「精霊が喋しやべった！」「知性があるのか？」

　驚くのはまたも混血エルフの男女だ。精霊の知識が薄いミクトラは首を傾かしげた。

「精霊が出たのは驚きだが……森の外でもままあることでは？」

「下位の精霊は、基本的に知性とか人格を持てないんだよ」

「あ、そういえば王都の地下にいた水精霊もそうだったね」

　アルの説明に、ハルベルがぽんと手を打つ。

「魔力が偏って、仮想脳作るまでになっちゃったんだな。結構珍しいんだけど、流石さすが精霊領域フィネグンド」

《あ、くそ～、追い出されちまった》

　地精霊が──岩の面だ。表情はないが──悔しそうに一行を見る。

《何すんだよ～。ただでさえ畑なんか作られて迷惑してんのに！》

「め、迷惑……？」「ここの地面、精霊がいたのか」

　デイルード達たちは困惑顔だ。それに地精霊がくってかかる。

《あのさー、麦畑なんて作られると、養分持ってかれちゃうじゃん。ムカつくからあんまり育たないようにしてたのに》

「そ、それが理由だった……？」ランシワがそこだけ覗のぞいている瞳を瞬まばたかせる。麦を調べても理由が分からないのも、道理であった。

（……さて、これどうしたもんか）

　アルが顎骨をこりこり搔かく。エルフの二人は畑を作らないわけにはいかない。さりとて、精霊はフィネグンドにおいてエルフと対等の隣人だ。強制立たち退のき・排除共に論外である。

「これ以上畑を作る余裕はないし……」「土地配分した奴やつ～。調査がクソザルじゃん」

　エルフ達たちが嘆く。それに構わず、地精霊は不満をぶつけた。

《とにかくさ、麦育てるなら俺は養分回さない。諦めるか、別の軽いの作れ》

「ふむ、農地の連作障害、というやつか。むむむ……何か無かったか」

　ミクトラが貴族時代の知識をさらう。実際は全てに作物を植える訳ではなく、一部を休ませながら耕作するが、その区分けは人の側の都合である。地精霊はこの辺り一帯が住すみ処かだ。

　ややあって、閃ひらめきは別の知識から訪れた。

「確か、勇者様の好物……それに使われるイネという穀物は、何年でも続けて取れると聞く」

「あ、知ってる。水浸しにしちゃう畑。バルキア共和国から来た人に聞いた」

　ハルベルが答えを継ぐ。彼女の故郷は、連合最東部にあるバルキア国境沿いだ。

「水田かあ。水が栄養を運んで、ついでに不要物を流してくれるって話だな」

　理屈はアルが補足した。三者の話に聞き入ったのはデイルード達たちだ。

「そ、そんなのがあるのか？　川の水引いて出来ないか？　それ」

　その質問に、アルが頭骨をぐるんぐるんとひねって周囲の土地を見回した。

「出来……る、か。昔、東国ヤマの知り合いに教えてもらったことがあるからね。ここなら灌かん漑がいが楽なのも大きい。水路も魔法を使えば……。ただ、単純な話──苗が」

「「「「あ」」」」

　声を漏らす一同。全員が渋い顔をする中、しかし、挙がる手がある。

「──あるよ、イネ。少しだけど」

　ランシワだ。弾はじかれたようにデイルードが振り向く。

「本当か!?」

　眼鏡を直し、彼女は頷うなずく。自分の住居には種子が保存されていると告げた。

「元が少ないから、来年までは収穫が少なくなるだろうけど。とりあえずもう少し育ったらこの麦を刈って、水を入れて。それを乗り越えれば」

「いや、ありがたいよ。何か副業見つけようかな……」

「水田っての？　作るまでは農作業少なくなるしね」

　沸くエルフ達たちを見つつ、アルは疑問を得る。

（この女性……なんでイネなんてものまで持ってんだ？）

　だが、樹医という立場上、伝つ手てが存在する可能性はあった。

《どーなったんだ、結局》

　一同を見回して、地精霊はアルを話相手に選んだ。

「ま、そちらさんのお望み通り、作るものを変える、んだが──」

《だが？》

　怪け訝げんそうな雰囲気を見せた地精霊に、アルは骨腕を水平に動かしてみせた。

「泳ぐのって好き？」

《水の俺水精霊が湧くほどじゃ無けりゃな。泥、好きだぞ》

　水田案に地精霊も一応の納得を見せ、その場で出来ることはやってしまおうと畦あぜ道みちの基礎など作っているところで、シミュラルがやってきた。

「──なんで土仕事に精を出しているんですか、皆さん」

「いやその、成り行きで……」

　なんとなく麦わら帽子など被かぶってみたアルが、作業しつつ言い訳する。

「土いじるの久しぶりー。楽しい！」「……アル、流石さすがに神聖剣でぺたぺたと土を固めるのはその！　さすがに！」「……うん、この土質なら転作もなんとかなる、かな」「はーい皆、道開けてー。土魔法で道通すよー」「おう、俺、堰せき作っとくわー」

　数時間前に会ったばかりのエルフ達たちと和わ気き藹あい々あい、土に道を作る白骨を見て、勇者の似姿が何とも言えない顔をした。




　　　　○




「しばらくは、この村に滞在していただきます」

　礼を言うエルフ達たちと別れ、シミュラルに案内されたのは、先ほどとはまた別の集落だ。

　アルは頭蓋を回して村の様子を確かめる。

（多分だけど、この村は不意の来訪者を置く場所……。位置するなら外縁か）

　彼の予想を裏付けるように、シミュラルとアル一行が歩くのに大きな騒ぎは起きていない。もう夕暮れが近く出歩く者自体少ない、ということもあるが、

（戦争初期は難民がたくさん来た、ってとこかな）

　しばらく歩いたところで、シミュラルが集落の奥まった場所にある木材小屋を指し示す。

「あそこが皆さんの仮宿です」

　──木材小屋である。部屋も分かれていない構造だ。

「いや、見た目はこうですが。ちゃんと寝具と竈かまどは一式ありますから……」

「ま、エルフじゃそこまで頻繁に木も切らないだろうしね。空いてるか」

　話し合う二人にざわつくのは、ハルベルとミクトラだ。

「えっ……！　アルと一緒の部屋！」「な、なんだと！」

「骨に何を警戒しとるんだ君らは」

　女性陣の懸け念ねんを切って捨てて小屋に入り、尾てい骨を落ち着けたアルが口火を切った。

「で、シミュラル君。君は一体？」

「もう薄々感づいているのでは？　──オリジナル」

　原型。その単語に、ミクトラが息を吞のむ。

「俺が、君の言う『オリジナル』の骨ってことになるのかな？」

　シミュラルは涼しげに頷うなずく。

「素性を聞いていいかい？」

「はい。私はイザナ様により勇者アルヴィスを模して造られた人造人間──ホムンクルスと魔法用語では言うのでしたか。そういう存在です」

「……………………」

　さらり、と提示された答えに、ハルベルとミクトラは声を失う。ちなみにアルの胸中は。

（何やってんのあのアホ……）である。

「噓うそ!?　じゃあその、シミュラルさんって、アルが生きてた時と同じ顔なわけ!?」

「少しは違うと思いますよ。でも、お二方の反応を見るに、中々迫れてはいるようですね」

「あ、ああ──」

　笑顔を向けられたミクトラが緊張気味に頷うなずく。

「では、精霊領域フィネグンド女王の許可が出るまでは、お三方にはここに留まっていただきます。食事は村長より持ってこさせましょう。

　皆さんの素性はイザナ様と私は把握していますが、エルフには漏らしていません。ご安心を。ですが、イザナ様は国賓としてフィネグンドに留まっておいでです。女王の意向を無視することは難しい。許可を待つ必要があります」

　シミュラルの説明に三者は緊張気味に頷うなずく。

（そもそもが、イザナが彼？　を造った理由も分からない……愛玩用じゃあるまいし）

　アルの頭蓋裏に浮かぶのは、幼い自分を愛めでるかつての仲間だ。頭蓋を振る。

（いやいやいやいやいや、倫理的にアウトだこれ。それに、どうやって造ったのかも）

　人造生命の魔法技術は一応、存在する。だが、シミュラルの如ごとき高度な知性を持つ存在を短期間で造り上げるのはアルでも聞いたことが無い。

（古代魔法の範はん疇ちゆう──フブルさんなら可能か？　だが──）

「では、私はイザナ様のところへ戻ります。新たな指示があり次第、またお目にかかりましょう、オリジナル」

　シミュラルの声に思索は終わる。扉に手を掛けてから、振り返って告げる。

「当面、この村周辺での行動ならば構いません。不足あれば、村長を通してお知らせください」

（────ま、今のところは世話になってるだけか）人骨が嘆息の動作を取る。「ありがとう。色々繫つないでくれて助かるよ」

　礼に、やはりシミュラルは微笑を残し去って行く。




「はあ。いけめんだよね～、シミュラルさん」

　三人で一息入れて。ハルベルの発言に、アルとミクトラがきょとんと見返した。

「な、なによう」

「い、いや、確かに昔の俺より美形だったぞ」「生きている男性に興味があったのだな……」

「ひどいこと言われてないわたし!?」

　半泣きになるハルベルを適当にあやしつつ、ミクトラがアルへと視線を向けた。

「しかし、よもやエルフの国でホムンクルスを見るとは思いませんでした」

「俺もだよ。イザナも一体、何やってんだか……」

　出された名前に、女性二人の視線が髑どく髏ろへと集まる。

「イザナさん……ね」「勇者様のお仲間。神聖魔法と死し霊りよう術じゆつ双方を極めた『聖邪の神火』」

　ちなみに、死し霊りよう術じゆつが『魔法』で無く『術』の字を当てられるのは、蔑視の意味が含まれていた過去があるからだ。無論、ミクトラがそういった意図を込めたわけでは無い。既にそういう名称として広まってしまっているためだ。

　それはさておき。目は口ほどに物を言う。どこか尖とがった視線を、白骨は面倒そうなのでまるっと無視する。

「じょ、状況を整理しよう。まず俺は失踪したイザナを探しに来た。この国にいるなら、これは半分達成したようなもんだ」

　仕方ないとばかり、ひとまず視線を切ってミクトラが頷うなずく。

「そうですね。そして、ハルベルはイザナ殿に死し霊りよう術じゆつを習う必要があります」

「でも国賓さんなんだよね。簡単に会えるかなあ」

「それだな。そもそもイザナが何の目的でここに滞在してるのかも分からん。シミュラル、彼の目的も作成理由も不明。とりあえずは会って話をしないとどうにもならないんだが……」

　現状それは返事待ちだ。アル達たちは先だってのエイン王都に行った際とは違い、呼ばれて来たわけでもないので無理も言いい辛づらい。

「まあ、焦じらされるようならその時考えるとして、とりあえず──ご挨拶だな」




「おおっ……！」

　翌朝。アルの見た目に、やはり集落の村長は目を剝むいて驚いた。

「こ……これはわざわざ。イザナ様の御お客きやく人じん、かの勇者の御お仲なか間まにご足労いただくとは」

　村長──エルフの常で、成人以降の年齢が分かりづらい──は、最初こそ驚きよう愕がくを露あらわにしたものの、柔和に一行を家へ迎え入れた。既に話はついているということだ。

（村人までがイザナ様、ね）

　だがその表情は、ハルベルとアルの次に入ってきたミクトラを見て固まった。

「ラ……？」彼は慌てて屋内に振り向き、また顔を戻す。「あ、いや、失礼しました。人違いを」

　ミクトラとハルベルが顔を見合わせる。

（？　誰か似た人でもいるのかな）

　思いつつ、アルはとりあえず話を進める。

「イザナ──彼女は、いつからここへ？」

「あ、ああ、はい。二年以上前になりますな。魔法技術の交流をお望みになったそうです。女王もそれを受け入れ、今では国賓として滞在しておられます。研究成果をいくつか、民間にも分けてくださる。有あり難がたい御お方かたです」

　二年間。アルの予想よりも長い期間だ。

（ぬう。フブルさんめ、しばらく黙ってたな）

「私の方へ女王からの返事が届くまでは、ごゆるりとお過ごしください。いやしかし、そちらの、ミクトラさんですか」

「？　私でしょうか？　アルではなく？」

　ミクトラは自らを指さす。

「はい。この村に住まわせている樹医兼医者がいるのですが、髪の色と装よそおいを除けば、その者によく似ておられる。丁度今、帰って──」

　話の途中で、奥の扉が開く音がした。そして、声。

「置き薬の交換終わったよ、村長」

「おお、噂うわさをすれば」

「「「っ？」」」

　奥から現れた人物に、アル達たちの意識が根こそぎ奪われた。エルフの特徴、尖とがり気味の耳と金髪碧へき眼がん、眼鏡をかけてはいるが、

「わた、しと……同じ顔……？」

「昨日はごめんなさい。繊細な問題だし、人目もあったものだから」

　ミクトラの驚きよう愕がくに、同じ顔をしたエルフは静かに答えた。

「会うのは二度目ね。──私の名はランシワ。改めて、よろしく」







[image: 三章　勇者、従士の家族問題を（再び）見守る]

「貴方あなたたちは……」

　ランシワの視線に、村長が頷うなずきながらアル達たちを手のひらで示す。

「イザナ様の御お客きやく人じんだよ。アル殿、ミクトラ殿、ハルベル殿だ。女王の許可が出るまではこの村に滞在していただく。いやしかし、二人揃そろうと……ここまでとは」

　村長の感嘆も無理はない。髪色と耳、眼鏡や服装の違いはあるが、それ以外はほぼ同一。

「なんと……」「すごーい……」

　ミクトラとハルベルは丸く口を開けている。反面、ランシワは落ち着いて、

「先日はどうも。おかげで助かった」

「あ、ああ……よろしく」

　ミクトラの方は緊張を孕はらみながら、似姿同士が会話する。

「なんだランシワ、知り合いだったのか？」

「昨日、ベルナ集落でちょっと。──改めて、話がしたい。村長、そちらの用件は」

「ご挨拶に来られただけだ。粗茶でも振る舞おうとは思っていたが」

　ランシワと名乗った女性は頷うなずき、

「部屋をお借りしても？」

　村長はそれに、はっと表情を改めた。

「……もしや」重々しく、頷うなずく。「了承した。応接の部屋に」




　数分後、アルら三者とランシワが机を挟んで向かい合っていた。フィネグンド製の茶が湯気を昇らせている。

（村長は席を外したままか）

　ミクトラがそう考えていると、見透かしたようにランシワが答えた。

「気を利きかせてくれたの。その、君と私の私的な話だから。……そちらの方々は」

　初対面の人物にそう言われたミクトラは首を横へ振った。

「こちらは私が剣と心を捧げた主と、信頼の置ける友人だ。どんな話なのかは分からんが、隠すには及ばない」

「ミクトラ～……」

　ハルベルが感動の面持ちとなる。アルも、そこまで言われては白骨といえど照れる他無い。

「昨日もそんな風だったけれど……本当に仕えてる、のね」

　少々あっけに取られつつも、ランシワが落ちかけた眼鏡を直す。

「昨日、畑で俺おれ達たちを見て驚いてたのは──」

「ええ。勿もち論ろん貴方あなたにも驚きよう愕がくしたけど。むしろ彼女」

　一同の視線が、ミクトラに集まった。

「では──ミクトラ」心の準備をするように、ランシワは咳せき払ばらいを入れた。「貴女あなたの本名は、別にあるのでは？　家名は……ランテクート」

「なぜ、それを……？」

　弾丸を受けたように、ミクトラが目を剝むいた。それもそのはずで、偽名で隠された彼女の本名を知る者が、フィネグンドにいる道理が無い。

　正答を確認したランシワは嘆息。これから重い荷物を持ち上げるような態度を見せた。

「どう、話したものか……。貴方あなたたちは……『取り替え子』というものを？」

　取り替え子。人間同士で行われる犯罪の事では、無論ない。ここで言われるのは、精霊族が稀まれに行うそれだ。




　──魂のレベルで似た子供が、ごく稀まれに種族を越えて産まれることがある。そんな子を見つけた精霊が、自らの子と人間の子を取り替え、育てる──そういった事例だ。

　目的は多岐にわたり、新しい血を入れる、我が子の代わりに生いけ贄にえとする、単なる悪戯いたずらと、理由は明瞭では無い。




「まさか」

　その事実にいち早くたどり着いたのはアルだ。ハルベル、ミクトラは揃そろって首を傾かしげている。

　ランシワが彼に向けて頷うなずく。

「私の育ての両親は、エイン国中央付近にあった森のエルフと、楓かえでの木精霊」

　意思を獲得した精霊との婚姻は人種問わず、ごく稀まれにある話だ。アル達たちは知る由よしも無いが、魔王軍軍令のフギムニは闇精霊と鬼族のハーフである。

「それは……」

　思わず喉を鳴らすミクトラ。ランシワは口中を湿らすために茶を含んだ。ここからは、彼女にも覚悟のいる話だった。

「『取り替え子』。ミクトラ。貴女あなたが私の両親の実の子供。そして私は……ランテクート家の」

　数秒の静寂。意味が脳内に染しみるまでの。

「馬鹿な！」

　弾はじかれたように立ち上がるのはミクトラだ。だが反面、アルの胸骨中は静かだった。

（ミクトラの両親や弟とは違う髪の色……祖先の遺伝かと思っていたが）さらにアルは考える。（凄すさまじい速度の魔力操作の上達……精霊とエルフ、か）

　アルは、かつての自分──アルヴィスの隔絶を正しく理解している。ミクトラの魔力操作の習熟速度は、彼ほどでは無いにしろ、近いレベルにあった。率直に言えば、異常だ。

「貴女あなたは、産まれた頃に精霊の血が強く出た。物質への馴な染じみが悪く、肉体が危険だった。そこで──」

「ランテクートは数代前に、帝国貴族の血が入っているはずだ。私の髪は、それの」立ったまま震えるミクトラが遮り、はっと耳に手をやった。「耳も、耳もエルフの特徴は無いぞ！」

　言い募る。だが、ランシワの語りも止まらなかった。

「……取り替え子の肉体は、互いに取り替えられた先の影響を強く受ける。だから両親も、存続が危うい貴女あなたの体を安定させるため、これを行った。──貴女あなたの体はもう大半が人間。私もハーフエルフの特徴の方が強い。髪の色が元のまま残ったのは、魔力の属性を受けやすいから」

　アルの顎骨が無意識に頷うなずく。確かに、彼が冥界の場とハルベルの力により一時的に体を取り戻した時は、髪が黒に染まった。だが、

「今までの話は『理屈は通る』であって、君とミクトラが本当にただ似ているだけ、という可能性を否定するものではないよね？」

　アルの言葉に、ミクトラが救われたかのように振り向く。

「ただそれはそれで、君が俺たちにわざわざこんな噓うそを吐く理由が見当たらない。何か、証明するものがある？」

　ランシワが静かに頷うなずいた。再び、ミクトラが怯おびえたように息を吞のむ。

「嬰みどり児ごの私が着ていたという服、の一部。この紋章に見覚えは？」

　鞄かばんの奥から厳かに取り出された、一片の布。それを、ミクトラが震える手で受け取り──

「っ…………！」

　空いた片手で顔を覆い、ミクトラの尻が椅子へと落ちた。

「……ランテクートの……家紋………………！」

　ハルベルが覗のぞき込こみ、こちらもはっと顔色を変えた。

「──ミクトラのお家うちで、見た事ある」

　沈黙が場を支配した。王都の現在も続く王仕貴族の家紋が縫われた衣服、というものがフィネグンドのエルフへと渡る可能性は、無論、ほぼ無い。

　──今、語られたような事情を除けば。

「…………………………………………そ、の」

　ミクトラの口からこぼれた呟つぶやきに、ランシワが促しの意図を込めて頷うなずく。

「貴女あなたの、ごりょう、しん……わ、私の、じ、実の………は」

　常に勇猛果敢な女冒険者の目に、明らかな怯おびえがある。

「私がこの事実を知ったのは十年前。住んでいた森が、魔王軍の侵攻により焼かれた時」
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　ランシワの答えに。ミクトラの肩がびくりと震えた。

「……父である精霊は木の精であるため森を離れられず、母もそれに殉じ、森と運命を共にした。私を逃がす前に、両親は、今の話をしてくれた」

　沈黙が落ちた。

　少々の後。す、と布をランシワへと押し出し、ミクトラが立ち上がった。

「……その」「ミクトラっ」

　ランシワとハルベルが声をかけるが、

「………………アル。本日のご予定は」

「──いや、今日やることはもう無いよ」

　彼女の意図をすくって、人骨はそう答える。

「では……では、申し訳ありませんが、先に、戻らせていただきます。……失礼を」

「ああ。ゆっくり休んで」

　ふらり、ミクトラは部屋を出て行く。ハルベルが後を追おうとするが、アルの骨腕が止める。

　彼女の足音が家から出るまで、そうしておいて。

「すまない。彼女がショックを受けるのは、分かっていた」

　謝罪はランシワの口から出た。

「……君の方は？」

「私への気遣いは無用。十年前のことだし、心の整理はつけてる」

「そっか。んじゃもう少し君のことを聞いても？」

　アルが水を向けると、彼女は頷うなずく。

「私は、難民として逃げてきてからは樹木を診みたり、植物の改良──魔法・技術両面で──とかをしてる。難民は、この国の問題の一つ。あまり役立たずだと居い辛づらい」

「前の村の人たちも同じようなこと言ってたけど……」

　ハルベルが言うと、困ったようにランシワが笑う。

「精霊領域フィネグンドは、土地の余裕があまりない。エルフは木々を最小限しか切りたがらないし。その分、畑が狭くて食料生産力も高くない。だけど、森の恵みもあるし、それで長らく問題無かった。でもそこへ、近年の難民」

　ははあ、とアルが顎骨に指骨を当てた。

「物資不足か。おまけに、エルフは寿命で死ぬと木になるからな。エルフ祖そ樹じゆだっけ」

「そ、そうなの？　木になるの？」

　ハルベルが驚いて物知り骨の方を見る。ランシワが少し感心したように答えた。

「よく知っている。大抵は寿命の前に病気か外傷で死ぬ。だけど、本当にエルフが寿命を迎えると、その体は森と一体化する」

「生きてる頃、知り合いのエルフに聞いたよ。森の中に入って、数年掛けて木に変わる」

　森の中に祖先の木が幾百とあるのがエルフの住む森だ。木々を切り開くのに気が引けるのも当然である。

「フィネグンドの現状、か。オークとの戦争の方は？」

「──それは、まあ、小康状態」

　少し考えて、ランシワ。今度はハルベルが聞く。

「でも、偶然会ってびっくりしたのは分かるけど。どうして今あの話を？」

「…………村の外れに、両親──彼女の実の両親の墓を、作ってある。遺体は無いけれど……彼女に会ってあげて欲しくなった。もうこんな機会は訪れないだろうから」思い返すようにランシワは笑う。「優しい人たちだったんだ」

　これに、ハルベルが納得の色を示した。彼女は家族の情に人一倍弱い。

「そっか……」

「ただまあ、受け入れるには時間がかかるだろーなー。しばらくは滞在するつもりだから、その点では都合は良いいけど」

　ともあれ、疑問は解けた。悪意も害意も皆無だ。

「その、迷惑をかける。何かあったら遠慮無く言ってほしい。私は村の北側に住んでいる」

　ランシワが、申し訳なさそうに頭を下げた。




　　　　○




「昨日はご迷惑をおかけしました、アル。ハルベルも」

　翌日。アルが朝食の準備を始めると、村に流れる小川で顔を清めたミクトラが戻ってきた。

　昨夜はミクトラの件もあり、とてもではないが『ドキドキ！　気になるあの骨と同じ部屋で寝泊まり！』という雰囲気ではなかった。

「もう少し休んでていーんだが。特にやることも無いし」

「……そういう訳にはいきません」

　力なく笑って言うミクトラだ。

「ハルベルは？　一緒に行ったろ」

「村長を見つけて、その──ランシワ氏、の家の道筋を聞いていたようですが」

　その名を、痛みが残る痣あざに触れるかのようにミクトラは言う。昨日の内にアルから事情の説明があったが、

（彼女の想おもいは、分かる……。直接、もう一度話さなくてはいけない）思いつつ彼女は自嘲する。（なのに、怖い……。踏み込むのが。私は、なんと弱い。一時は家を捨てたとまで思っていたのに）

　挙げ句に無様な逃亡だ。嘆息し、頰をひとつ挟み込むように叩たたく。彼女が無理矢理気持ちを奮い立たせようとした時だ。

「大変！　アル！　ミクトラ！　ランシワさんが戦争に行っちゃったって!!」

　転がるように駆けてくるハルベルの報告。すこーん、とアルの下顎骨が五セルほど落ちた。

「なんだとぉ!?」




　アル達たちは支度を整えつつ話し合う。

「なんかね、今朝、もう少し北の方の集落でオークとの戦闘が起こって、まだ戦いが終わってないみたいなのに怪け我が人にんの治療に行っちゃったんだって！」

「！」

　これに最も焦あせりの色を見せたのはミクトラだ。アルは思案する。

（オークとの争いが近隣である。やはり俺達たちはフィネグンド外縁、かなり北側に置かれたわけか。エルフとオークの戦争……下手へたに介入すれば面倒なことになる……）

　感情映さぬ骨相がミクトラへ向く。気付いた彼女が、動揺を抑えるように目を伏せる。

（ん・だ・け・ど・ネ！）苦笑を表すように、鎖骨が上下した。

「行くぞ」

　言った。

「アル！　しかし……」ミクトラが顔を上げる。

「見に行くだけさ。それに」くしゃり、と骨手がミクトラの赤い髪に乗った。「君の双子、みたいなもんだろ、彼女は。助けに行かない訳にゃあ、行かないな」

「……………………あ、る」

「でも、シミュラルさんはこの村周辺なら動いてもいい、って言ってたけど……」

　ハルベルの心配に、アルがもう片手骨の骨指を一本立てた。

「俺とミクトラで向かう。ハルベルは残って、誰か来たらちょっと散歩に出たって言っといてくれ」指骨が宙をさ迷う。「散歩の先で迷っちゃったら、まあ、仕方ないよね」

「アル、悪～い」

「アンデッドですから～。たまにはあくどい事もしないとね」

「じゃあ私も、死し霊りよう術じゆつ士しですから～。ぐーぜん、魔力チャージしとくね」

　戯おどけ合あう仮の主従。その光景にミクトラの顔が泣きそうに一瞬歪ゆがみ、しかし決意が顕あらわれた。

（そうだ……ランシワと私はまだ話すことがある。私は、向き合わねばならない）




　数十分の後。急ぎアル達たちがたどり着いた北の集落外れでは、未いまだ戦闘が続いていた。いたが。

「とりゃー！　撃つぞー！」

　エルフ達たちがかけ声をかけ、たっぷり数秒後に山なりの弓矢が放たれる。

「うおー！　防げー！」

　オーク達たち──組織武装化したオークという、それだけで珍しい集団──が、余裕を持って盾を掲げ、矢を防ぐ。

「とっしーん！」

　今度は、大振りかつ仰々しい勢いながらどこかもったりと、オーク達たちが手斧ちようなで突っ込み、

「よいしょー！」

　エルフの前衛達たちが危なっかしいながらも押し返す。

「なんというか……」ミクトラが困ったように呟つぶやく。

「牧歌的というか……演習？」アルも思いは同じだ。

　二者は顔と骨を見合わせて、首と頸けい椎ついを仲良く傾かしげる。と、

「うわあっ！　き、きみたち、何者だ!?」

　慌てた声が飛んでくる。戦闘中だというのに場を離れ、のんきに矢を拾っていたエルフ兵の若者に見つかったのだ。

「あ、あれ？　ランシワさん？　なんでここに……眼鏡ないし。それと髪、染めた？　ていうかなんでスケルトン連れてんの？　怖いんだけど」

　エルフらしく美しく通った鼻び梁りように、いくつもの疑問でしわを作るエルフ兵。

「私はランシワの……」言いかけて迷い、「……遠縁だ。こっちに来たと聞いたのだが」

「と、遠縁？　ええっと……あ、やっぱあっちにいた」

　戸惑いながら、彼は小川を挟んだオーク陣営の方を指さした。そこには、ちょこんと端に座り込んだランシワが、

「…………オークと談笑してるように見えるんだが」

　頭蓋骨を九十度以上横に倒して、アル。気まずそうに、エルフ兵が言う。

「ええと……知り合いなら、いいのかな……。もうすぐ終了だと思うから、話す？」

「なにそれ……」テンションを決めかねたミクトラが、ぽつりと呟つぶやいた。




　　　　○




　同刻。アル達たちに割り当てられた小屋。

「まあアルなら心配無いだろーし。せっかくだし掃除でもしとこうかな」

　ハルベルがはたきと雑巾を用意して小屋をぱたぱたやり出していた。と、

「どわあ！」

　悲鳴を上げる。どこから入ったものか、壁にいたのは手のひらサイズの真っ黒な蜘く蛛もだ。

「う、うおおおおお～……。箒ほうき、箒ほうきで外に」

　森育ちで蜘く蛛もなど見慣れたハルベルも、このサイズには中々お目にかかったことはない。毒を持っている可能性もある。

　目を離さず、そーっと箒ほうきに手を伸ばす。

「チョット待ッテ」

　びくり！　とハルベルの手が震えて止まる。

「く、蜘く蛛もが、しゃべった……!?」

「ネネネ。チャント『契約』確認シテ」

「え、ええ……？」戸惑いながら、ハルベルが言われるままに自らの死し霊りよう契けい約やくを探る。

　離れた位置に、アル。さらに離れた海上にソカリィ。さらに遙はるか遠とおく、セッケル。そして。

「え、目の前……？」

「フイー。ヤット見ッケタ。チョット……待ッテネ」

　黒くろ蜘ぐ蛛もがもぞ、と身をよじる。ぼこり、とその体が膨らんだ。

「え、え、ええええええええ……？」

　見る間に。蜘く蛛ものシルエットは膨れて伸び上がり、巨大な蜘く蛛も腹ばらに四対の節足と、グラマラスな人間女性の上半身という姿を取る。しかしよく見れば女性の顔も、目は硬質の黒目、さらには複眼らしき黒点が額とこめかみに存在するし、ところどころに鎧よろいのような甲殻部位がある。





◆アルケニー（人類敵対度……Ｂ。人を良く襲う。知能はあるので交渉は可能）

　巨大な蜘く蛛もの下半身に妖よう艶えんな人間女性の上半身、という異形の魔物。総体長は三メルを越すこともある。

　深い森や洞窟を主な住すみ処かとする。人を捕食する上に、強きよう靱じんな節足と様々な効果を持つ糸を操り、戦闘能力は非常に高い。戦う際は入念な糸対策（炎系の攻撃手段など）を用意することが望ましい。

　女性体しか確認されておらず繁殖方法は不明だが、適当な魔物や人間の雄をさらって『使う』とされる。

　知能は人間と同等に高く交渉も出来なくはないものの、それは騙だまされる可能性と表裏一体。誘惑された結果帰らぬ人となる冒険者（世の中にはいろいろな性癖があります）も多いため注意が必要。



　勇者アルヴィス曰いわく『戦うなら、開けた場所に移動するか周囲をぶっ飛ばして立体的な動きを封じるのが先決です』




「まっ私、アンデッドだからデスアルケニーってノ？　あははーヨロシクー。可愛かわいい女帝サマ！」

「ふえ～……」

　ハルベルが思わず、その体たい軀くを見上げてへたり込む。デスアルケニーの偉容は、小屋の居住空間の半分近くを圧するほどだ。

「えーとサ、私、セッケル様の一部なんだけド。言われて来たんだよネ。我等が女帝の様子を見てこいってネ」

「せ、セッケルが？　じょ、女帝って……わたし!?」

　吸血鬼の王、セッケル。魔王軍十堕臣でもあった彼を、アルとハルベルは打倒して支配し、現在はハルベルの村の維持を任せている。

　セッケルは体内で過去に食らった大量の魔物を支配しており、つまり彼女はハルベルにとって部下の部下、という扱いになる。

「ご主人様もさア、少しは回復してきて余裕が出たもんだかラ、ちょっと手伝いしてこイ、ってネ。いやー探した探しタ。魔力のライン通ってるから見失いはしないけド。女帝サマったら海出ちゃうんだもン！」

　けらけらと彼女は明るく笑う。ハルベルはまだ啞あ然ぜんとしている。

「そ、そうなんだ。ごくろーさま……」

「まっ、戦闘以外でもご主人様の知識を共有してるかラ。あれこれ聞いテ。例えバ──」

　にんまり、と黒目が三日月の形に煌きらめいた。

「この辺りのエルフとオークの実態、とかネ」




　　　　○




「やる気が、ない？」

「そう。もう何十年も」

　エルフとオークの戦場跡。既に戦いは終わり、撤収作業が行われている。そこから離れた木々の合間に、アルとミクトラ、ランシワの姿もあった。ランシワは一通りの治療が必要な者を看みると（両軍含めてだ）、潜んでいた二者の元に来て、説明を始めた。

「ま、まあ、この光景を見れば……」

　ミクトラが呆ぼう然ぜんと告げる。視線の先にあるのは、落ちた矢や武具を拾い、渡し合うオークとエルフの姿だ。互いの怪け我が人にんに肩を貸している者までいる始末である。

「オークの国……確かオートクルムだったか。なんでまたやる気が無いのに戦争続けてんの？」

「理由の一つは、長く戦争を続けすぎたから」

　常態化し過ぎて今更止める口実が無い。かといって前線は、いつ終わるとも知れない戦いくさでいちいち消耗するのも馬鹿らしいから、口裏合わせして一月に数度のなあなあの戦闘で済ます。

　距離が近い村同士では交流すらあると、ランシワは告げた。

「それにしたって、何かあるだろ。会談持つとか」

「少なくとも、フィネグンド女王にはその意思は無い。彼女は女王に就いた時から、オートクルムとの永年の闘争の終結を公言してる」

「あー……エルフの方は寿命が長い。怨えん恨こんを持ってる世代が未いまだに上層部にいるかもね」

　アルが頭骨をぽりぽり。何せ事は神代からの争いである。自分から折れて戦争を止やめるのは相当な決断だ。

「その……ランシワ、さん」

「呼び捨てで良いい」

　気遣わしげなミクトラの声を、ランシワがすぱっと切る。

「ン……では、ランシワ。ええと、両国は支配基盤を揺らがせるリスクを負うよりは、た、大したリスクも無い戦闘を選ぶ……と？」

　どこかぎこちない口調の問いに、ランシワは首をゆるゆると振る。

「フィネグンドの上層部はおそらく、前線の実態を把握してない。ただ、少なくとも互いの最前線の兵にやる気は皆無」

「そうなると、気になるのはオートクルムの側か……あれ？」ふと思いつき、アルが髑どく髏ろをランシワに向けた。「なんで君はオーク側に座ってたの？」

「捕虜役。適当な期間向こうにいて、オークの捕虜と交換されて帰る」

「芸の細かいことで。……けど、医者の君が村を離れてもいいの？」

「一応、メリットはある。向こうの植物や穀物の種とかを、こちらのと交換して帰れる」

「なるほどね。イネとか良く持ってたなと思ってたが……少し、提案があるんだが」

　アルが、自分とミクトラを指骨でさす。

「今回の捕虜、代わりにミクトラと俺が行っていい？」

「…………」

　ミクトラは、その意味をしばし考え、ランシワを見る。眼鏡の奥の瞳が心配そう。

　アルを見る。髑どく髏ろがからりと頷うなずいた。

「えっ」




　　　　○




「戻りました」

　鬼火の灯あかりが照らす室内に、シミュラルが入る。

「──やっぱり、彼？」

　後ろ姿のまま迎えるのは、長い黒髪を巻角のように飾る、黒い聖服の女性である。

　シミュラルは主の研究を邪魔せぬよう、必要以上に近付かず答える。

「はい。流石さすがに面影を拾うのは無理でしたが」

「そうね。あれではね」

　彼女が軽く笑うのがシミュラルにも感じられた。

（上機嫌であられる……）

「彼は、今？」

　僅かの躊躇ためらいの後、控えめな問いがまた飛んだ。

「とりあえずは女王の指示通り、サナカンの集落へ。しばらくは村の中で大人しくして──」

「サナカン、ね。そうなると絶対に破るわ、彼は」

「え」

　一瞬、『彼』の似姿は口を開いて硬直した。オリジナルとは違い、シミュラルは生真面目だ。

「勇者、なのですよね？　秩序は守るのでは」

「だから勇者と呼ばれたのよ、彼は」

　言葉遊びのように、返事。

「あそこは領地外縁でしょう。近場で争いが起これば、ね」

　シミュラルが「ん～～～……」と目を閉じて天井を向く。

「……それは、困った御仁ですが。──まあ、身の尽つくし甲が斐いもありますかね……」

　薄く、シミュラルが笑う。

「……………………………………………………」

　これには、返事は無かった。




　　　　○




「そういう訳で、彼らは帰るのがしばらく遅れ……え……何、その蜘く蛛も」

「あ、あはは、なんか、懐なついちゃって」

「驚きよう愕がく……。毒とか持ってない？」

　数時間後、戻ってきたランシワがハルベルへ事情を説明していた。とはいえハルベルも、フィネグンドとオートクルムの関係はデスアルケニーに聞いて知っている。彼女は蜘く蛛も形態となり、今はハルベルの肩に止まっている。

「勿もち論ろんフィネグンドには秘密。……ミクトラのこともある。私も隠蔽には協力する」

「でもそうすると、どうやって村長さんとか誤魔化そうかなあ」

　ハルベルがうむむ、と指をこめかみに当てた。

「数日は旅の疲れが出た、で私が窓口になれば誤魔化せる。余る食事は私と……」

　村長から渡された昼食を眺めると、デスアルケニーがハルベルの肩で跳ねていた。

「食べてくれるの？　ありがと」

「……………………まあ、いいけど」

　やや（ドン）引きつつもランシワは頷うなずき、昼食を広げる。

「少し、聞かせて欲しい。貴女あなたたちのこと。あの骨の人のこと」

　対面に座るランシワの言葉に、ハルベルは首を傾かしげる。

「いやその、多分いい人……骨？　なのは分かる。けどどういう流れでミクトラの主じ……主骨？　になったのかとか、そういう」

　たどたどしい言葉に、しかしハルベルが目を輝かせた。が、と机を摑つかみ身を乗り出す。

「アルの話！　いいですよ！　何から行きます!?　やっぱり私が彼に助けられたところから行きますか！　それともミクトラとの出会いから!?　王都の話もおすすめですよ！」

「!?」

　急に早口になったハルベルの話に、ランシワは夕食時までつきあう羽目になる。




　　　　○




「何かアレだな……感じが前と違うような。髪染めた？」

「あ、ああ、その、イメチェンだ」

　アケロル河を渡り、大森林北方。こちらは木の密度が南部ほどではない。オークには伐採の忌避感は無いためだ。

　アルとミクトラはオークの兵士達たちと共に砦とりでへ向け、森を歩いている。没収されるのを嫌って、武器はランシワに預けてしまっているため、二人とも素手（骨）だ。

「はあ、イメチェンか。俺ら髪があんま生えねえからなあ」

（通るんだイメチェンで……スカーフと髪で、耳を隠してるだけなんだが。まあ俺らもオークの区別そこまでつかないしなあ）

「で、そこの骨は」

「頭数足りないってんでエルフに雇われた野の良ら骨ほね傭よう兵へいだよ」

「ハハ、頭は頭でも頭蓋骨ってか。頭の寂しさは俺らと同じだな」

「うっさい、俺は髪が一房残ってんだろ。見ろこのツヤ」

　軽口を交わし合うアルと捕虜番のオーク。彼にとって、オークとは何度も殺し合った間柄であるが、このように交渉したことも少なくはない。部族ごとに方針が違うのが普通なのだ。

　オートクルムのように、小国の規模まで集まったことは他に例が無いことだ。

「……ま、こんな気の抜けた戦場とは思わんかったけどね。王様は了解してんのかい、これ」

　アルが探りを入れる。捕虜番は気楽に返した。

「あー。適当に相手しろ、って言われてるぞ。もうこんなんになって長いしよ。楽だけど」

　言われ、アルはミクトラと顔を見合わせた。

　とはいえ、これは前線オーク達たちの基本認識ではある。

（オークの王は最終的にどうするつもりだ？　それとも、自分の代はこのまま膠こう着ちやくでいいと思っている……その可能性も高そうだが）

　オートクルムとフィネグンドの国家規模自体は、言ってみればエイン王国の上位領主、と言ったレベルだ。元々、神代に戦っていた頃は、互いに国と言えるような規模では無かった。フィネグンド・オートクルム共に、国家としての形を成したのはここ五百年ほどだ。

（──もっとも、エルフ達たちは神代からの世界最古の国と言ってるけど）

「今回は、上の方にお会いすることは可能か？　新しい穀物の種子を持ってきているのだが」

　ミクトラが言う。ランシワから、交渉材料にと渡された手土産だ。

「お、マジか」捕虜番オークがやや嬉うれしそうに振り返る。

　彼は捕虜役となるエルフと接し、平時は村と交流も行う役割だ。それなりの知識を備える。

　オーク達たちとて、国となれば農耕もやる。物の価値が分かる者であれば、新しい品種の重要性は理解する。

「助かるわ。こっちにゃ品種改良なんてやる知恵者はなあ……。いや、でもそりゃ丁度いいな」

「丁度いいってのは？」

　アルが促すと、捕虜番オークが森の間を指した。砦とりでだ。前線の兵士達たちが詰める場所である。

「税の徴収時期でな。あそこにある転移魔法機構……いやまあ、大昔にエルフから永遠に借りてるもんだから理屈は分からんが」どこぞのガキ大将のようなことを言う捕虜番オーク。「まあ、それで今日は王城に物資を送るわけだ。行くか？」

「はあ？　いいのかい、それ？」

　骨の掌てのひらが上を向く。非武装とはいえ仮にも敵国人を王の下へ送るというのに、えらく軽い。

（せいぜいオーク側から聞き取り出来りゃいいと思ってたんだが、予想外だな）

「当然断られりゃそれまでだし、向こうで見張りは付くぞ。ただお前、品種改良だかなんだかでこっちの種子がもっと欲しいっつってたろ。んな判断はこっちじゃ無理だしなあ。……ってか骨、お前は無理だぞ」

「アレ俺駄目？　じゃあミ……ランシワさん一人で頑張れ」

「え……えええ?!」

　ぎょっとするミクトラへ、一瞬髑どく髏ろが頷うなずく。それに、彼女の表情が締まる。

「わ、わかった……よろしく頼む」

　砦とりでに着いたところで、アルは捕虜用の小屋へ入れられた。

　一方ミクトラは指揮官然としたオークと共に砦とりでの中へ、だ。




「や～、案外こっちの待遇も良かったな……。さ・て」

　深夜。闇と木陰に紛れ、人骨が動く。

　音も無く捕虜小屋を出て、滑るように欠伸あくびと談笑と軽食中の見張りオーク達たちの間を抜ける。

　彼らにしてみれば、数週間に一度のノルマをこなした直後だ。気が抜けている。

（でももうちょい警戒しろー……まあしてても抜けるけども）

　生前、ひたすらに敵中を戦い抜いてきた彼である。隠おん密みつ技術も相応に高い。さらに、関接部の魔力を厚くし骨の接触音を消していく。

（この体の便利なとこは、細いとこ入り込みやすいんだよね。……分離できるし）

　アルは砦とりでに難なく侵入し、魔力を探る。地下から転移儀式の残ざん滓しを感じ取る。出発したのは夕刻、と推測。

　次に、国内図を探す。構造から当たりをつけ、扉を開ける。

（曲がりなりにも戦闘拠点であるならば、どこかに必ずあるはず──）

　普通に砦とりで中央、会議室めいた場所に広げてあった。

　思わずコケかけて、骨が音を鳴らすのをどうにか堪こらえた。

（ほ、ほんとになあなあの戦争してんだな。ゆるい……）

　流石さすがに呆あきれつつ確認し、砦とりでの外に出る。この分であれば、明日の朝になっても不在に気付かれないかもしれなかった。

　木々を昇り飛ぶ。月夜の中に人骨が飛び出した。魔力の足場で空を駆け上がる。

「街道、みっけ。方角、よし」

　光無い眼孔が、木々が切きり拓ひらかれた土地を見る。細々とではあるが、森の中に馬車が行けるほどの道が出来ている。

　落下中に距離を稼ぎつつ、昇りの数分の一の足場を使い、着地。既に砦とりでがあった地は遙はるか後方だ。着地の勢いを殺すこと無く、そのまま、白骨が走り出した。

「『飛ヒ燕エン足ソク』──」

　低空を燕つばめが行くが如ごとく。ほぼ横に飛ぶようなスピードで、

「魔力駆動マナドライブ・動拳『流ル音オン足ソク』────」

　助走を得、さらに加速する。音と共にあるような。物理の軛くびきが顕あらわれる速度へ。

　ごお、と風が巻く。一瞬で森を抜け、平野地帯に出た。近くに家も人も無いと見て、白骨が意を決めた。ハルベルから託された魔力を、大量に注つぎ込こむ。

「動拳奥伝『寂ジヤツ光コウ足ソク』────────！」

　金属音にも似たものが響いた。魔力で前面に円えん錐すいを作り風を貫き、速度は音を一気に超える。反発を魔力で操作し後方へ放射、さらに速度に乗せる。

　これが何も連れる者もない場合の、この人骨の速力だ。

（夜に運ばれたなら、おそらく明日までは時間がある……。間に合えよー！）




　数時間後、払ふつ暁ぎよう。アルの姿は山の斜面を切り抜いて城が一体となった城じよう砦さいの壁上にあった。オートクルムの王城だ。

「ぜいぜい……つ、疲れた……。けど、ハルベルの魔力は相変わらずとんでもないな。まさか無補給でここまで保もつとは……」

　アルは来し方を振り返る。あれから、道程の大部分を占める森は無論のこと、丘を越え複数の川を越え。軽く百キルは走り抜いた。疾走・跳躍する彼の姿や音を察知したオークがいたとしても、それが伝わるには数日はかかる。

「アケロル河ってのは、ほんとたくさん支流があるんだな……。さて、今度はまた隠おん密みつモードか……はあ、睡眠が必要ないってのは便利だね、と──」

　アルが、すぅと建物の陰に溶け込んだ。オートクルムの街角を見る。

（思ったより──というか、ずっと水準が高い）

　アルの注意を引くのは、まず石と木が入り交じる独特の建築群だ。そして目覚め始める市場と並べられる生鮮物、加工品。挨拶を交わす商店の者達たち。

　さらには、花屋と装飾品店。そういったものを、愛めでる感性が存在する。

（文化がある。交流がある。経済がある。親交がある。統一された法も、おそらく）

　無む辜この民の、暮らしがあった。

　眠たげな欠伸あくびと、笑顔。何かの失敗があったのか、慌てた声が民家内部から響く。

　先日までアルがいたのが、フィネグンドでも外縁の農村だったため、余計に落差があるように彼には感じられた。

（いやまあ、フィネグンドでも王城周辺は立派なもんなんだろうけど、こっちも中々……）

　ただそれでも、アルのオートクルムへの印象が大幅に修正されたのは事実だ。

（ううむ、気になる壺つぼやら箱やらがたくさん……。じゃなくて。こりゃまあ、どっちかが勝ってめでたし、って訳にもならんかなあ……）

　動き始める街を足下に、人骨が陰を選んで王城へと跳ねていく。




　　　　○




「昨夜に話は聞いている。貴様がランシワなる植物の学究か」

「は、……はっ。この度は、私が開発した穀物の種子をお持ちした次第です」

　日が昇って、ほどなく。ミクトラは王城の拘置部屋に一晩置かれた後、オークの王へと引き合わされた。

　彼女の予想に反して整然と整った内装。鎧よろいを着込んだ騎士階級らしきオーク。その王は、ハイオークの特徴である高めの鼻と浅黒い肌をしていた。





◆ハイオーク（人類敵対度……Ｃ。部族の方針による）

　オークの上位種。彼らの原種の古い血を保つ貴種。先祖返りで通常のオークから産まれることもある。また、オークには自らを鍛え抜き魔力を蓄え、己の血を覚醒させることでこの種に成る例がごく稀まれに存在する。

　オークよりも僅かに人に近い顔を持ち、寿命が長く、魔力を操る能力も発達している。

　知能も高い。発生したハイオークは多くが部族を率いるようになり、その水準を文武両面で大きく引き上げる。人間に敵対する部族に発生した場合はかなり危険な存在である。

　西方大森林のオーク国家の王は本種であると推測されており、国交を提案する声もある。



　勇者アルヴィス曰いわく『武術や魔法を修めてる場合もあるんで中々面倒な相手。オークというよりは手て練だれのオーガを相手にしてると思った方がいい』




（オートクルム……よもやここまでの文化水準を持つとは。侮あなどりがたい）

　しかも、騎士階級的なオークには、野に住む者達たちに比べ武人めいた性格が見て取れる。

（規律がある、というか……国ともなるとここまでか）

　オークの、という意識を打ち消し、彼女は叩たたき込こまれた貴族相手への礼を取る。

「我が名はオートクルム七代王、アライシャル。……ふん、エルフが我等にするにしては礼の成ったことよな」王は名乗り、傍かたわらの騎士が掲げた種子の入った袋を一いち瞥べつした。「穀物種子の交換か。わざわざあの女王に縛り首にされる危険を冒して、よくやるものだ」

「…………！」

　その危険性の示唆に、ミクトラは気づきを得る。

（ランシワ……）

　ミクトラ達たちのため、禁則行為が露見するリスクを背負って種子を託していたのだ。

（彼女に比べ……自分は。未いまだ迷いを持ったまま、ここまで来ている）

「面を上げよ」

　アライシャルの声に従い、ミクトラは顔を上げた。それを、オークの王は凝視する。

「ふん。エルフ……の気配もあるにはあるが。おい」

「は、はっ」

　入り口に控えていた、前線砦とりでの指揮官が身を竦すくませた。

「此こは、人であろう。節穴か、貴様らの眼めは」

「っ！」

　見抜かれた。悟ってミクトラが青ざめる。

「なんと……!?」「人だと？」「どういうことだ」

　騎士の一人が、ミクトラの肩に手をかける。

（バレた……！）

　咄とつ嗟さに腰に手をやり、ミクトラは武装していないことを思い出す。

　その隙に、騎士が彼女の下ろされた髪を摑つかむ。人の耳が露あらわになった。

「おお！」「本当に人ではないか」「馬鹿な、ランシワは混血とはいえエルフのはず……！」

　たちまち、ミクトラへ複数のオークが摑つかみかかる。

「てぇっ！」

　瞬時に魔力駆動マナドライブ。ミクトラはオークに勝るほどの膂りよ力りよくで、彼らを続けざまに投げ飛ばす。

「ぬう！　なんたる剛力！」「確かにエルフではないな！」「実はゴリラでは？」

「や、やかましい！」

　新手をさらに押しのけようとしたところで、

「跪ひざまずけ」

　アライシャルの一言と同時に発された王気に。ミクトラの体が途端に重くなる。

（ぬ……っ！　これは、アルの『圧』と、同じ────！）膝を突く。

　そこへ配下のオークが殺到し、ミクトラは床へ押さえつけられた。

「くそ、不覚……！」

「その辺にしておけ」

　狙いを聞き出せ。そうアライシャルが続けようとした時だ。

「そりゃこっちの台詞せりふだよ」

　ずあ、と王気に反する禍まが々まがしい魔力のオーラが謁見の間を襲った。

　ミクトラを押さえる手が放される。声にならない悲鳴が部屋を支配する。通常のオークより遙はるかに強力な騎士階級のオーク達たちですら、呻うめいて膝を付いた。

（これは────！）

　覚えのある圧力だった。拘束を解かれたミクトラと、アライシャル。双方が魔力の発生源を探し、視線が定まる。

　壁面に数領並ぶ飾りの鎧よろい。その内の一体が、内から黒い魔力を発散させて弾はじけ飛とぶ。

「人の仲間に何してんだ？」

　中から現れたのは、闇を周囲に撒まき散ちらす、外がい套とうをまとったスケルトン──

「アル……！」

　ミクトラが、嬉うれしさと申し訳なさが混ざった声を上げた。

「悪いなミクトラ、遅れた。城の壺つぼとか棚とか気になっちゃって」

「それ、もう諦めなければならないのかなと思っていますので……」

　主従の寸劇にも無言で、オークの王が玉座から立つ。反対に、アルは膝しつ蓋がい骨こつを付き礼を取る。

「我が名はアル。かつて勇者の一行にあった者。アライシャル王。無礼をお許しください。お話し合いをさせていただきたいのですが、宜よろしいか？」

「態度だけはしおらしいな、呪われた邪法、竜牙の兵よ」

「…………お見事」

　一目でアルの魔力源まで看破する。賛辞を気にも留とめず、アライシャルが兵を見回した。

「我が兵を解放せよ」

　一人立つ王が、それでも威厳を損なうことなく言う。アルが従う。よろめきつつ、オーク達たちが立ち上がる。

「者ども、壁まで下がれ」

「し、しかし……！」

「王に繰り言を求めるか」

　不承不承、オーク達たちが引き下がる。残るは中央に立つアル、三歩後ろにミクトラ、そして玉座にアライシャルだ。

「話の前に……まずは我に対する無礼と、我が兵を威圧した代償を払え」

「何をすれば？」

「一戦付き合え、竜牙の兵。力の誉れこそオークの倣ならい」

　大重量の気配を漂わせ、玉座の裏から取り出されたのは、一双の巨大な鉄てつ鞭べんだ。一本数十キラムはありそうなそれを、アライシャルは片手で軽々と構えてみせる。

「……それでお許しをいただけるなら」

　アルがミクトラを後ろに下がらせ、構える。無手だ。

「好きな獲物を取るが良いい」

「生あい憎にく、こちらもいけるクチでして。これが本当の拳げん骨こつ、なんつて」

　謁見の間が静まりかえる。

「アル、空気を読んでください…………！」「ぐぐぐぐぐ」

　誰一人笑いもしなかった。アルの心に先制攻撃が刻まれる。

　瞬時。颶ぐ風ふうが駆け抜け、十字に引き裂かれた空気が悲鳴を上げた。

「魔力駆動マナドライブできますか、やっぱ」

「力に依より支配する者であれば、嗜たしなみであろうよ」

　床にめり込んだ左鉄鞭の上に立つのはアルだ。横から縦の二撃をかわしてのけた。

　おお、と騎士オーク達たちからどよめきが湧く。

「王の初撃を凌しのいだぞ……！」「おのれ、なんと身軽な」「骨ゆえか！」「ぬう……！」

（アルの技量は当然として、あの重量で雷鳴の如ごとき──！　アライシャル王、これほどか！）

　ミクトラは、主に対する王の力に舌を巻く。おそらくは、王都で共闘した強つわ者もの、『黒裁』の男よりも、さらに上の領域にある。

　互いに隙を見定め、動きは同時だった。王が踏まれた鉄てつ鞭べんを振り上げ、アルは左側に飛び込む。迎撃するように脇を通して突き込まれる鉄てつ鞭べんを、アルは半身になり肋ろつ骨こつの下に通した。そのまま、鉄てつ鞭べんを潜るように骨格を反らし崩れさせ、さらに前へと流れる。

「小こ癪しやく！」

　王の大木のような足が床を踏みしめた。瞬間、稲妻が周囲を走る。

「っ!?」

　アルが慌てて宙へ逃げる。そこへ、それ自体が凶器でもあるアライシャルの剛腕がなぎ払われた。

「動拳『転蹴・骨法』！」

　瞬時、アルの頸けい椎ついから下のみが回転する。視線を外さず、しかし遠心力を得た大だい腿たい骨こつから足先が、鞭むちのようにオーク王の肘上部──俗に狂骨と呼ばれる神経が通る場所を正確に迎撃した。

　ばぢぃっ！　と、衝突地点に放電を残して両者が離れる。

「痛ゥ……逃れおるわ。我が鉄雷闘法、よもや初見で凌しのぐなど」

「魔力駆動マナドライブに連動して発動する雷魔法を仕込んでいらっしゃるか。御器用なことで」

　──アライシャル王の闘法は、独自に練り上げた双鉄鞭術に加え、自らの体から攻撃に合わせ自動発動する雷魔法による。馬鹿正直に打ち合えば、即座に雷を受け追撃で仕留められる。回避行動にも、隙を埋めるような雷撃が追う。言葉通りの一騎当千だ。

　対するには、精緻を極めた迎撃か、雷魔法への万全の備えが必要だ。

（生物で有る限り、雷撃を受ければ反応が起きる。耐性があったとしても。それは近接戦闘において致命的な隙だ）しかし、

「まあ、これでも勇者の元仲間ですんで」

　ごき、と手根骨を鳴らす。名乗りを証明するような技巧に、オーク達たちがざわめいた。

「肩書きで戦うわけでもあるまい。力で示せ」

「それでは王様、ひとつ御無礼を」

　そして、歩き出す。真まっ直すぐに。

「おお……！」「真っ向だと！」「無防備な」「なんたる蛮勇！」「如い何かにするつもりだ」

　最も早はやアルへの敵意はどこかに飛び、戦いを興奮で見守るオーク達たち。

（……アル、貴方あなたは──そうやって、いつも）

「………………………………よかろう」

　アライシャルは警戒したが、敢あえて乗ることにした。双の鉄てつ鞭べんを天へ掲げる。

「『神しん落らく鉄てつ槌つい双そう』──受けてみせよ」

　自動で発動する雷魔法を、落雷に見立てた一撃で、最大出力にて同時発動させるアライシャルの秘技。掲げられた鉄てつ鞭べんの頂点は四メルを越える。

　そこからの一撃は、年経たワイバーンすら原型を止とどめぬほどに粉砕する。それが二撃だ。

　アルは構わず歩みを進める。その体を、強めた魔力駆動マナドライブのオーラが黒こく鎧がいめいて包む。

　鉄てつ鞭べんの間合いに、踏み込む。

　王の一撃、まさに落雷の如ごとし。一切の兆候容赦なく、頭蓋骨目掛けて鉄の雷が墜おちる。

　対するアルの動きは、片腕骨の防御だ。

（愚かな！　如い何かな強度であろうと粉こな微み塵じんよ！）

　その確信に傲慢は無く、寸すん毫ごうの間を持ってもう一撃。これは鎖骨に打ち落とす。

　雷撃そのものの一撃が、アルの掲げた尺骨に触れる。接触の瞬間、その腕骨が螺ら旋せんを描く。




　静拳奥伝『如月キサラギ』。

　遙はるか東国ヤマには、『遠当て』と呼ばれる技法がある。気法──東国で言うところの魔力──の応用により、打撃の衝突点と衝撃点をずらす。後方にいる相手や、鎧よろいを着た者の内部を破壊せしめる絶技である。

　ヤギュウ流は、その要諦を『相手の体や武具・果ては空間をも、自らの一撃の延長と見る』ことと述べる。これは、東国武技の他流派にも同様の奥おう義ぎがある。

　──究極的には。『相手の一撃をも、接した以上は自らのものと扱う』ことへとたどり着く。それが『如月キサラギ』の真髄だ。

　ヤギュウ流を皆伝位マスターまで修めた者は、現在ヤギュウ本家を中心に十数人あれど、『如月キサラギ』を実戦にて行えるものは、現当主であり将軍指南役マガツ・ヤギュウその人のみと言われる。




　──だがここに。流派の公的記録には記されぬ秘された弟子がひとり。

「────！」

　アライシャルが目を剝むいた。自らの秘ひ奥おう、その手応えが皆無。雷の魔法すら、魔力をまとった螺ら旋せんに絡からめ取とられ、眼前の竜牙兵へと吸い込まれていく。

　アルに支配された衝撃が、純粋な力として骨格を渡り、もう片方の腕骨へと流れ行く。撃ち上げられる手根骨へ迫るのは、最も早はや止まらぬ二撃目の神しん落らく鉄てつ槌ついだ。

「「！」」

　落雷に倍する衝撃が、謁見の間に響き渡る。戦いの音を聞きつけて現れた、当初の数から倍する観戦オーク達たちが自らの目を覆った。

（いつも私に道を示してくれる。こんなにも容易たやすく揺らぐ私を）

　激光の中、ミクトラは必死に主の姿を見続ける。

　そして現れるのは、両足を踏みしめ立つ人骨と、鉄てつ鞭べんを損壊し、右腕を大きく弾はじかれた巨体のハイオークだ。

「ぬ…………………………！」

「静拳奥伝『如月キサラギ・螺ラ鈿デン』──」

　雷と衝撃をまともに返され身動き取れぬアライシャルの眼前で、アルが跳躍する。いっそ鮮やかな動きで打ち出された右足先が、王の顎を掠かすめた。

「おう、足刀！」「鋭や！」「無礼な、王の顔に！」「しかし華麗な！」

　野次と歓声、半々の声が飛ぶ。そして。

　王の、数百キラムの重量が膝を突く。彼の視界へ、着地したアルの頭蓋骨が同じ高さに映る。

「うひい、さっすが。腕の結合魔力がしびれてら。……でもま、一本ですね？」

「──こやつめ。やろうと思えば殺やれたであろうに」

「ご冗談を。喧けん嘩か売りに来たんじゃないんですよ」

　しいん、と場が静まりかえる。

「「「「「「「「ええー…………？」」」」」」」」

　ハモるオークギャラリー。アルがむきになってわめく。

「ほんとだって！」

　弛し緩かんした空気に、アライシャルから闘気が消えた。毒気が抜けた表情で笑う。

「ふ、まあ刺客で無いことは確かよな。──ギャラレル！」

「は！」

　側近らしき、一ひと際きわ体格のいい騎士オークが返答を返す。

「この者達たちは、何だ」

　騎士は一瞬、迷う。が、アライシャルと視線を交わした。

「王に繰り言を──「は！　武と智を示しに来国された我等が賓客です！」

「え」

　ミクトラが目を丸くし、オークの王が薄く笑った。




「ふん、我が目もく論ろ見みが知りたい、か。それだけのために来たと？」

　しばし後。応接の間に設しつらえられた円卓に、アライシャル王とアル、ミクトラの姿がある。

「見ると聞くとじゃ違いすぎて。少なくとも両方の王様がどういうつもりなのか聞いておきたいんですよ」

「部外者の貴様がそれを聞いてどうする」

「仲間が向こうにいるんでね。場合によっては連れて帰ります」

「ふむ、話に聞いてはいる……『聖邪の神火』か。貴様がこちらに付く気は？」

「御勘弁を。それに、俺じゃイザナにゃ勝てませんよ」

　神官と死し霊りよう術じゆつ士しを兼ねるのが聖邪の由来だ。アルには相性が悪すぎる。

「仲間の親類もいます。事によっては止めに動きますよ」

　さらりと忍ばせられた言葉に、ミクトラが目を伏せた。

「まあ、良かろう。フィネグンドとは話す機会すら無いからな。貴様から伝わるのも面白い」

　アライシャルは蒸留酒を口に含み、アルとミクトラにも勧めた。

「ン……！　強いですが──これは、美味おいしいですね」

　ミクトラが目を瞬まばたかせる。オートクルム原産の酒は、彼女の想定の上を行く完成度だ。

「この国で産業を根付かせるのは、中々に苦労してな。我が国の商品は、こいつと、細工、そして建築だ」

「相手は？」

「ハ、魔国と連合五ヶ国しか世に無いわけでは無かろうよ。カランタンの商人も、忍んで入ってくる者はいるぞ」

　オークが語る特産物、という話題に、アルも感心の態度を頭蓋の頷うなずきで示した。

「こちらはな、最も早はやエルフとの戦いくさなどどうでもいい。向こうが引かぬから続けているだけでな。──オークの寿命は五十年ほどだ。神代の恨みなど、いつまでも残るものではない」

　アライシャルが、琥こ珀はくの液体を透かして南を見るように、目を眇すがめた。

「だが、向こうの上層には未いまだ恩おん讐しゆうに身を焦がす者どもがいような。しかして、前線の若いエルフの兵士はこちらと同様、神代のことなど知りはせん」

「むう……」

　つまりむしろ、エルフの方がやる気なのだ。ミクトラがその意外に唸うなる。

　また、魔法を含めた兵個々の総合能力で言えばエルフだが、数と物資ではオークが上回る。森の中ではエルフは派手な魔法も使いたがらない。

「つまるところ、エルフ共も決め手を持たぬ。それ故の停滞よ」

「では、オートクルムは現状を良しとする、と？」

「向こうが本気で牙を剝むかぬ内は、な。嚙かみ付ついてくれば打ち返すのみだ」

「力の誉れと仰おつしやるが、侵略してく気は無いので？」

「南部の深森に支配する価値など無かろう。下手へたに切れば精霊の怒りを買う。割に合わん」

　アルとミクトラが顔を見合わせる。アライシャルは軽く笑った。

「交換の種子も多少色を付けて持たせてやろう。本物のランシワとやらに渡してやれ。帰りは転移を使うが良いい。──貴様らがどう動くか、楽しみにさせてもらう」




　　　　○




「結構お土産貰もらっちゃったなあ」「ハルベルも待っています。小屋へ戻りましょう」

　アルとミクトラがオーク達たちの砦とりでからサナカン集落への道を行く。既にフィネグンド領内であり、時折、木々の中から農作業や釣り、山菜取りをするエルフ達たちの姿が覗のぞく。それは、戦闘が起きて砦とりでへ向かっていた時には見られなかったものだ。

「やはり畑などは飛び飛びにあるものが多いですね……」

　エルフ達たちはアル達たちを見て一瞬驚くが、先日シミュラルから紹介されていることもあり、混乱はない。子供は泣いたり、肝試し的に面白がって手を振ったりして親に注意されている。

「はーい、こわくないよー……そういや、俺らの飯も村持ちなんだよな、多分」

　寄ってくるエルフの子供に骨手を振り返しながら（彼は友人らと興奮しつつ走り去った）、骨面を上に向ける。

「ええ。前の集落で会ったデイルード氏の話からすれば、村に多くの余裕はないはず……」

　ミクトラの推察に、アルがオートクルムで持たされた酒や食品を持ち上げて、二人で見る。

「タダ飯食らいってのも気が引ける。ランシワさんも住み込んでるって話だし、全部村長さんとこに渡しとくか。無駄にはならんだろ」

「──良いい案かと」ミクトラも笑う。

　そして、帰り道をエルフ達たちの視線を受けながら歩く。現在は安定しているとはいえ、仮にオートクルムとの戦争が激化すれば、真っ先に被害を受けるのはこの辺りの罪もない人々だ。

「イザナから連絡が来るまでは、俺らもあれこれ手伝うか。どうせ暇だしね」

「御随意に」

　主の提案に、ミクトラはやはり、微ほほ笑えんで頷うなずいた。




「向こうの王様のとこまで行ったとか聞いてないんだけど！　聞いてないんだけど!!」

「あーあーごめんごめん。断ってる暇無かったんだって」

「心配したんだからね！　おしおき！　いけー！」

「えっその蜘く蛛も何うわ飛んできた！　ちょ、頭蓋骨に入るなー！」

　そうして、サナカン集落の材木小屋である。帰ったアルへと、きゃあきゃあとわめくハルベルが食ってかかっている。

「──ええと、ランシワ」

「何？」

　ミクトラが、ランシワの元へ一人で近づいていく。これまで、彼女との一対一を意図的に避けていた。だが。

「連れて行ってもらえるか。……その、ご両親の元へ」

「──いいの？」

　ランシワが気遣わしげに小首を傾かしげるのを、ミクトラは新鮮な思いで見る。自らの似姿が、自分ではおよそしないような顔をする。

　──これまでは、それすら直視出来ていなかった。

「私を生かし──貴女あなたを育てた人たちに、私も」




　村より一キルほど離れた森の中、それはある。一本の樹きの根元に、寄り添うような碑いしぶみが二つ。

　ミクトラが無言でその前に跪ひざまずく。この中には、髪の一房、枝の一本のみが納まっているとランシワは言う。

（実の父母……お会いしたことはありませんが。どうか光明神の御み許もとで、安らかに）

　指を組み、祈る。こういう時の祈り先は光明神マルドゥであれば、まず間違いはない。

「アルさんの話を、ハルベルさんに聞いた」

「そうか」ミクトラは振り返る。「凄すごいだろう、私の主は」

　誇らしげに笑う彼女に、ランシワも頷うなずく。ミクトラが続ける。

「無む辜この民のため戦うアルの姿を見るたび、私は行くべき道を思い出す──。産まれも育ちも関係なく、私は勇者様に憧れたのだということを。生き方は、もう選んでいた」

「そう。──凄すごいね、ミクトラは」

　ランシワの賛辞に首を横に振る。

「貴女あなたの方こそだ、ランシワ」

　疑問を視線で返す彼女へ、

「外から来たハーフエルフ。もっと楽な生き方も貴女あなたにはあるだろう。だが、フィネグンドの人々のことを考え、危険を冒し掟おきてにも逆らう貴女あなたの心には、勇がある。我が主が最も尊ぶものが。私には、それが眩まぶしい」

　二人で、父母の碑いしぶみを見る。

「この方々が、私を生かしてくれた。そして、貴女あなたを、そのような勇ある人に育てた」

　言葉に感じ入るように、ランシワが表情を湿らせた。

「父さんと母さんは……絶対に私を死なせないって言った。自分たちの娘を生かす代わりに、実の親から奪ってしまった私を。それが責任だと、多分、あの人たちはそう思っていた」

　彼女の手を、ミクトラが取った。

「私の本当の誕生日を、知っていて？」

　ランシワが頷うなずく。それは、十年前まで彼女自身の誕生日とされていた。

「ふむ、夏か……。私の──ややこしいが、貴女あなたの本当の誕生日が春だから──ふふ、では、ランシワ姉上だ」

　ぱちくりと、ランシワの眼鏡越しの碧へき眼がんが瞬まばたいた。

「嫌かな？　私のような戦いくさ女めが妹では」

「そんなことはない……そんなこと、絶対に、ないよ……」

　鏡写しのような二人が手を取り合い、額を当てる。

「ありがとう、そんな風に思ってくれて。ありがとう、ミクトラ」

「こちらの台詞せりふだ。姉上──」

　そうして二人、しばらく樹きの下で佇たたずんでいた。




「超泣けるわ……涙出ないけど」

「ううう……ミクトラ～。後でぎゅーってするね私！」

　一体と一人も、頭に蜘く蛛もを乗せ、離れた木陰から見守っていたそうな。
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「おかあさん」

　そう初めて言った時、彼女はひどく、戸惑った顔をした。

　己の立場の変化を意識したのかもしれない。だが、戸惑いの後だ。彼女は笑った。

　その笑顔が、自分も嬉うれしかったのを覚えている。




　ぱちり、とハルベルが闇の中、目を開ける。

（変な夢見ちゃった。家が恋しくなってるのかなあ……）

　夢の母の顔は思い出せない。耳を澄ませば、ミクトラの穏やかな寝息。

　アルの姿は見えなかった。彼は、本当に疲弊して回復が必要な時以外は睡眠（各部位の魔力結合を解いて休憩すること）をとらない。

　昼間も、エルフの村人から手伝いついでにあれやこれや、情報を集めている。ハルベルの今後のため暗躍しているのだ。そう思って彼女は嘆息した。

（結局、ずっとおんぶにだっこかあ）

　多少の手助けは出来るようになったとはいえ、ハルベルの立場はまだまだ被保護者だ。

　彼女は横の寝台にいるミクトラを見る。

（ミクトラじゃないけど。私も全然、アルと対等じゃないよね）

　そこまで考えて、ハルベルは顔を少し赤くする。対等になって、どうしたいの？

　ふるふると頭を振る。艶のある自慢の黒髪がそれに追随する。

（イザナ、さん。アルの元仲間。その人に教えてもらえば、村の皆だけじゃなくて──アルの）




　　　　○




「イザナ様との会見がかないます」

　アル達たちがオートクルムより戻って一週間ほども後。唐突にやってきて唐突にそう言ったシミュラルに、小屋の中の三人は目を丸くした。ちなみに一体はもう一体の頭蓋骨の中に隠れてしまった。

「随分急だね」

　頭蓋の蜘く蛛もにうんざりしつつ、アルはかつての己が似姿に問いかける。

「戦功がありましたからね。あなた方の力でオークの砦とりでを襲い、捕虜を奪還した。断り無く村を出たのはいただけませんが、女王はそれを差し引いてもお喜びです」

「そういうことにしたわけだ。イザナの入れ知恵かい？」

　意味が分からず小首をひねるハルベルと察したミクトラを置いて、シミュラルはもう一人に目を向けた。

「ランシワさんはこちらに良く来られていますね」

「妹がいるから」

　ランシワがミクトラと視線を合わせ、悪戯いたずらっぽく笑い合う。

「……？　まあ、仲良くなることは問題無いですが」

　シミュラルが、一枚の紙を差し出した。フィネグンドでは、植物紙は貴重品である。

「女王より、御お三さん方かたへの召喚状です。明後日あさつて、またこの時間にお迎えに上がります」

　彼とランシワが去ってから。ハルベルが唾で喉を鳴らした。

「とうとう……会えるんだね。イザナさんって人と」

「ああ、ハルベル。貴女あなたの望みまでもうすぐだ」

　ハルベルの肩に手を乗せ、ミクトラが勇気づける。

「おいこら蜘く蛛も、頭蓋骨の中でちょろちょろすんな」

（ケチンボー）

「巣を作るな！」

「……あの、アル、デケニー。もう少しこう、感慨というか、そういうものを出してください」

「いやだってこいつが……デケニーって何」

「デスアルケニーだからデケニーちゃん。昨日決めたの」

（カワイイ！）

　ぽーん、とデケニーがアルの眼孔から飛び出し、ハルベルの肩に止まる。当たり前の話だが、彼女はアル達たち以外に真体を晒さらすことを禁じられている。

「はあ……明日は大人しくしてろよマジで。とにかく、ようやくイザナと話が出来る。エルフの女王の考えも知れる。全部、ここからだ」

　三つの首が、こくりと頷うなずいた。蜘く蛛もはガッツポーズしていた。




　　　　○




「しばしお待ちを。女王が参ります」

　アル達たちが通されたのは、奇くしくもオートクルムでオークの王と語り合ったような円卓の間だ。アルはミクトラと目配せして苦笑する。

　千年よりも遥はるか彼方かなたの太古の原始、エルフとオークは同種から分化したという説がある。

（でも女王様には黙っとこ。怒りそうだし……にしても）

　城内の多くは大理石、そしてミスリル銀で装飾された城内は、世界の城を見て回ったアルからしても繊細かつ華麗だ。

（数百年前単位の意匠があちこちにあるな……さっすがエルフの城）

　この城を調査できるとなれば、世界中の建築と美術史の学者達たちが嬉うれし泣なきする。精霊領域フィネグンド、ジニフェアル城。ここはそういう場所だ。

　──シミュラルの案内でいくつかの転移魔方機構を経由し、アル達たちはフィネグンドの王城へと来ている。

（王城から王城かー。せれぶきぶん）

　アルが益体もないことを考えている横で、ハルベルとミクトラが囁ささやき合あう。

「女王様に会うのに、エイン王国みたいに謁見の間って感じじゃないんだね」

「文化の違いもあるだろうが……。外国人の私わたし達たちを公に賞したくないのかもしれん」

（そのセンも無くは無さそうだが、それよりは、密談かな……ん？）

　アルがそう当たりを付けた時だ。黒こく鎧がいの騎士が扉を開けた。

　それに気付いたのは、現状アルだけだ。それほどの静やかな動作。兜かぶとを含めた全身鎧よろいを着ているというのにだ。

（──エルフといえば弓と魔法。と思ってたが……。こんな奴やつがいたかい）

　彼は、アルの気配には構わず扉の向こうの人物を招き寄せ、己は調度品のように佇たたずむ。

「お待たせしました、異邦のお客人方、そして不死の英雄『空裂き』よ」

「「「！」」」

　硝子がらすのような声に三者の視線が集まる。そこには、

（すげえ……！）（何という超級！）（おっぱいすご！）

　およそ、彼らの記憶に前例の無いサイズの果実を備えた、エルフの基準からも絶世の美女。

「お初にお目にかかります。私が現在、フィネグンドを治めさせていただいているフェアエルリと申します」

「アルと申します。仲間共々、お世話になっております」

　礼を失する前に素早く立ち直るアルと、慌てて追随するハルベルとミクトラ。

「ああ、もっと楽にしてください。気を遣わぬようこの部屋にさせていただいたのです。そして、もう一方、我が国の賓客の同席を」

　フェアエルリが奥へ手招きする。シミュラルに連れられて現れたのは、黒の聖衣。

「イザナ……！」

「────久しぶりね、アル」

　世にある人類の中でも、最強のひとり。『聖邪の神火』が微ほほ笑えむ。黒真珠のような目を含め、その笑顔は夜空の静せい謐ひつさを思わせた。

　再び、ハルベルとミクトラが慌てて一礼する。

（あれが『聖邪の神火』イザナ殿……実際にこの目で見るのは初めてだ……）

　ミクトラが緊張の息を吞のむ。勇者に対するほど熱狂的ではないとはいえ、勇者一行は例外なく彼女の尊敬の対象だ。

（────────）

　一方。ハルベルは、心の言葉すら失う。

　出会う前は、その人物像に想像を巡らしもした。だが実際にその姿を目にした時、

（こ──この人、とんでもない……！）

　彼女の鋭敏な魂への知覚能力は、イザナが抱える凄すさまじい密度の魂を感じ取る。何をその中に『飼って』いるのか、推察すら出来ない。

　彼女達たちを見て、つかつかと、イザナが円卓を回り込みアルの元へと歩いてくる。

（お、イザナめ。久しぶりだし、握手かな？）そう思い、アルが両手骨を差し出した。

　それを思い切りスルーして、『聖邪』は目の前の白骨を抱きしめた。

「───────────」呆あつ気けにとられるアルと、

「「あ!!」」叫ぶハルベルとミクトラ。

　そのまま、イザナはたっぷり十数秒も骨格を抱きかかえてすんすんと鼻はなを鳴らし。

「あのー…………。イザナさ────ん…………」

「ん、んん。『聖邪』殿。その辺で」

　アルの声は無視し、苦笑しながらの女王フェアエルリの呼びかけにようやく体を離した。

「失礼しました。久しぶりだったもので、つい」

　そうして。彼女は傍かたわらに叫んだままのポーズで固まる二人の女性を見た。アルが紹介する。

「え、えーと、なんだ……。彼女らが、俺の今の仲間のハルベルとミクトラだ。宜よろしく頼む」

「可愛かわいらしいお嬢さんと美しい方。華やかでいいことね」

　先ほどの奇態がまるで無かったかのように、にこりと笑う聖女の笑顔は変わらないが、

（……温度下がったかな？）

　アルは悪お寒かんを覚える。汗腺があれば冷や汗が流れていたかもしれない。

「はは。確かに。アルさん、両手に花どころではないですね」

　骨の心境など露知らず、シミュラルが明るい声を発した。

　だがそれで、場の空気は緩んだ。全員が円卓へと着席し、

「まずは謝罪を、アル殿。イザナ殿の御お客きやく様さまだというのに、お会いしていただくまで随分とお待たせしてしまいましたね」微笑と共に女王は詫わび、「ですが、あなた方はその意思を行動で示してくださいました。オーク達たちの砦とりでを襲い、知己となった我が国民を奪還した。国民に代わり御おん礼れい申し上げます」

　実際は砦とりでどころか王城までカチ込んでいったわけだが、当然顎骨は閉じておく。

（なるほどね……）

　アルが静かに納得する。女王側からすれば、イザナの元仲間という立場なアルの先日の行動は、精霊領域フィネグンドへ協調する動きと捉えておかしくはない。さらにイザナの口添えがあったとすれば。

「いやぁ～それほどでも。勇者と共にあった者としては当然のことです」

　内面は隠しつつ、アルは答える。

（少なくとも外面は、女王はオートクルムへの敵対行為に迷惑を感じている風は無い、か）

「アル殿はイザナ殿に御用事があるということですが？」

　女王が促し、この席の意味を貴族社会で育つミクトラが認識した。

（要するに、場は用意するから、自分にも知らせてくれ、ということか……。確かに、我々の目的はフィネグンドの国益を侵すことではないが）

　少なくとも現状は。アルとミクトラの視線を受け、ハルベルがイザナへと目を向けた。

「イザナ、さん。私を、あなたの弟子にしてください」

　ハルベルにも、物事の順序は分かる。これはまず、自分が言わなければならないことだ。アルの口くち利ききがあるにしても、最初の意思は、彼女自身が。

「──まあ、そういうわけだ。ちと事情があってね。一つ頼めないか？」

　イザナの目は揺らがない。ある程度予想の内だった。この分野ではアルすら及ばぬ、皆伝位マスターの死し霊りよう術じゆつ士しである彼女にだけは、ハルベルの契約魔力線が見えている。

「弟子入り……ですか？」

　フェアエルリが思案するように、そのほっそりとした指を顎に当てた。弟子入りとなれば、フィネグンドへの滞在となる。彼女の視線は、そのままイザナへ向いた。

「そうですね。研究も完成に近付いているので、その後で良ければ」

　研究。その単語からアルが推測するのは、自然、イザナの傍かたわらに侍はべる己の似姿だ。

「女王も承知だから、言っておくわ、アル。私は今、勇者アルヴィスの復活のための体を作っているの」

「「「────!?」」」

　円卓の半円──アル一行が身を固めた。

「な……お──いや、彼の？」

「私はね。彼の魂を保存している」まるきり噓うそでは無い言葉だ。イザナはフェアエルリ用の説明を続ける。「この……子が試作よ。同じ要領で器を作り上げ、アルヴィスの魂を入れる」

　シミュラル。アルは再び自分の写し鏡を意識する。

（確かに、現状あのような人造人間──ホムンクルスを作る魔法技術は無い。その手段が、フィネグンドにあった、と……）

「素晴らしい考えです。魔王を討った勇者の復活。これが世界に齎もたらす恩恵は計り知れません」

　泰然としている女王の賞賛。

　がた、と音がする。ミクトラだ。震えながら立っている。

「か……可能……なのですか、そのような、ことが」

「噓うそぉ……」ハルベルも、口に手を当て呆ぼう然ぜんとしている。

（死し霊りよう術じゆつは確かに、他人の魂を死体に取とり憑つかせることが可能だ……それが、例えば魂の無い器ならば……そして神聖魔法で体を蘇そ生せいさせる。これで理論上は……）

　アルは戦慄しつつ成算を考える。理屈は通っているが、魂の定着、復活の際に出るであろう反発。それには余りに障害が多い。

「普通は無理……いやそうか、古代魔法か。それと、魔力場」

　骨の手が打ち合う。空の頭蓋に閃ひらめくものがあった。

「そうです。イザナ殿は偉大な秘術の完成に、我がエルフの秘匿する古代魔法、それと神代の力を残すこの土地を求められたのです」

　実は古代魔法であれ、大魔導師フブルの知識の中にはある。だがその行使には、特殊な場がいるのだ。

（いわゆる、世界の魔力──。古代魔法がなんで古代かっつったら、今じゃ使えないからだ）

　神が世にあった時代。世界の魔力は今とは比較にならないほどに強かったという。それは、世界が神を抱えていたからだとされる。神が物質の次元から去った後、行使が不可能になった魔法が古代魔法と呼ばれる。そして、当時の空気を残す唯一の領域。それが、

「精霊領域フィネグンド。その、深層領域──」

　真の精霊領域。形と霊の境が淡い場所。肉持つ生命不在の精霊の座。そこでは時すら歪ゆがむと言われる。

「そう。そこでなら、可能よ。完かん璧ぺきな勇者の複製と、死者蘇そ生せいも」

　イザナの黒こく眼がんが、真まっ直すぐにアルを見た。その意味を考えろ、と言うように。

（生き返れる……？　俺が……）

　アルは己の骨手を見下ろす。肉と血無き、死者のそれを。高位死し霊りよう術じゆつの成立により、神聖魔法の復活も受け付けぬ体。

「そんなことを、考えて、いたのか……」

　勇者が死し霊りようとなった直後から。イザナは計画を練っていた。そしてエイン王国ではそれが成せないと判断した彼女は、場を求めて旅立ったのだ。一人、目的を胸に秘めて。

「そ、それが出来るなら、なんと素晴らしい……！」

「そ、そうだね、良いいこと……だよね」

　ミクトラは興奮気味に、ハルベルは戸惑い気味に。それでも賞賛する。

　ただ、アルの心は少々の冷えを感じていた。

「その、見返りは？　フェアエルリ女王」

　事は相当の火種になり得る。加えて、国の秘ひ奥おうとも言える精霊領域奥地と古代魔法の知識。タダで与えられるものとはアルには考えられない。

　予見していたように、女王が微ほほ笑えむ。

「ええ。イザナ殿には古代魔法研究の副産物により、我が国へ技術提供を約束していただいています。その力で、永年の戦争は終わる」女王の笑みが質を変えた。戦意だ。「忌いまわしき、オークとの戦いが。私は神代からの争いを終わらせた女王となります。それにより、この精霊領域フィネグンドもまた、人類の連合に名を連ねるでしょう。復活した真の勇者を旗頭として。──そして、勇者の複製体による軍は、ゆくゆくは魔王軍をも打ち倒す」

　その視線がシミュラルへ向く。当人は表情を消し、イザナの傍かたわらに立つのみだ。

（俺まで皮算用されてもなあ）

「魔王軍との戦いも視野に……」

　ミクトラが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。女王の発言が現実のものとなれば、国家間の力関係が大きく動くことは明白だ。

（つまり、エルフ側もまた戦況の膠こう着ちやくを良しとしていた、という訳か……前線の状況は知らぬまでも、シミュラル達たち──複製勇者の完成を待つために）

　という自らの心境はおくびにも出さず、アルは骨の手を叩たたいた。

「いやすごい。アルヴィスが復活したら本当に万々歳だ。宜よろしく頼むよ」

　女王が笑う。壮大──しかし間近に迫った己の望みに。

「互いの胸きよう襟きんを開き──あら、アル殿は最初からでしたね。ともあれ、これで安心いたしました。皆様は、イザナ殿の研究が成るまで当国に逗とう留りゆうされるとよろしいでしょう。イザナ殿に会うことも、本日からは許可致します。どうぞ、ごゆるりと」




　　　　○




「やあ、我が勇者。中々良かったぞ、地上のスイーツ」

「そりゃどーも。じゃあ帰るわ」

「待て待て、つれぬ奴やつよ。何な故ぜ呼ばれたかなど、薄々分かっていように」

　アルが──彼の精神がいるのは、恒例の光輝に満ちた空間だ。上位次元、神界の最さい奥おう。マルドゥの神殿である。

　祭壇にてしどけなく座す大女神が、人骨を楽しそうに眺めている。

「最近頻度が高過ぎんだよ。暇か」

「口が過ぎますよ、貴様」きゅお、とアルの周囲に光矢が浮かんだ。

「げ、ヴァルク。今日はいたのか」

　マルドゥの祭壇横で光弓を構えるのは、彼女の側神筆頭である戦女神ヴァルク。

「いたのかとは何です。本来私の居場所はマルドゥ様の御お側そばですよ。全く、死し霊りよう風ふ情ぜいが分際を弁わきまえ──」

「あーあーあーあー、もういいもういい。全く、顔を会わせるとすぐこれだ。仲が良いいねえ妬やけるねえ」

　マルドゥが面倒臭げに掌てのひらを振る。凄すさまじい苦り顔で、それでもヴァルクが跪ひざまずいた。

「誰が仲良しだ──用向きは、フィネグンドの件？」アルが問う。

「うむ。なにやら面白……いやいや、けしからぬことを目もく論ろんでおる」本音を隠し損ね、大女神はにやにや笑う。「どうかなヴァルク。この度のエルフ達たちの件」

　矛先を向けられ、元はハイエルフから昇神したヴァルクは表情を固くする。彼女の故郷もまた、数百年以上昔のフィネグンドだ。王城近隣に神殿もある。

「はっ……いえ、その、後進の不行状、なんとも恥じ入るばかりに……」

「いびんないびんな。何だ、そっちは反対なのか」

　だがこれは当然のことと言えた。神々は生死の循環を歪ゆがめることを好まない。アンデッドの存在もしかりだが、アルは生前が神の使命を受けた勇者であったので、未いまだにこうしてたまに精神だけを呼ばれる。

「汝なんじの復活、までならまだ良かったのだが。勇者の複製、これはあんまりいただけない」

　言葉とは裏腹に、楽しそうに麗美の指先が踊る。神の魔力がそれに追随し光り輝く。

　踊り終えた指先が、髑どく髏ろの剣士を指さした。

「──汝なんじは一つで良いい。一つがいい」

　最高神の寵ちよう愛あい。ただその意味は、人間同士のそれとは異なる。なので、アルの返答は冷淡だ。

「俺にどーしろと？」

「何も命じはせんよ。これは人界のことだ、神々は関与しない。ただ、戦うためだけに産み出される汝なんじの似姿達たち。さて、汝なんじはどうするかね？　…………我は、まあ、気に入らないな」

　その言葉が、何を意味するかは当然分かっていて。大女神は言う。己が勇者へと。

「御希望に添えるかは分かりかねるな。それで人類が平和になるかもだ」

「思っても無いことを、その舌──は無いか、顎骨に乗せるんじゃないよ、我が勇者」

　何が楽しかったか、マルドゥがくすくすと笑う。

「重ねて言うが、汝なんじの復活までなら構わない。滅多に無い好機故な──かつての汝なんじを、楽しみに、しているよ」

　光輝の空間の中で。二柱の神しん眼がんが、アルを見つめている。
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　アルが机から身を起こし、「んもー……」などとため息気味にこぼして小屋から出て行く。




　戸が閉まって。虚こ空くうに囁ささやくように、ハルベルが呟つぶやいた。

「……ミクトラ……起きてる？」

「何だ？」

「ちょっと、お話したくて。アルは戻ってから相手してくれなかったし」

「請け負った。私も、少し話したかったところだ」

　ハルベルの視界は闇だ。家具の陰などは分かるが、それだけ。だから、会話に集中した。

「アルのことなんだけど」

「ああ。勇者様の復活か。……上手うまく行けば、いいな」

「………………………………そう、だね」

「……どうした。そういえば、城でも元気がなかったが」

　少しの躊躇ためらいがあった。だが、

「不安、なのかな、わたし。勇者アルヴィス様を、知らないから」

「ハルベル…………」ミクトラがハルベルの方を向く。表情は見えない。

「アルが、別の誰かになっちゃったりしたら、どうしようって」己の不安を、ハルベルは笑った「おかしいよね」

「────ハルベル、勇者様は」

「分かってるの。これ、私が弱いせいだって」

「私とて。いつだって足りないのだ。貴女あなただけじゃない」

　ハルベルの心は鋼はがねの如ごとく強い。それは、いつだって他者のためであった。救うための心の強さであり、勇だ。しかし今、彼女は自分が求められなくなる不安に出会ってしまった。

　ミクトラの慰めにも、ハルベルの言葉は止まらなかった。

「死し霊りよう術じゆつがあるから、アルは一緒にいてくれる、なんて」必要なくなったら、彼が勇者に戻ったら。自分は。自分を。「そんなこと、あるわけないのに……っ!?」

　いつの間にか、ハルベルは寝台を渡ったミクトラに抱かれていた。顔を、豊かな胸に埋めた。

「──共に強くなろう、ハルベル。あのひとの隣にいることを、自分で選んだと誇れるように」

「うん……私、強くなりたい。アルだって。生き返った方が、絶対、いいもの。良いいって思える、私になりたい」
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「やっぱ怖い顔してんなあ、お前」

　サナカン集落近辺を流れる、アケロル河支流。そこに髑どく髏ろを映して、アルは呟つぶやく。ここに逗とう留りゆうして一週間以上。今では一般のエルフ達たちとも挨拶するくらいにはなった、とはいえ。

　未いまだ、彼と接触──例えば握手することを躊躇ためらわぬ者は少なく、子供も何割かは泣く。

「プーチはよく初対面で懐なついてくれたもんだよ全く。……何、してるかな」

　かつて、自分と共に暮らした幼子をアルは思い出す。

（復活、か）

　諦めていたし、見切ってもいた。自分という存在をだ。

（プーチと会わなけりゃ、イザナ見つけて、これが最後の旅になってたのかな）

　今はハルベルとミクトラのこともある。そうならない可能性はあった。あったが。

『先がある。あっていい』

　そう思えるようになったのは、やはり彼女の言葉だ。

「その先に、なるのかね。今回の話は」

　呟つぶやいて、腰骨を上げた時だ。

「エルフドモ、ワタシハ気ニ入ラナイナー」

「ほお、そうかい。魔王軍に喧けん嘩か売る発言で？」

　同道者（とはいえ、頭の中だが）の声がした。デケニーだ。

　彼女は人目が無いことを確認し、ひょいとアルの頭蓋から出て真の姿をさらす。八の黒くろ眼めが白骨を見下ろした。

「そりゃ関係ないネ。私は御主人様の部下であって魔王軍は割とどうでもいいノ」

　東国で言うところの陪臣というやつだ。簡単に言えば家臣の家臣は直接の部下ではない、という考えである。

「じゃあハルベルは？」

「女帝サマはカワイイからネ。個人的には好きヨ」あくまでセッケル次第だということだ。「そんでネ。こっからはご主人様の言ってたことになるんだけド」

「セッケルの？」アルが疑問を発した。

　元十堕臣、堕だ屍し王おうセッケル。齢よわい数百年を超える（内二百年ほどは洞窟内だったらしいが）吸血鬼であり、デケニーの本体だ。

「ちょいと野次馬根性で端末ワタシ送らせてもらった次第だってサ。ワタシはご主人様の半分弱程度の性能貰もらってるかラ、頼りにしていいヨ」

「頼りにならなそうだなー」

「失礼だナー」

「冗談だ。ま、せいぜいハルベルを護まもってやってくれ。……それとも、セッケルの手下であるお前的には彼女がどっかで事故にでも遭った方がいいか？」

　セッケルは、ハルベルの死し霊りよう支配による多数の禁止事項を持つ身である。

「ハハン。ご主人様はネ、あの神与級の魔力を持つ女帝サマを、結構買ってるんだヨ。半分以上は純粋な善意だってサ」

「残りは？」

「馴な染じみの顔がいるからネ」

　にやあ。嫣えん然ぜんと華が咲くように。嘲弄に歪ゆがむ。

「……お前、あいつと会ったことあるんだっけか」

「そりゃネ。ご主人様の一部だシ？」くつくつと異形が嗤わらう。「ちょっとどういう心境か聞きたくてネ。アナタの復活計画も、ねエ。あれ、本気かナ？」

「どういう意味だ？」

　髑どく髏ろが傾いて続きを促すが、

「そりゃアナタが聞いてヨ、本人ニ。彼女の心の問題。──往年の覚悟があるカ、ドーカ」

　何を、とアルが聞き返す前に。デケニーは掌てのひらをひらめかせておどけた。

「ま、そんなとコ」

「結局興味本位じゃないか。ったく」

　しかし。言うことは気になった。

「少々調べごとをせにゃならんか……む、デケニー」

「アイ、アイ」ぴょ、と音を立てて糸が飛ぶ。

「わ……きゃっ」闇の中、木々の向こうで小さな叫び声。

「ほいヒット」

　デケニーがふんふんと糸を手繰り寄せると、糸にぐるぐると巻かれた金髪のハーフエルフがつっかえながら歩み出た。

「命だけはお助けをー……」白々しい声音は、

「ありゃ、ランシワさんか。デケニー、糸外したげて」

「ほいほイ。ごめんネー」

　蜘く蛛も女子は詫わびつつ糸を解き、ランシワを解放する。説明が面倒になったのか、小さくなってアルの頭蓋へと引っ込んだ。

　はあ、とランシワは息を吐く。

「消えた……？　アルさんの声が聞こえたと思って近付いたら、大きな影もいて……」

「ハルベルの使役する魔物だよ。騒ぎになるから隠してたんだが……驚かせてごめん」

　彼女自身、思い当たることはあった。「あれか……」と己の胸に手を当て深呼吸する。

「人のことを言えた義理じゃ無いが、こんな深夜にどこへ？」

　ランシワは少し考え込むが……彼女の脳裏にミクトラの顔が浮かんだ。頷うなずく。

「教えてもいい。その代わり、アルさん──貴方あなた、イザナ様と仲間だったのよね」その瞳には決意と、勇がある。「頼みが、ある」




　集落から離れ、森をさらに行く。周囲はほぼ完全な闇だが、カンテラ一つ持ったランシワは迷うこと無く木々の間を進む。

「ランシワ、君の故郷はエイン内って聞いたが、逃げてくる時は、真まっ直すぐ西へ？」

「ううん。当時は戦線ももっと南だったから……避けるように南下してから、海沿いに西へ進んで、アケロル河を遡って大森林へ来た」

　なるほど、と髑どく髏ろが頷うなずく。幼い身で長旅を歩き通したわけだ。

「この先には、何が？」

「アルさん、貴方あなた、村の人からあれこれ頼まれついでに色々調べていたね」

　む、とアルは髑どく髏ろを少し引いた。

「私も、仕事柄色々聞くから」

　言いながら、ランシワが立ち止まる。そこは、一本の木の前だ。中々に大きな樹きなのだが、周囲に比べ樹皮の質が若い。

「これは──？」アルが木に歩み寄り、その気配に驚きを混ぜた。

「おや……今日は……奇妙な御お客きやく人じんがいるものだ」

　木に半ば一体化したエルフが、スケルトンを前にして穏やかに呟つぶやいた。

（寿命を迎えたエルフ──千歳近いか？　実物は、俺も初めて見たな）

　心の中に驚きを隠し、アルは一礼した。

「アルと言います。このような体ですが、一応まともな頭はしています」

「ふむ……確かに、良いい形の頭骨をしておられる」

「天然ボケで返すのは止めて……シラードラさん」

　少々呆あきれ気ぎ味みに言うランシワは、木を点検し、薬品を塗ったりもする。

　シラードラと呼ばれた老エルフは、薄く笑った。

「この老体はこうして、末まつ期ごを若い女性に世話して貰もらっている身分です。羨ましいでしょう」

「ははあ。これは中々良いい老後ですな。俺、その辺すっ飛ばして骨やってるもんで」

　軽口を叩たたき合あいつつ、アルは理解する。ランシワがやっている植物の世話とは、寿命を迎え木となろうとしているエルフ──他にもいるかは不明だが──もその内なのだ。

「百年以上の間隠いん遁とんして、もういいかと木になろうとしたのですがね。彼女に見つかってしまいまして。……ランシワ、アル氏の御用件は？」

　問われた彼女が、視線でアルに問う。それで、白骨もランシワの意図を理解した。神代近くから生きるエルフ。

「──古代魔法について。それと、フェアエルリ女王について。二、三お聞きしたいのですが」

　悠久の時を生きたエルフが、視線を細めた。
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　複数回の転移を経てたどり着いたイザナの住まう研究所は、王城周辺街の外れにあった。森の隙間の広場、草花の中に建つ小さな館だ。

「いらっしゃい。天気が良いいから、庭でお茶にしましょうか」

　包み込むような声音で、イザナが一行へ笑いかける。

　うんせうんせとイザナとハルベル、ミクトラが茶道具を用意しているのを、手伝いを断られたアルとシミュラルが眺めている。古代魔法のことを知りたい、と着いてきたランシワは、この際だからと王城街で研究用の買い物だ。

「どう思われていますか、オリジナル。生き返ることを」

　話しかけたのはシミュラルだ。温度の測れぬ目で、隣の髑どく髏ろを見ている。

「現実味がなくてね。まあ、君が今いるんだから絵空事じゃあるまい」

　動く白骨がそう言うことに、シミュラルがおかしみを覚えて笑う。

「貴方あなたが生き返ることで、イザナ様の御み心こころもまた、生まれ変われます。どうか」

　その言葉はアルには思いも寄らぬことだった。

「では、私は周囲の警護をしています。ごゆっくり、会話をお楽しみください」

「君は──」

「アルヴィス」

　彼の反応は、一瞬遅れた。その間にシミュラルは行ってしまう。

「あ、ああ」と紅茶のカップを受け取ってから、「イザナ、今の俺は」

「そうだったわね。ごめんなさい、アル」

　軽く詫わびて、三人の女性が席に着く。

　晴れやかな空。穏やかな森の空気。花は咲き鳥は歌う。和やかにお茶会が始まり──

「で、せっかく私が自由の身にしておいたのに、何な故ぜ貴方あなたは勝手に契約しているのかしら。しかも女の子と。舐なめてるの？　それとも私の気遣い、余計だった？　誰かに支配されたかった？」

　イザナがブッた斬った。ぶほ、とアルとハルベルが紅茶を吹く。

「これはその」「かくかくしかじか」

　わちゃわちゃと、アルとハルベルが慌てて経緯を話す。

　一通りの説明後、イザナは紅茶を飲みつつ呆あきれかえる。

「──話は分かったわ。先の『空裂き』といい、無茶ばかりしていたようね」

「いやその、不可抗力なんだよ、ほんと……」

　骨が肩身（身はないが）を狭くして弁明するが、

「そうね、貴方あなたの辞書は【おせっかい】と【女性を無自覚に誑たぶらかす】の項目が不可抗力になっていたわね。忘れていたわ。死し霊りよう術じゆつでそこだけは禁止にしとくべきだったかしら？」

　イザナはにべもない。へにょ、とアルの一房だけ残る髪がしおれた。

「い、いやその、イザナ殿。主を責めないで差し上げてください」

　今度はミクトラがフォローに回るが、

「妙齢の女性を従士に侍はべらせて旅暮らしとは、随分お偉くなったようで。何様？　……ああ、勇者様だったわね。忘れてたわ。生きてた頃から何人も何人も……死んでも治らないとはね」

「あうう……その、これは……」秒で撃沈された。

「あのね、説教されに来たんじゃないんだよ俺は!?」

　泣きそうな勢いでアルが頭骨を上げる。

「じゃあ何のため？　わざわざ私に新しい女性を紹介に？　それはどうもありがとう昇天でもしたいのかしら。あっそうかー、弟子入りさせに来たんだったわねー、そこのお嬢さんをー」

　巻まき藁わらをズバズバ斬るように続けるイザナに、矛先のハルベルが肩を縮めた。

「わ、わたしは──」

　しかし、彼女はイザナを見据える。

「村のために、どうしても一人前の死し霊りよう術じゆつ士しにならないといけないんです！　アルに助けてもらって終わり、じゃない。この先、何があっても！　村を守れるような！　勇者の仲間を務めた、イザナさんみたいな死し霊りよう術じゆつ士しに！」

　一息で言い切った。は、と息を切らし、紅茶を飲み干す。その間も、彼女は目を逸そらさない。

　──『聖邪の神火』。幾万の魔を相手取り、勇者一行を支えた、絶後の存在を前にして。

　くすり、と漏れた笑いに黒髪が揺れる。ハルベルのそれとは異質な美しさ。全ての光を吸い込むような漆黒。闇で織られた布のような。

「ごめんなさい、ハルベルさん。彼とこんな風に話すのは、本当に久しぶりだったから」そうして、彼女の目がハルベルを眺めた。「神にも人にも忌いまれる、死し霊りよう術じゆつ士しになる覚悟は……」

　ひょこ、と腕骨が挙がる。

「あ、それ俺が聞いた」

「もう少し空気考えて。今真面目なとこなんだから」

「それは、俺が聞いた……」頭蓋骨がキリッとした空気をかもし出す。

「カッコつけて言えって話じゃないのよ……もう」

　嘆息しながらも、イザナが微ほほ笑えんだ。空気が緩む。ハルベルが力を抜き、アルとミクトラにより彼女の身の上が語られる。

「…………貴方あなたから聞いているので無ければ、信じられないところだけれど」

「ほんとです」すかさず顔を上げたハルベルが、ふんすと鼻息を荒くする。

「疑ってるわけじゃないわ。そうね、ハルベルさんの指導を始めるためにも……そろそろ、アルヴィスを生き返らせなければね」

　アルは静かに聞いていた。

　ミクトラは僅かに歓喜を瞳に乗せてイザナを見た。

　ハルベルは期待と不安を息と一緒に吞のむ。

「準備自体は、もうほとんど出来てる。その内、アルを呼ぶわ。そうしたら──」

「今すぐ出来るんじゃないか？」

　薄刃のような密ひそやかさで、アルが切り出した。イザナが瞳を瞬まばたかせる。

「その、今いるのは試作の……あの子だけ、よ。精神を育てる必要が無ければ、体だけならできるけど、深層領域魔力場の調整と材料の準備で──」

　イザナが戸惑ったように、シミュラルが去った森を見る。

「新しく作ったところで、そいつが死ぬのは変わらないだろう？」

　断定する。イザナのアルを見る瞳に、鋭さのようなものが光った。

「何を──」

「ある筋から聞いてる。生物の魂、その流れを歪ゆがめられるとしたら」頭蓋が天を向く。「神々あいつらくらいのもんだ」




　あの夜。アルの言うある筋──シラードラは語った。

「人体の複製ですか……元になる情報、体の一部などですね。それがあれば、古代魔法と、魔法生物生成の手順で適かなうでしょう。無論、大変な高等魔法になりますが」

「不可能では無いと」

「エルフもかつては単一能の兵士を複製促成し、戦争に利用していた時期があると聞きます。忌いむべき過去ですが、その技術も、使い手無くとも王城には今現在も秘されているでしょう」

「生命を……そんなに早く育てる……そうか、シミュラルも」

　ランシワが眉を曲げて唸うなる。アルが続けて尋ねた。

「そういう分野では素人しろうとで。作られた生命には魂……人格のようなものは」

「魂というものは、命が産まれた時点で宿ります。器だけ造る、というようなことは不可能でしょう。神々は、それを厭いとうておりました」

（魂か。そこから先は、マルドゥから聞いたことが……）

　魂という生命意思は、昇天した場合、一部の強きよう靱じんな特性を持ったものを除き、一つに溶け合い世界へと還かえる。そこから、新たに産まれた命へと吸い込まれる。

「死と魂の神であるネーガル様辺りが御み手てを加えぬ限り、それは自動的なものでしょうな」

「つまり、そこに人の手で特定の魂を宿らせようとするならば」

「……それは、想像することすらもおぞましい」言ってから、シラードラは畏い怖ふの声を出す。

「もしや、アルさん、貴方あなたは──」




（そこに勇はありませんよ、シラードラさん）

　アルはその夜に言った言葉を心で繰り返す。生き返ることに未練が無いとは言わないが。

「お前の気持ちはありがたいがね。『頭からやり直せ』と言う他ないな」

「……何な故ぜ、調べたの。せっかく」

　生き返れるのに。震える手で、イザナがカップを置く。

「言う必要あるか？　お前がもう一度そっち側に行くのを、俺が止める理由を」

　言葉に、ハルベルは不安げに両者を見る。ミクトラが痛恨の面持ちで目を伏せた。

「最初から知ってて、今日来たの？」

「そうじゃなけりゃ良いいなとは思ってたよ。あの頃よりは成長してると思ってたけどな」

「～～～～～～～～～ッ！」

　悲ひ愴そうに染まりきった顔を上げたイザナが、立てかけた杖つえを取る瞬間に。

「ハルベルッ！」

「──はいっ！」

　一瞬の魔力交錯。イザナが無詠唱で放った死し霊りよう従じゆう属ぞく術じゆつを、ハルベルがアルへの契約魔力を強化して妨害する。

「……私の術を!?」

　驚きよう愕がくに、世界最高の死し霊りよう術じゆつ士しが瞳を見開く。その時には、ミクトラもハルベルも席を立ち、険しい表情で彼女を囲んでいる。

「……あなた達たち、付く側が違うのではないかしら？」

　イザナの意識が彼女達たちに向いた時だ。頭蓋骨上からの一撃を、アルの黒剣が迎え撃った。

「……くっ！」不意打ちを防がれたシミュラルが呻うめく。

「気配が殺せてないんだよ──若いのっ！」

　アルは既に魔力駆動マナドライブを行っている。振り抜かれた黒剣が、実年齢二歳強を吹き飛ばす。広場への入り口へと。

「大人しく説教される気は無いよーだな……ふたりとも？」

　同時に、アルが弾はじかれるようにシミュラルを追って飛び出していく。

「待ちなさいっ、待って……！　アルヴィス！」

　イザナの叫びに構わず、髑どく髏ろが仲間達たちへ声だけを残す。

「ハルベル、ミクトラ。代わりに頼む！　キツく叱ってやって」

　そのまま、アルは姿勢を立て直したシミュラルを剣で押し込む。──この場所にやってきた、転移魔法が込められた石碑へと。

「ちょいと俺は逆ギレしたイザナが怖いんでね。俺らは飛ぶぞ」

　アルの魔力操作で、転移魔法が起動する。

「なっ、どうやっ────！」

「俺とお前の魔力波長はほとんど同じだ……そりゃそうだな、死体と複製だもの。なら、後は操作を盗み見とくだけさ」

　若き勇者の面影が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。同時に、アル達たちは広場から消えた。

　──残るのは、女性三人。それと、

「やれやレ。アルっちったら急に放り出すんだもんネ」

　ぞわ、と草花の間から巨大化した蜘く蛛もの怪異。デケニーだ。

「────ふう。困ったものね。あなた達たちも、アルヴィスも」

　答えは無い。イザナは既に平静を取り戻し。自らを囲む者達たちを見る。

「もう一度言うわ。私に協力なさい。アルヴィスを甦よみがえらせたくないの？」

　これに、身を切るような叫びを上げたのはミクトラだ。

「わ、私はっ──」

「……泣いているの、貴女あなた？　だのに、なぜ？」

　言われて、彼女は手の甲で乱暴に目元を拭う。勇者の復活を惜しむ涙を。

「これは私の弱さと、主への未練！　しかし私の強さと意思もまた、主と共にある……！」剣を構える。「主の御お仲なか間まである『聖邪の神火』に刃を向けるは天に唾する行為なれど、篝火ベルフアイア級冒険者ミクトラ・クート！　手向かい致します！」

　イザナが聖せい魔ま杖じようを構えた。聖と邪の象徴を両端に配置し均衡を保つ魔ま杖じよう。

「……あなたは？」ハルベルへと言葉を飛ばす。

「私ね。不安だった。私は、勇者様を……アルヴィスを知らないから」先夜の告白を、ハルベルは思う。「だから……、アルから今回の考えを聞いた時、どこかでホッとしたの」

　イザナに応じるように、ハルベルもまた髑どく髏ろの魔ま杖じようを構える。

「酷ひどい子だ、私。アルだって、生き返りたくないわけないのにね。だから私は……今はまだ、弱い私は、せめて。ぜったい、あのひとの心に背中を向けない」

　イザナが眉間にしわを寄せる。頑是無い子供を見るように。

「ヒィ──────ヒッヒ！　振られたネ！」

　引きつるような笑い声が響く。蜘く蛛もの女怪がさもおかしそうに、その顔を歪ゆがませていた。

「──デ、デケニー!?」

「いやいヤ、ごめんね女帝サマ。ちょっと余りにも面白いんでさア」

　にやにやとした嘲笑すらも妖よう艶えんに。

「……セッケルの手下、か。こんな女の子に。十堕臣も随分と堕おちたものね」

　嘲りへ、イザナが冷徹な声を投げる。

「良く言うネ！　アナタの方こそでしょオ？」

「し、知り合い、なのか？　勇者一行は堕だ屍し軍ぐんとは直接戦わなかったはずだが」

　勇者一行の行跡をほとんど把握するミクトラの言葉に、堕だ屍し王おうの一部は得意げに鼻を鳴らす。

「ッハ、知らないノ君達たち！　その辺どうなノ？　隠し事は駄目だヨー！」

　けらけらと笑い続けた婀あ娜だ女おんなの表情が突如、本性と同じく怜れい悧りに研がれた。

「ねエ？　──堕人王、アイザノム」

　言葉の内容に。ハルベルとミクトラの意識が一瞬飛びかけ──復帰して言葉を揃そろえる。

「「はあああ!?」

「いちいち、口の軽い……」苛いら立だったように、イザナが視線を険しくした。

「あっ今ノ、昔のアナタっぽイ」デケニーはどこ吹く風だ。「魔王軍に産まれた人間の子供、敵味方問わずに戦場の死人を支配シ、一人で始めた己が軍を肥大化させ続けタ、敗者回収の王！　ご主人様は正直ライバル視してたって言ってたヨ！」

　高らかに語り始める。

「それが今ヤ、元カレの死体に振られて今カノに囲まれる始末ダ！　これが笑わずニ」

「死になさい」「おっとオ！」

　聖せい魔ま杖じようの一振りで放たれた光刃を、危うくデケニーが避ける。そのまま、糸を辿たどってハルベルの傍かたわらへ。

「危っぶナ！　マジギレじゃん怖っワ！」

「ほ、本当なの……？」「勇者様により改心したと言う話か……！」

　ふう、とイザナが息を吐く。

「いいわ。あの子であれば今のアルヴィスに後れは取らないでしょうし。あなた達たちを大人しくさせて、アルヴィスを縛って儀式を行えばいい。少し、強引になるけれど──覚悟しなさい。始めたのは、そちら」

（始めたのはデケニーじゃん！　……このばか～！）

　半泣きになりながら、ハルベルはデケニーへと魔力を注ぐ。

「おっおッ！　来た来た来たァ～!!」

　嬌きよう声せいと共に、デケニーの甲殻部分が禍まが々まがしく肥大化した。

「──ふッ！」ミクトラが魔力駆動マナドライブを開始する。

「…………なるほど」

　彼女らを見て、イザナが目を細めた。小さな呟つぶやきと共に、彼女の横へ滲しみ出だすように何者かの顔下半分だけが浮かぶ。そして、

《あ……あいい……あするらっるらるるるるうあえるうううう》歪いびつな声の高速詠唱が始まる。

「頭数を増やさせてもらったわ。では……せいぜい耐えなさい、未熟な子達たち」

　かつて『堕人王』と恐れられ、今は『聖邪の神火』と畏おそれられる人の極みの一角。

　その牙が、剝むかれる。
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　神速の剣けん閃せんが森を走る。

　刃先は元より、体たい捌さばきすら音を越えていく。青黒い外がい套とうをひらめかす元勇者と、白いローブに身を包むかつての勇者の似姿が、黒こく白びやくを目まぐるしく入れ替わらせ黒こく白びやくの刃を応酬する。

「やりやがんな……！　戦神ヴアルク流か！」

「そちらこそ！　腐っても勇者ということですか！」

　剣速は肉体を持つシミュラルが勝る。しかし、骨髄まで蓄積された技量が追いすがる。

「何な故ぜ拒むのですオリジナル！　貴方あなたは！　生き返れるのですよ！」

「何度目だ！　産まれたてのガキの命なんぞ貰もらってられるか！」

　剣の狭はざ間まを抜いた拳げん骨こつを膝が阻はばむ。一瞬の膠こう着ちやく。勇者の中身と外側が額を打ち合わせ、叫ぶ。

「ガキとは……！　貴方あなただって二十そこそこでしょう!?」

「二歳程度がうっせえ！　十倍だぞ十倍！　あとガキって言われて怒るからガキですぅー！」

　がぎん！　と武器を弾いて、両者が飛ぶ。

「私は十分な知識を与えられているのです！　おか……イザナ様から！」

「………」

　シミュラルがかぶりを振る。

「っ、仕方ありません。最悪、貴方あなたは魂──胸の竜牙さえ残っていればいい。荒く、行かせていただきます」

　ごお、とミスリル銀製の魔剣が火を噴くように発光する。

（ふむ……）アルも応じて、黒い魔力を身にまとう。

　彼我の魔力差を見積もる。先刻までは、経験と技量の差で打ち合ってはいたが。力比べとなれば、どうか。

　完全な勇者とまでは行かない。だが、七割程度までは迫っている。転じて、自らは。

（最大まで出せて六割──か。んんー……ちと、きついかな？）

　しかして彼の人差し指骨は、自らに向かうようにくいくいと動く。

「胸骨貸してやるよ、ガキんちょ。一回負けてお母様に泣きつきな」
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　堕人王アイザノム。人間側の知識には詳しく記されていない十堕臣だ。勇者アルヴィスに敗れ、消え去ったと伝えられてはいる。

　堕人軍はダークエルフなどの一部亜人と戦死者によるアンデッドの軍団であった。

　人間領への積極的な攻撃は行わず、もっぱら戦場の死者を用いた魔王軍の占領地防衛に従事したとされる。

　──実際の彼女、イザナは魔国に産まれ育った人間である。戦争が始まり、当然ながら彼女の居場所は少なくなった。虐殺などは行われなかったものの、被差別階級として暮らすことを余儀なくされた。

　両親も早くに亡なくし、そんな彼女が生きるために選んだ手段は魔王軍に参加することだった。かつての魔族の英雄の名・アイザノムを名乗り、両親譲りの才と、伝えられた死し霊りよう術じゆつを用い、彼女は頭角を現していく。

　──魔王の操る超広域殲せん滅めつ魔ま法ほう。竜を含む強大な軍事力。彼女は人類の敗北を確信する。

　彼女はこの世に残ることを望んだ戦死者達たちを使役しはじめた。

　この世で滅び行く人という種族の証あかしを遺のこす。それが自分の務めだと、彼女はそう考えるようになっていた。

　そして、彼女は人間の身でありながら、極まった死し霊りよう術じゆつによる大軍組織能力を買われ、十堕臣の座にまで登り詰めた。戦争中期には、複数・広範囲の領地を一人で防衛するまでになった。

　そうして、死に囲まれながら、彼女は絶望していた。

（──アルヴィスに、会うまでは）

　数千の死し霊りようの群を突っ切って。ただ一人堕人王アイザノム──当時のイザナの元までたどり着き、彼女の数多あまたの死し霊りよう術じゆつを絶望ごと断ち切った。

　圧倒的な、光だった。

　人は滅びずに済むのかも知れない。

　魔王は倒されるのかも知れない。

　──もう自分は、こんなことをしなくていいのかもしれない。

　これで、希望を持ったまま、死ねれば──

　振り下ろされた光の刃は、眼前で止まっていた。呆あきれたような紫の目が、彼女を見ていた。

「なんだ、十堕臣嫌だったのか。じゃ、こっち来いよ」

「え」

「おま、おい、何してんのじゃ!?」「オイオイオイ女連れて敵陣から帰ってきたぞこのガキ」

「うっさいな。転職したいオーラ出しまくるから連れて来たんだよ。褒めろ老人共」

　勇者の仲間達たちに迎えられ──当時、フブルが一番渋ったが、結局、最後にはアイザノム改めイザナを一番気にかけ、何くれとなく世話したのは彼女だ。神聖魔法の師でもある。

　集められた配はい下か死し霊りよう達たちの同意を得て行われた、最上級神聖魔法「ソード・アセンション」による幾万もの送霊は、イザナをしてこの世のものと信じられぬ圧倒的な光景だった。

　彼女はそこで、自らの過あやまちを悟った。

　そうしてイザナは魔王軍を離れ、勇者と共に戦い始めた。いつしか彼女は勇者アルヴィスの三人目の仲間と認識されるようになる。

　その頃にはもう、心は奪われていた。ともすれば、彼の手を取ったその瞬間から。

　想おもいを遂げるつもりは無い。彼には幾人もの相応ふさわしい婚約者がいる（当人は嫌がっていたが）し、人の死に穢けがれきった自分にその資格は元よりない。

　それでも、この心に光を持つことだけは許してほしい。

　彼という、人の、光だけは。




（──それだけは、護まもらなければならないのだと、何な故ぜ分からないの……！）

　使し役えき死し霊りようの口から放たれる魔法が、前衛のミクトラを打ち据えていく。

「デケニー、守って！」「あいヨ！　世話かけるネ、ミクちゃんハ！」

　幾つかの魔法弾を打ち払ったミクトラの脇目掛ける火球を、デケニーの糸が防ぎ燃え上がる。

「本名は止めろと……！」

　開かれた道に突き進んだミクトラの剣はしかし、魔力の障壁により受け止められる。障壁がそのまま弾はじけ、ミクトラを吹き飛ばした。彼女は危うく着地し、追撃を逃れる。

「くぉっ！　い、いくつの魔法を同時に！」

　イザナの使役する死し霊りようは、顔の下半分のみを具象化されている。しかしその口からは、あらゆる属性の魔法が放たれる。

「自分に使えない魔法なら、使役した者に使わせればいい。私わたし達たちの基本よ、ハルベル」

「むむむ……デケニー！」

　魔力を通されたデケニーの糸が、木を経由して八方からイザナを襲う。だが彼女の聖せい魔ま杖じようが女神を模した側を輝かせると、糸が一瞬で崩れ落ちる。崩壊はデケニーまで遡り、

「うわワッ！　……あっぶなア！」

　危ういところで糸を断ち、崩壊を逃れる。上級神聖魔法『ルイン』だ。邪よこしまの存在を問答無用で灰と化す。杖つえの女神を象かたどった側に魔石が嵌はめ込こまれている。

「『聖邪』の名は伊だ達てではないか……！」

「あまり好きではないのよね、ソレ。仰々しくて」

　糸と入れ代わりに攻めかかるミクトラへ、髑どく髏ろ側の杖つえ頭がしらから現れた大悪魔の腕骨が打ち付けられる。

「がっ──」

　受け刃も知らぬと打ち込まれた薙なぎ払はらいに、ミクトラの体中が軋きしみを上げる。今度は耐えられず彼女は倒れ転がり、デケニーの足で「わっとト！」受け止められる。

「強い……」ハルベルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　彼女の過剰ともいえる魔力を注がれたデケニーは、魔力だけならばアル並だ。ミクトラとて、急速に力を付ける彼女の剣は、訓練に付き合うアルが時折慌てるほどだ。

　しかし、それを持ってしても。

「ひとつも、入らないわね。杖つえにすら触れられない。身に合わない大口を叩たたいたこと」

　そう。イザナへダメージを与えるどころか、触れることすら、ハルベル達たちは出来ていない。

　圧倒的に過ぎる。

「一応、大おお怪け我がをしないように気を遣っているのだけど。実力差が分かったのなら引きなさい。すこし大人しくしてもらうけど、痛くはしないから」

　イザナが静かな声で忠告する。しかし、

「撃って」「いいノ？　って聞きながらもう撃ったけド」

　返答は鋼糸の槍やりじみた一撃だ。苦も無く杖つえの一振りで打ち払われる。が、

「とりあえず、杖つえには触れたね」

「……………………」温度が下がった視線へ、ミクトラが無理矢理笑う。

「は、ふふっ……ハルベル、不意打ちは卑ひ怯きようでは？」

「だってお師匠様が聞き分けないんだもん。アル本人が嫌だって言ってるのに」

　ぎし、とイザナの周囲の空気までもが軋きしむ。

「まだ弟子に取ったつもりはないわよ……それに。聞き分けが無いのは、そっち！」

　沈黙していた死し霊りようが、再び圧縮され歌のように聞こえる詠唱を始める。相対する三者も再び構えを取る。

（ミクトラ。今のままじゃ手が足りないから……考えがあるの。耐えながら合わせて）

　ハルベルの耳打ちに、ミクトラが剣を持ち直す。

「心得た。こちらもまだまだ出し切ってはいない……！　友の信頼には応えねばな」




　　　　○




　打ち合う。激光を放つシミュラルの剣に、当然の如ごとくアルが打ち負ける。骨を分離させ、衝撃を殺しながら吹き飛び、追撃へ備える。再び、衝突。吹き飛ぶ。

「ぐおっ……！」

（力はこちらが上回っている）

　優勢にありながら、シミュラルの心に焦あせりが生じている。骨格を再構成するアルへ、ミスリル剣に嵌はめた魔石に刻まれた魔法の弾を数発放ち、即時に突っ込む。

（こちらは壊す気でやっている。それなのに）

「ふぅ──容赦ないな……ふんっ！」

　だがアルは通常の人体には不可能な領域で骨格を曲げ──関節の可動域など、スケルトンには関係ない──魔力弾を前進しながら回避。シミュラルを迎撃。

（なぜ決めきれない……！）

　衝突位置をズラされ鍔つば迫ぜり合あいの形になる。シミュラルが押し込むが、

「ッ！」

　骨指が怪しく蠢うごめき、シミュラルの指関節を絡からめ取とろうとする。それを嫌い、シミュラルは優位を捨てて人骨を蹴り飛ばす。地面を転がり、樹きに当たって止まる。

「が、痛……！」

「ッ、しぶとい……ッ！」

　黒剣を地面に刺してどうにか立ち上がる骸むくろを見て。ややうんざりした心地でシミュラルの拳が木を叩たたく。

「癇かん癪しやくか。年相応らしいとこあるじゃないか……あー、きっつ」

　おっさん臭く言うアルに、シミュラルは眉をしかめる。

「いや全く、デケニーの言うことも分かるな。二人揃そろって不器用なことだ。なあ、シミュラル」

「な、何を言っているのです……」

　名前を呼ばれ戸惑う彼を、黒い眼孔が冷たく見た。

「自分で付けといて、なんで名前を呼ばないんだろうな、あいつは」

「………………う」

　心の痛点を突かれ、『勇者』の顔が歪ゆがみ、呻うめいた。

「イザナ様、ねえ。あいつ、自分からそう呼ばせるようなやつだったか？」

「………………ううう」

「自分隠しながらやったって上手うまく行かないぞ。親子だろうが夫婦だろうが、お互いの心なんて分かりゃしないんだから。……黙ってたらな」

「………………うううううう」

「イザナの望みはいいけども。あいつの心は聞いたことあるか？」

　シミュラルが無意識に一歩下がり、叫ぶ。

「う……う、うるさい！」

　飛び出た言葉の荒さに、髑どく髏ろが笑うように肩けん甲こう骨こつを上下させた。

（あの優しい御お方かたに──これ以上……出来るものか！　やらせてなるものか！）

　シミュラルは歯を食いしばる。涙がこぼれないように。

「私は、イザナ様の望む通りにしている……！　貴方あなたさえ生き返れば、イザナ様は救われる！　それで上手うまくいくんだ！　全てが!!」

「──神様と同じこと言うの、嫌なんだけどな」

　やれやれ、と言わんばかりにアルの指骨が頭骨を叩たたく。

（俺を復活させる方法……マルドゥには分かってたはずだ。『期待している』……だと？）

　そして、目の前の勘違いした子供。静かに。怒りが、アルの意識を染めていく。

「思っても無いことを俺の顔でほざくな、シミュラル」

「……っ！」

　さあ、と神聖剣スカットゥルンドが白に染まる。焼け始める手骨が、しかし浮き出る模様の元、反発を抑え込む。

（なんだ……？　感じる魔力の強さは変わらないのに、彼が……！）

　シミュラルが戸惑う。白骨の表面に、不可思議な模様が現れていた。

　轟ごう、と風が弾はじける。瞳はぎりぎり付いていった。真横。

「速……！」

　シミュラルはどうにか打ち合う。魔力差はそのままのため、押し込まれはしない。だが、その瞬間アルは消えている。

（今度は後ろ！）

　再び、ぎりぎりで防ぐ。しかし体勢は大きく傾かしいだ。上方から、白骨がのし掛かる。

　──油断ではない。が、今のアルの動きとて、常のシミュラルならば対応は出来た。しかし、これまでの速度に慣れた状態で、精神を揺さぶられ。唐突の頂点加速。

　ぎしり、と骨格を軋きしませる。だがそこには、先ほどまでとは異質の強さがある。

「な、ぜ……骨格だけでここまでの膂りよ力りよくが……！」

「ちょい前に竜の血をね」

「！　そ、『空裂き』の……！」拮きつ抗こうする力に、シミュラルの顔が歪ゆがむ。

　白竜コキュトー。アルはこの竜を撃破した際、その血を全身に浴びている。しかも、竜その者も、死しに際ぎわに加護を約した。そのため、アルの骨格は基礎強度から向上している。そして、それは魔力駆動マナドライブを強めた際、殊更に強く作用する。

　竜牙の魔力で動く、竜血の加護を帯びた勇者の骨。既にそれは、人骨の範はん疇ちゆうには無い。そこらの鉱物では及びも付かぬ何かだ。

「それでも……だ！」

　シミュラルの体内で魔力が爆発する。複合金属を両断して刃こぼれ一つ無いと言われるミスリル剣、さらに魔力駆動マナドライブしたそれをして尚なお軋きしむ、超常の。

　イザナの自信はここにあった。

「ぬ、ぐ……！」

　黒こく鎧がいをまとう白骸が押し返される。体勢が崩れた状態でなお、正面から打ち勝つ魔力差。

「これが……貴方の肉体の持つ力だ！　分かりますか、オリジナル！　これを捨てるなどと、世迷い言をお言いになるな！」

「……っ、く、白状したな」

「っ」苦く悶もんの中返された言葉に、シミュラルは失言を悟った。

「お、終わりだ──迸ほとばしれ水よ！『『ウォタ・ランス・レボルト』！」

　上級魔法の短縮詠唱。シミュラルの背後に、水で象かたどられた数メルの豪ごう槍そうが十数本も浮かぶ。押さえ続ける。逃がさない。「吹き飛べ……！」放つ。

「喚わめけ焰ほのお──『パイロ・ジャヴェルン・レボルト』」

　瞬時に。同数の炎の槍やりがアルの後方から出現・射出。衝突は、二人の周囲だ。

（しょ、正気か────!?）

　超級魔力の炎えん水すい槍そうがかち合う。水が一瞬にして沸騰、気体となり、爆発的に膨張する。

　爆発が森を突き抜け、天に昇る。

（なんて命知らずな真似まねを……！）

　凄すさまじい破壊と、ろくに呼吸すら出来ぬ熱気の中、シミュラルが肝を冷やす。辛からくも防御魔法が間に合った。

「シラードラさんに聞いてたからな。この辺にはエルフ祖そ樹じゆは無いって」

　瞬間。蒸気の中から彼のみぞおちへ強烈な衝撃が来た。

「がっ……！」受けた後で気付くほどの速度。蹴りだ。

　シミュラルは背中から大木へと叩たたきつけられる。酸素がさらに肺から絞り出される。息が詰まるそこへ降りかかる、白く輝く剣。

「…………！」

　大木を支えに、どうにか受けた。だが、浅い呼吸と受け太刀に、今度こそ追い詰められる。

「ま、魔法を使わず、魔力駆動マナドライブの防御だけで……！」

「いいやつなんだぞこのマントも。あと俺は呼吸いらんしな。便利だろ？」

　とはいえ骨騎士も相応のダメージを受けていた。だが、それと引き替えに手にした機先が、シミュラルを押さえつけている。

「だ、だとしても！　狂っている！　いくら貴方あなたが高潔でも！　正しく肉と魂ある体よりもその忌いまわしい体を選ぶなど！　貴方あなたは！」

「──なんだ、今更気付いたか」

　状況に反し静かな声が返る。正面から、死の象徴が告げた。

「勇者なんぞ、正気でやれるとでも思ったか？」

「、ひ」

　かつての若き、己の顔が恐怖に歪ゆがむのをアルは見る。

　緩んだ一瞬を突き、神聖剣がミスリル剣へ巻き付くように動き、絡からめ取とる。そのまま、ミスリル剣は宙へとはね飛んだ。

　──静剣『巻上』。精妙な手首の操作により、剣から伝わる力を直線ではなく、まるで蛇のように捻ねじれた形で伝わらせる。それにより相手の武器を絡からめ取とる秘技。

「………………」

　無手となったシミュラルが、鼻先に神聖剣を突きつけられ──諦めたように目を伏せた。

「勝負あり、だ。──俺の話を聞け、シミュラル。イザナを、本当に救いたいのなら」




　しばしの後。

「私の、負けです」シミュラルが呟つぶやき、両腕を下げた。「貴方あなたの言うことを……確かめてみようと思います。後は──お願いします」その目には覚悟がある。

「ああ。任せとけ」

　髑どく髏ろが頷うなずいて、次の瞬間。胸の中央。神聖剣が勇者の複製を貫いた。

　裂かれたローブから、シミュラルの赤が吹き出る。その下から、素肌が露あらわになる。

　ちゃ、とアルが神聖剣を鞘さやに収め、眼下の己によく似た死体を見る。

「……コレに入れ替えられるってのも、なあ」誰かに語りかけるように、「傷は消しとくよ」

　アルは懐ふところから勇者時代の品──世せ界かい樹じゆの軟なん膏こうを取り出す。水に溶かして傷口から染しみこませ、塗りつけると傷は噓うそのように消えた。戻ってこないのは命だけだ。

　続けて、彼は神聖剣を掲げる。詠唱の後、発動されるのは剣によりブーストされる神聖最上級昇天魔法『ソード・アセンション』だ。

「……いいか、大女神！　これが俺の選択だ……。文句は言わせない。黙って見とけ！」

　魔力の塊に神々への意思を乗せ、天へ放った。




　　　　○




（何を狙っているの……？）

　森の広場。戦いは未いまだに続いている。

　そう、未いまだに──だ。先の戦闘再開から、さらに数分が経たっている。

　その間、ハルベル達たちは防戦一方だ。彼女の大魔力を注がれたデケニーの糸の結界と、ミクトラの防御に優れたデオ流剣技による防戦。

　防御に徹した彼女達たちを打ち破るのは流石さすがに易やすくは無い。元々、イザナの本領は勇者の補助である。大魔導師フブルがやる、大火力魔法を無詠唱で幾重にも空中から叩たたき込こむようなスタイルでは無いのだ。

　何かはある。だが、その狙いが熟練のイザナをして摑つかめない。

（ハルベル──良く保もつこと。確かに、魔力量は見たことがない領域ね）

　ミクトラもまた、息を切らし傷を増やしながらも良く耐えている。文句一つ言わずに守り続けるその姿には、ハルベルとの堅い信頼関係があるとイザナにも知れた。

（良いい剣の腕だけど。鬼札はひたすら守られているハルベルにあることは明白──であれば）

　ぐるりと聖せい魔ま杖じようを回し、天使の側を向ける。

「吸血鬼の使いなら、消し飛ばしても問題ないわね──『揺らぐもの。幽かすかなもの。其その命無くして未いまだ在るもの』」

　ぴたり、と止まった攻勢に。一瞬ミクトラとデケニーが戸惑う。が、

「大技か！」

　判断が遅れた。慌ててミクトラが突っかかるが、使し役えき死し霊りようによる防壁魔法がその牽けん制せいを阻はばむ。

「女帝サマ。アタシの許容量一杯まで魔力寄越しテ。まだイケるでショ？」

「デケニー──分かった」

　即断。同時、広場に光が満ちた。イザナが圧倒的なまでの極白光を背負う。

「『神は其そを許さず。黄昏たそがれに謳うたえ──エグゼ・フュネラル』起動」

　強制葬送の名を持つ、神聖最上級魔法。その効果は単純だ。

『ゴツい光線で焼く。死し霊りようの類たぐいは良く焼ける』

　イザナの使し役えき死し霊りようが、巻き添えを嫌がるように退避する。

「で……でっか……」あんぐりとハルベルが口を開けた。

　イザナの後光は直径十メルは軽く超える。

「ハルベルさん、ミクトラさん。そのまま防御に徹していなさい。貴女あなた達たちはなるたけ外すから。万一の事があっても生き返らせてあげるから安心して」

（蘇そ生せい前提で吹っ飛ばそうとしないでよ！）

（さすが主の御お仲なか間まは発想が違うなー！）

　戦慄する二人の横から、デケニーが一歩出る。魔力を注そそぎ込こまれた彼女の甲殻部分がさらに肥大・鋭角化していた。

（デケニー……）

　ハルベルの中に逡しゆん巡じゆんが無かった訳では無い。だが、発動しかけていた『エグゼ・フュネラル』の魔力から、彼女の魔力供給を受けられないミクトラではとても防ぎ切れないと分かった。死し霊りようへの特攻効果を考えても、デケニーに任せるしかない。

　むしろ、彼女が自分からそれを申し出たことが、ハルベルには意外だった。

「気に入らないんだよねエ。別に魔王軍裏切るのはいいんだけド。御主人様もだシ。──一人だけ悲劇のヒロインぶってサ、自分の矛盾にすら気付かなイ」

「何を言って」眉をひそめるイザナへ、蜘く蛛もは嘲あざ笑わらう。

「誰が教えてやるもんカ。私はお優しい勇者サマじゃねーのヨ」

　そういえば、とハルベルも今になって気付く。デケニーはセッケルの部下であると同時に彼の一部だ。彼の認識も共有している。

「じゃあ、そのまま黙って消えなさいな」

　差し出されるイザナの腕。それに沿うように光がその明度を強める。

　だが、デケニーの準備も出来ていた。後方で大量に産み出していた糸、周囲に落ちた糸までも魔力で繫つなぎ、展開する。

　光が撃ち出された。その光こう芒ぼうは音の速度を易やす々やす超えて空気を焼く。

　その進行上へ虹煌きらめく巨大な円えん錐すいの盾が突如現れた。その先端が溶け崩れながらも、次々と糸は再生産され形状維持。

「む────！」イザナの表情に驚きが浮かぶ。




　──蜘く蛛もの糸は、驚異と言う他ない性能を持つ。魔物でない蜘く蛛もの糸ですら、同重量の鋼鉄に比して数倍もの強度を誇り、さらに高度の伸縮性も兼かね揃そろえる。であれば、蜘く蛛もの上級魔物であるアルケニーの糸。さらには大量の魔力を注がれ、いわば魔力駆動マナドライブされたそれならば。




「な・め・ん・ナァァァァァアア！」

　光が、裂ける。邪を焼く飛沫しぶきが周囲に吹き飛んでいく。蜘く蛛も糸いとの盾が、葬送の光を拒絶する。

「なんという……！」「デケニー！」

　ミクトラの驚嘆に比べ、ハルベルは焦あせりの声だ。主の彼女は、デケニーが凄すさまじい速度で糸を生成していることが分かる。糸という物理的生産は、魔力だけで全てを賄まかなえはしない。

（私が、もっといろんなことに魔力使えたら……！）

「そう嘆くモンじゃないヨ女帝！」ハルベルの感情が伝わったか、デケニーが叫ぶ。「『聖邪』の鬼札をこうしてブッ潰せるのは、良いい気分ヨ──！」

　光が強まる。足りなくなる糸に、デケニーの肥大甲殻が分離し穴を塞いでいく。

「女帝サマはそれでいいノ！　アタシをもっと！　ノせてちょうだいヨ！」

「図に乗らないで」

　極太の光線を撃ち出しながら、イザナの後光が歪ゆがんだ。いくつもの光球が別わかち現れる。

「ッ、こノ、性悪……！」

　盾の裏から気配だけでデケニーは状況を察する。

　罵りには最も早はや無言で。いくつもの光球から、多角度に光線が放たれる。それは、円えん錐すい盾の側面や斜めから抉えぐっていく。

　均衡が崩れる。

「ぬギッ……アアアアアアアアアアア！」

　妖よう艶えんの魔性が、それをかなぐり捨てて叫ぶ。光が虹色を貫いていく。

　通る。光こう芒ぼうが獲物に食らい付く。

「…………」

　光が、止やんだ。イザナの背後の白光は使い切られた。もはや声も無く、いくつもの大穴を開けたデケニーが崩れ落ちる。だが、その口元が歪ゆがんでいる。

　防ぎ切ったのだ。

（ごめん、ごめん、ごめんね、デケニー……だけど！）ハルベルの目に涙が浮かぶ。だが、その眼光には確信がある。

「い、ま、ああああああああああああ！」

　彼女の魔ま杖じようが光を放つ。見えない何かを、今の今まで探り続けて──摑つかんだ。

（何を──？）イザナはその意図を摑つかみ損そこねる。その一瞬のツケが、すぐ横に顕あらわれた。

『お、おおおおおおおおおおおおおおおおおお…………!?』

　イザナの使し役えき死し霊りようが苦く悶もんを叫ぶ。復帰させようとしていた防壁魔法の詠唱が強制的に止まる。

　やり返された。

「っ！　支配に干渉……！」

　さしもの『聖邪の神火』にも驚きが浮かんだ。使役される死し霊りようの支配権上書きなど、同格であってもまず成功しない。いくつもの障害防御が存在し、それを解除する間に弾はじかれる。

（それなのに────！）

　死し霊りよう術じゆつ士しとしては遙はるか格下のハルベルが、頂点に位置するイザナの死し霊りようを。ただの力押し、魔力尽くで。イザナにとって、この手が想定の範囲外だったことは迂う闊かつとは言えまい。

「っ……非常識な！　なんて娘……！」

　ばぢ、と。まるで電撃の魔法を振り払うような音。使し役えき死し霊りように絡からみつく、ハルベルの魔力束縛をどうにか振り払う。

「んぎっ……ぃ！　み、く、とら！」

　吹き飛ばされた魔力の反動で、涙を散らしてハルベルが倒れ行く。

「見事だハルベル！」同時。

　迅雷、と言うべき速度と角度からミクトラが肉薄していた。イザナをして始動をまるで悟らせぬ魔力駆動マナドライブであった。

（寄られた！）

「──一剣、御お見み舞まい仕つかまつる！」完全に刃圏内に捉えた。使し役えき死し霊りようによる防壁も今は無い。必中の間合いで、ミクトラの剣が飛び跳ねる。

　だが。イザナの目が。死角から入り込んだはずのミクトラを捉えていた。

　空気が、弾はじける。

「ご、ぁ───────!?」

　迅雷をさらに越える速度で。カウンター気味にミクトラの鳩尾みぞおちへと叩たたき込こまれたのは、聖せい魔ま杖じようのフルスイングだ。

　悶もん絶ぜつし崩れ落ちながら、ミクトラがイザナを啞あ然ぜんの目で見上げる。

「支援役だから、魔力駆動マナドライブはないとでも？　勇者と共に戦うなら、これくらい出来ないとただの的よ」

（さ、流石さすがは……すまない、ハルベル……！）

　ミクトラが草に沈む。

　後には、静寂と倒れる三者。イザナだけがその場に立っている。

「ふぅっ……」

　安あん堵どの息が、イザナの唇から漏れた。終わってみれば、やはり無傷。だが、

（予想以上に迫られた）ハルベルの規格外の力のみならず、ミクトラの魔力操作技術にも驚くべきものがある。（この娘こ達たちが、今の彼の──）

《……、……………！　！　！　！》

　念話で揶や揄ゆしてくる死し霊りようを魔力で縛って仕置きする。

「うるさい。そもそもあなたが間抜けをするからでしょう」

「そう言うなよ。ハルベル相手ならしゃあないって」

「！」予想外の声にイザナが森を振り向く。

　そこには石碑から歩いてくる人骨──アルの姿だ。肩にはシミュラルの体を担かついでいる。

「アルヴィス……その子を破ったというの……？　今の貴方あなたが」

「三年だ。俺にもお前が知らない札の一つや二つあるさ」

　言いながら、骨の腕が担かついだ人物を地面へと転がした。力ない人体に、イザナの黒真珠のような瞳が見開かれた。

「っ…………！」

　駆け寄る。シミュラルの体に傷は見当たらない。だが、彼女の肩は震えた。

「し、死んで……？　蘇そ生せいを」イザナが杖つえを掲げかけて、しかしはっと気付いた。「魂がもう、無い……昇天、して……？」

　思い返されるは、かつての送霊の光景。信じられぬ、という様子でイザナが膝を突く。

「ハルベルとミクトラは無事か。こっちの決着が着くまで保もたせてくれて助かった」

　アンデッドのアルに取っては、死し霊りよう術じゆつと神聖魔法を極めたイザナは鬼門の相手だ。横入りされたらどうしようもなかった。

「な……ぜ……ここまで、したの、アルヴィス……」

　イザナが、呆ぼう然ぜん自じ失しつと言った表情でアルを見上げた。

「手間を省いてやったつもりなんだが。今、なんで蘇そ生せいしようとした？」

　素気ない返答に、イザナがその意味を悟る。勇者復活の儀式。その前の、手間。

「あ、新しい体は、別に……つく」

「それ、いつになるんだ？　シミュラル作ってから二年か。先延ばしを続けて、女王をかわして。何してた？」

　びく、とイザナの体が震えた。アルはシラードラとの会話を思い出す。準備と材料さえ揃そろえば、時間はそうかからない。

「それ、は。あの子を、試作として育て」

「シミュラルだ。こんな時くらい、呼んでやれ」顎骨の発した強い声に、イザナの肩が震えた。

「名前を与えて、それでも呼ばなかったのはなんでだ」

「アル……何を、したの？　シミュラルさん、殺しちゃったの？」「何が起きているんです」

　いつの間にか、ハルベルとミクトラが意識を取り戻していた。とはいえ、ダメージで動くことは出来ず、疑問を顔に貼り付けている。

「…………………………………………………」

　最も早はやイザナは彼女達たちを意識することも出来ず、黙り込む。

「怖かったんだろ。シミュラルを失うのが」

　それに。今目の前で転がる、命無い骸むくろに。

（追い付かれた）

　不意に、そう思った。何に。二年前から分かりきっていた結論に。

　イザナの瞳から涙が流れた。

「あ、あ、あ……ああああああああああああああああああああああああああああああああ……」




　──初めて『彼』の複製体を作った時、これで許されると思った。

　命には意思が宿る。酷な話だが、仕方がない。儀式の直前に殺して体だけを修復し、空の器として用意すればいい。

　だがそれは。その甘過ぎる算段は。




　──おかあさん




　そんな、たった一言で破綻した。

　仮にと付けた名を呼ぶことすら、それからは忌避した。計画を止めることは出来ない。それだけは許されない。

　でも。あの子は。

　ならば、新しい体を作ろう。女王からも、複製勇者の軍団を依頼されているのだから。

　でもその前にシミュラルの調整をしなければ。

　その前に古代魔法による成長促進の調整もいる。植物で実験を。

　その前に。

　その前に。

　結局、二体目の複製勇者は作られぬまま。他の古代魔法研究成果で時を稼いで。

　自分に目覚めた感情を、シミュラルに悟られまいと態度も偽って。

　その内、自分すら偽った。

　それでも慕って付いてくるあの子を。

　自分の役割を悟っていたあの子を。




　わたしは、あの子を。シミュラルを。

　どうしたかったの。




「シミュラル、シミュラル、シミュラル……！」

　森の広場に、慟どう哭こくが響く。『聖邪の神火』は我が子に覆おおい被かぶさって泣いている。

　その傍かたわらに立つのは、腰に手骨を当てた白骨だ。嘆息の仕草、ふるふると頭骨を振る。

「ほらな。だから言ったろーが」

　随分と、軽い声だった。イザナが声を止め自嘲する。

　思えば。彼女とて。冷静に考えれば自明であったのだ。人を甦よみがえらせるために、新たな命を作り、犠牲とする。それを良しとする。などと。

　分かり切った答えを。勇者への想おもいが狂わせた。

　出来ないなら、彼への想おもいが偽にせ物ものになる、などと。

「……そう、ね。これは私が、目を逸そらし続つづけた報い……。でも、それならせめて……ぶっ？」

　べし、と。骨の手刀が顔を上げたイザナを叩たたく。

「お前に言ったんじゃないの、ぽんこつめ。……ほら、こいつ」

「「！」」

　ハルベルとイザナには、それが見えた。アルのもう片方の手の上。一つの魂がある。

　それは、アルのものによく似ていた。

「シミュラルさん……？」ハルベルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「俺と紛れて見えなかったろ？　胸骨貸して、留とどめてたからな」

　アルがこつこつと胸の黒い竜牙を叩たたく。

「……………………え」

　ぽかん、と動きを止めたイザナ。アルはハルベルを見た。指骨をくいくい。意図を察して、動けないながらもハルベルが魔力を渡す。

「『帰り返り還かえれ、彷徨さまよえる人ひと魂だまよ──』……」

　神聖最上級魔法『スピリヴァース』の詠唱が響く。シミュラルの魂が、己の修復済みの体に戻っていく。効果が安定するまで多少はかかるが、復活の儀式自体は成功した。

「ええと……上手うまく行ったのか？」

「みたい……だけど。アル！　説明、してよ！　ちょっとやりすぎじゃない!?」

　魂の見えないミクトラの問いへ、やや憤慨しながらハルベルが返す。

「少し待ってなさいって。この分からず屋に、自覚させるための荒療治だ」

　一方イザナはへたり込んだまま、焦燥と安あん堵どが入り交じる混乱の中にあった。彼女の目の前にアルが膝しつ蓋がい骨こつを付く。

「これで終わりだよ、イザナ。シミュラルを──いや、誰かを犠牲にする必要なんてない」

　元々が、滅び行く人の痕跡をどうにか遺のこそうと死し霊りよう術じゆつを極めた人物だ。絶望の中にすら優しさを為なす女性に、かつての行いは為なしようも無かった。

（デケニー……いや、セッケルの知識か。見透かしてたな。伊だ達てに数百年居残ってないか）

「だ……って、それじゃ、あなたが。あなたを」

　それでも、なお。イザナは反はん駁ばくする。

「そうやって。今度はシミュラルを殺した罪を背負うのか？　もういいんだ」

　腕骨が、彼女の頭を胸に抱いた。

「「あっ……」」ハルベルとミクトラが声を上げるが、体の自由はまだ利きかない。

「アル……ヴィス」

「でも、そうだな。いくら俺おれ達たちが、悪くないと言ったって。お前が、それで納得できるわけも、無かったろうにな」

　たとえそれが噓うそでも。

　敢あえて言う必要がある言葉は、存在するということだ。

「イザナ、俺は、お前を赦ゆるすよ」

「─────────────────────！」

　腕骨と外がい套とうに包まれたイザナが、ぶるりと震えた。

　本人が望んだから。ああするしかなかったから。間違った判断では無かったから。

　お前に罪は無い。お主は悪うない。あいつの意思だ。気に病むな。辛つらい役割だったな。

　仲間の、アルヴィス本人の幾つもの言葉が、イザナを擁護した。

　自分は勇者をこの世から奪ったのに。

　悪くないなんて言われても。

　罪の意識は消えないのに。

　誰に責められることもなく。

　贖しよく罪ざいの機会も無いままに。

　誰からも赦ゆるされないままに。

　だから、自分で自分を赦ゆるすために。

「ごめんな、死んじゃって」

「あ……ああ……あう……うぅう……ごめんなさい、ごめんなさい、アルヴィス……っ！　ああああああ！　ごめんなさい！　アルヴィス！　アルヴィス！　ごめんなさい！　あああああああああああああああああああああああああああ！」

　想い人の肋ろつ骨こつへと、イザナは縋すがり付つく。流したばかりの涙が、次から次へと溢あふれてくる。
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「意外に泣き虫なのは、三年経たっても変わってないなあ……」

　イザナを抱いたまま、骨の指が背中を撫なでて。困ってアルは現在の仲間達たちの方を見た。

「「………………………………………………………………（ふーっ、ふーっ）」」

　ふたりからもの凄すごい目で睨にらまれていた。

（あわわ）

　頭骨をくるり、百八十度回転させて逃がす。倒れているシミュラル。顔を逸そらされた。

「本当はもう生き返ってんだろお前！　助けろ!!」




「今までごめんなさい……その、シミュラル」

「いいんです……ええと、お、お母様」

「良かったね……ほんとに良かったねえ……」

「そういえば、ランシワはまだ来ないのか？」

　イザナが泣なき止やんで、シミュラルが起きて。どうにか動けるようになったハルベルとミクトラも含め、一同は車座になっている。ちなみに、デケニーは目下再生中だ。

　イザナとシミュラルはお互いにぎこちなく互いを呼び合っている。とはいえ元々が、互いに想おもい合あっていた間柄だ。

　あと、上手うまく行かない関係といえば。

「ええと……」シミュラルが視線を転じる。微妙に頭蓋を逸そらすアルだ。

「お、お……お父様」恥ずかしげにそう言われて。

　がしゃんからころ。骨が倒れ込んだ。ハルベルとミクトラも、一撃貰もらったように頭を揺らす。

「お父様!?　大丈夫ですか!?」

「きゃー！　ききたくない！　きゃー！」

　悲鳴を上げて、アルがかしゃこらと森の中へ逃げていく。

「ああ……」「照れてるだけだから放っておきなさいな」

　涼しげに、イザナ。先ほどの大泣きの影はもう無い。

「あの、シミュラルさん」

「先ほどから、その、お召し物の切れ間辺りから」

　ハルベルとミクトラに言われて、シミュラルは少し顔を赤らめて胸元を押さえた。

「あ、や、これはお見苦しいものを」

　やや膨らんだ双丘を隠してはにかむシミュラル。元々中性的な顔である。髪をほどいている今は、なおさら性別定さだかでない魅力がある。

「お、女の子だったの？」

「両性よ。体の安定のためにね」何のこともなさげにイザナが言う。「アルヴィスの魂と完全に馴な染じんだら男性体にするつもり……だったんだけど」問うようにシミュラルを見る。

「私は別にこのままでいいですよ。上も下も、今更取るのはちょっと」

　ぐは、と二人が血を吐きそうになってうずくまる。

「もうどうしたらいいの」「主に御お子こ様さまが……」

「ど～んぶらこっこ、ど～んぶらこっこ、るるら～♪っス」

　その時だ。うずくまる二人の耳に、聞き覚えのある歌声が響いた。イザナ達たちも怪け訝げんそうな顔。

「今のは……」声の方向に、ハルベルは契約魔力線を感じ取る。

「あ！　ハルちゃんとミクトラさん、いたっス！　っておわわ！　イザナ様もいるっス！」

　森の中、広場の外縁を通る小川の向こうから。小舟に乗った童子の姿がある。




　　　　○




「どうだった？」

「心配通りだったよ。けど、上手うまく行った。そっちは？」

　森の中で。ランシワとアルが会話している。彼女の腕には、多量の植物がはみ出たバッグ。

「シラードラさんとも準備していたから。見通しは付きそう。後はイザナ様の助けがあれば」

「よし。んじゃ、行くか。なんかあいつら騒がしくしてる」

　戻った二人が見たのは、ソカリィに抱きつかれ困惑するイザナを含めた面々だ。

「ソカリィ？　何してんの」

「あ！　ご主人様っス！　もー寂しかったんで契約の線追っかけて来ちゃったっス!!」

　それで鈍い白骨も気付く。二週間以上も洋上に置きっ放しだ。

「あー、君、寂しがり屋だもんな……なんか、悪かったな」

「しょうがないっス。ご主人様忙しいだろうから……」

「こ、この子、本当にソカリスヘヌ号の化身、なのね。こんなことがあるなんて」

　しょぼんとするソカリィと啞あ然ぜんとするイザナ。ハルベルが慌てたままに割り込んでくる。

「いやそんなこと言ってる場合じゃないって！」

「ええ。川を移動してきたソカリィの話では、武装したエルフの軍勢が突如北へ進軍、オートクルムの砦とりで──私とアルが連れて行かれたところです。そこを圧倒し占拠したと」

「マジか」

　アルはイザナと視線を合わせる。彼女の表情が痛恨を示した。

「──読み誤った。まだ、全面戦争に出る力は無いかと思っていたけれど」




　　　　○




　王座で、硝子がらすの声が煌きらめくように踊る。

「──よもや降くだされるとはな、『聖邪』め」

　声の主──フィネグンド女王・ハイエルフのフェアエルリは嘆息して、横に侍はべる全身鎧よろいの黒騎士へと視線を向ける。

「準備は？」

「既に。精霊加護兵が直近の砦とりでを占拠した。軍勢が揃そろい次第、オートクルム領への進軍を開始する」

　刃のような声が計画を返す。

　精霊加護兵。本来森の最さい奥おうでしか使えぬ古代魔法を、精霊の魔力を封じた魔石を装備されることにより限定的な行使を可能とした魔法兵。これも、イザナの研究により開発された技術であった。

「彼女が迷いを抱いていることは、分かっていた……。が、時間稼ぎに寄越す研究成果を軍に転用するなど、こちらには易やすきこと──。複製勇者の計画は後に回せ。代わりの力がある以上、先にオートクルムを落とす。──オーク共との永年の戦いくさ、そろそろ幕の引き時だ」

　そう言うフェアエルリが、『聖邪の神火』を映し続けた遠見の水晶が黒く染まったことに、高い鼻を鳴らした。

「転移装置も塞げ。どのみちあの人数で、何が出来るでもあるまいが」







[image: 五章　勇者、狂いながら理想を語る]

「転移は封印されていますね。あ、こちら監視の方です」

　遠見の魔力を阻害したシミュラルが、次いで確認を終え戻ってくる。草の上に転がすのは気絶しているエルフだ。

　さもありなんと頭蓋骨が頷うなずいた。

「まあ、そりゃそうか」敵──アル達たちも含む──に転用されないためだ。「そうなると──」

　場の視線が一点に集まる。

　フィネグンドのみならず、オートクルム側にも無数の支流を持ち、両国を潤すアケロル河。それはつまり、国内のあらゆる場所に繫つながる高速路だ。

「？　わたくしっスか？」自らを指さし、ソカリィがきょとんと告げた。

　意思を持つ船ふな霊だま。彼女の存在はさしもの女王でも摑つかみようがない。

「エルフの軍勢に森を抜けられるとまずい。砦とりでが落とされた以上、オートクルムにも連絡は行っているだろうし。オーク軍と正面衝突になれば」

「近隣の村も巻き込まれるでしょう。相当数が犠牲になりますね……」

　アルの問いに、ミクトラが重い声で答える。最悪、今より数週間の戦闘でここ数十年分を越える死者が出るだろう。

「その前に、女王に考えを変えて貰もらわにゃならん」

　嘆息が割り込んだ。イザナだ。

「結局、死んでも変わらないのね、貴方あなたは……」

　一番手っ取り早いのは、今すぐソカリィの舟でこの国を去ることだ。結局はフィネグンドとオートクルムの戦争に過ぎないのだから。それが、検討にすら上がらない。

　ある意味では狂気だろう。勇者の制御と利用に各国首脳が頭を悩ませたのも、イザナには理解できないでも無い。

「何が？」疑問顔（な雰囲気）で答えるアルに、

「なんでもないわ。付き合うわよ。私の家から回復用の薬品をあるだけ持っていきましょう。エルフも久しぶりの進軍で、本格的な前進までは一日はあるはず。それまでに準備を」

　イザナの目が、ハルベルとミクトラに移る。

「貴女あなた達たちは？　どうするの？」

「私の心は主と共にあります」「アル、私、何したら役に立てる？」

　ふたりの即答に、じとりとイザナが批難の眼まな差ざしで白骨を見る。

「よくもまあ──」

「な、なんだよ……はっきり言えよ」居心地悪げなアルだ。気を取り直し、「今回はエイエラルドの時とは違う。君らは一旦洋上のソカリスヘヌに退避する手もある」

「「…………………………………………」」

　今度は二人にじとりと睨にらまれ、白骨は悲鳴を上げる。

「なんなんだよ！　一応心配してるんだよ俺も！」

「分かった？　こういう人よ。都合の良いい時か、どうしようも無い時だけなんだから」

　イザナの訓諭に、ミクトラとハルベルはうんうんと頷うなずく。

「分が悪そうですね、お父様」にこり、とシミュラルが笑いかけた。

「敵しかいねえ」

　ともあれ。エルフ軍を遅滞させねばならない。

「ソウナルト、アタシノ出番カナ」

　そう言って寄ってきたのは、回復のため蜘く蛛も形態になっているデケニーだ。

「動けるの？」ハルベルが心配げに蜘く蛛もを撫なでる。

「ンー。正面ドンパチハツライネ。ソコノオ局つぼねサマニ大分ヤラレタカラ」

「昇天させてあげましょうか？」

「オオ怖。ンデネ、ハデナノハ無理デモ、オ邪魔ハイクラデモ」

「なるほどね」アルがからんと手骨を打つ。「フィネグンドにアルケニーの生息は聞いたことないしな。慣れてもないはずだ」

　森におけるアルケニーという存在は、ある意味で一軍に匹敵する。糸による多種多様な罠わなは、集団に対して強く作用する。討伐依頼などでも、森に潜む魔物に対しては性質を熟知した精鋭で当たるのが通例だ。

「おし。んじゃハルベル、ミクトラ、デケニー。シミュラルも。ソカリィに乗ってエルフ軍を邪魔してくれ」

「私は、お父様とお母様に──」

　反はん駁ばくに、イザナがシミュラルの口を指先でふさぐ。

「生き返ったばかりで、満足に動けないでしょ？　貴方あなたはハルベルさんを守って。彼女が要よ」

　イザナの評価に、ハルベルが目を丸くする。

「ハルベルさん、そこの蜘く蛛もと貴女あなたの魔力、そしてシミュラルとミクトラさんの武があれば、エルフ軍が幾万いようがどうにか出来るわ」イザナが静かに笑いかける。「未来の師匠の言葉よ。信じなさい？」

「は、はいぃ……」夜の微笑に、ぽおとハルベルが頰を赤くした。

「一応言っとくが遅延優先な。ヤバくなったら即逃げしろ。無理は駄目だぞ」

「……分かりました。皆さん。病み上がりですが、ご迷惑をかけぬようにします」

「は、はいっ！　宜よろしくお願いします！」

　シミュラルに握手を求められ、ミクトラががちがちになって対応している。

（あっちはあっちで大丈夫かなー……）

　思いながら、アルは先ほどから黙って作業しているランシワに意識を向けた。

「どう？」

「うん、イザナ様にあれこれ教えて貰もらったから。今夜も含めれば、これなら──」

　親指（骨）を立てて示し合わせる。

「な、なんの打ち合わせですか、アル、姉上」

「ひみつ」「秘密」

　ふふふと笑う二者に、「だ、駄目ですよ！」とミクトラが出所不明の焦あせりを抱く。そして、ふと気付いた。

「アル、貴方あなたとイザナ殿は──」

「あ、そういえば。何するの？」ハルベルもまた、気付いたように問う。

　対して。問われた一体と一人は、きょとんと顔を見合わせた。

「あ、そうか」「言うの忘れてたわね。昔よくあった流れ過ぎて」

　そして、一緒に指（骨）を差す。森の向こう、精霊領域フィネグンド、ジニフェアル城を。

「久しぶりに城落としてくる」

　徒歩で。

　こんなのが四人揃そろっていた往時を想おもって、ミクトラは少し魔軍に同情した。




　　　　○




「アライシャル様。敵軍ですが」

「うむ」

　木漏れ日の下、南進する鬼馬車上にてオークの王は報告を受けている。

　先日。最南端のエルフ領に隣接する砦とりでが落とされた、という報は、伝令の転移により既に届いている。無論、既に転移装置は使用不能にしている。

　これまで数十年、なあなあの申し合わせ戦闘をしていた砦とりでである。本気の侵攻にはひとたまりも無かった。

（兵共はさっさと逃げたのが救いか……。腑ふ抜ぬけ共には後で調練が要るが）

　現在、オートクルム側は軍を編成しつつ南進している。

　奪われた砦とりでを越えて開けた場所──アライシャルは知る由よしも無いが、アルが爆走した辺りだ──を主戦場に見据えている。

（ただ、な）これまでを見過ごしてきたフィネグンドが、突如強硬な進軍に出た。

　エルフ兵は数も腕力もオークには劣る。弓兵と魔法の破壊力であれば勝るが、持久戦となれば持つかは怪しい。ゆえに、正面衝突はこれまでフィネグンド側が避けていた。

（何らかの札を得た、と考えるが道理か。まともに当たればまずいやも知れん）

　考えつくのは勇者の仲間というあの骨だ。しかし、

（あれが今更、というのは考えづらいが──フン、腑ふ抜ぬけているのは我もか？）

　どうにも、あの白骨が敵という認識を持てない自分をアライシャルは嗤わらう。

「王よ。報告が」

　側近のギャラレルに呼びかけられ、彼は地図より顔を上げて促す。

「フィネグンドですが……偵察によれば侵攻が遅滞しているようです。何者かの妨害を受けているようで。我等の兵ではありません」

　閃ひらめくものがあった。砦とりでを取り返しに攻め込むなら好機ではある、が。

「布陣を優先しろ。現場の判断はあろうが、今は見過ごせ」

「は……？」

　不思議そうにギャラレルが聞き返す。オークの王は強いて続けた。

「下手へたに手を出せばこちらも火傷やけどするかもしれん、ということだ。……ある程度、先走る者が出るのは避けられまいが」

　そう言って、王は報告の数々に目を落とす。自ら出て来たのには、これが決戦となる可能性を感じたからだが、

（我が予感を外せるか？　アルよ──）




　　　　○




「よし、この周辺も敷ふ設せつは終わった！　次だ！」

　デケニーに乗ったミクトラが、川岸に戻ってくる。デケニーが消耗を避けて蜘く蛛も形態になってハルベルの肩に納まり、即座に休憩する。

　舟が出る。シミュラルが周囲を警戒しつつ聞いた。

「今回はどのような？」

「あ、はい……。糸を切るとしなった幹が襲うものと、連動して起き上がる棘とげ付き板をいくつか、隠し矢と、落とし穴も数個。後は偽装の糸を山ほど」

「アル、結構エグい罠わな知ってるよね……」

　滅多に死にはしないが、とにかく行動不能にして救助に手を割かせることを狙うような種の罠わなである。偽装は警戒させるための一助だ。「もしかして本物なら」と思わせれば、大量の糸をいちいち注意して解除しなければならない。

　こういった罠わなを、先日から今の今まで数限りなく、砦とりでから北への進軍路全域に仕掛けている。

　加えて、エルフには森ごと吹き飛ばして安全を確保するという手段が取れない。

「なるほど……しかしミクトラさん、私に敬語は要りませんよ。お父様ではないのですから」

「いっ、いやその！　しかし！　主のご子息のようなものと思えばその！」

「子息、ですか。生きるのはいいんですが、認知してくれますかね……」

「割と深刻めな悩み来ちゃったよ」

　ハルベルが戦慄しつつ、行く先を睨にらむ童子の肩に手をかける。

「次どこ？　ソカリィ」

「あ、ハルちゃん。そっスね。この辺結構罠わなかけたんで、も少し北の方に行ってみるっスか？」

　ソカリィが持つのは詳細な河川図だ。植物を求めて森の多くを歩き回ったランシワが作成したものである。このおかげで、スムーズな罠わなの設置・移動が可能になっている。

「よし、ごー！」「アイマム！　ゴーっス！」

　しかも、ソカリィの一部である小舟は、漕こぎ手ても風も必要なく、浅瀬も構わずハルベルの魔力で進む。それも、凄すさまじい速度でだ。エルフ軍は、転移装置の封印が徒あだとなった格好だ。

「酔わないでくださいっスよ！　みなさん！」

「む、無茶じゃないかそれは!?」「なるべく揺らさな……うひゃ！」

　跳ねるように舟が行く。次の嫌がらせ設置ポイントを求めて。




　　　　○




「城門くらいはいいかな？」

「先刻みたいに城ごと斬るとかよりはマシね。私結構お世話になったんだから、少し考えて」

　アルとイザナ、二人が会話する周囲には、門番のエルフ兵達たちが倒れている。その誰もが、警戒する暇も無く気絶させられた。城壁の射撃穴からも、未いまだ弓ゆん手では覗のぞいていない。

「へいへい。なんで約束破ってる人に説教されてんだか──動剣『雷上』二連！」

　斜めに斬り上げる剣けん閃せんが二本。巨人型ゴーレムの通行すら可能な城門を走った。

　ずごお、と轟ごう音おんと埃ほこりを舞い上げて、扉が崩れ去る。

　二人が踏み込んだ城内には、喧けん噪そうが生まれていた。アル達たちを指さすエルフの姿もある。即座に城内の兵が集まると見えた。

「アル、城内行ける？」

「ま、埋められるでしょ。先に魔力くれ」

　ハルベルと同じく、アルと仮契約したイザナからの魔力が、竜牙へと注がれる。

　そして、アルの総身から不可視の圧力が放たれる。それはひたひたと染しみこむように、城内全てへと忍び寄る。

「う、わ！」「お、おお……！」「ひ、ひいいいいい！」

　城の各所から。エルフの叫びが連続する。圧倒的な実力差による『圧』が、直接目にせずとも精神と魔力の弱いものを威おどしている。直接それを目にした、エントランスへと駆けつけた衛兵達たちは即座にその意識を手放すことになった。

「エルフさん方は魔力感知も強いからな……ちと気の毒だが。大分風通しは良くなったはず」

「近この衛えは無理でしょうね。それなりに粒が揃そろっていたから」

　自らが主かの如ごとく、二人が城内を進む。目的地は当然、玉座──女王フェアエルリの元だ。

　イザナの言を証明するかのように、階上へ出た途端、回廊左右の近侍詰所より、十数人のミスリル銀で武装したエルフが現れる。

「騎士階級か。結構強そうだ」

「剣も魔法も行ける人たちよ。スタイルは生前の貴方あなたに似てるわね」

「そりゃ怖いや」

「『聖邪』様！」「何事ですか！」「何な故ぜ我々に弓を引くのです！」

　近この衛え騎き士し達たちが口々に叫び、剣と弓を構える。奥には魔法兵までも並んでいる。

　彼かれ等ら彼かの女じよ等らを見据え、イザナは申し訳なさそうに告げる。

「ごめんなさいね。少し女王と話したいの。道を空けてくれますか？」

（すげえな、態度だけ殊勝だけど無茶しか言ってねえ）

　呆あきれるアルに同意するように、近この衛え兵へいの隊長らしき美丈夫が告げてくる。

「……流石さすがにその物言いは通りますまい。そこの骨兵含め、武器をお納めください。一度身柄をこちらでお預かりしますので──」

「じゃあ、押し通るわ。ごめんなさい」

「構えろー！　お捕らえするぞ！　手加減して敵かなう相手ではない！」

　即座にエルフ達たちが戦闘態勢を取る。先刻承知の動きだった。

「なんでお前こんな警戒されてんの」

「……………………………………滞在初期にちょっと」

　ちょっと何したのイザナさん。その思いがアルの中に生まれるか否いなかの境で、魔法と魔力弓が飛んでくる。

　威力も速度も申し分ない。数人は魔力駆動マナドライブすらも乗っている。精鋭であることが知れた。

「動剣『突光トツコー』」

　しかし。矢と魔法が届く前に。アルは既に集団の背後にいた。突き出した手骨には、鞘さやを被かぶせた神聖剣スカットゥルンド。

　鞘さやの先端には隊長のエルフ。理解が追い付いていない顔。

　結果は追い付いた。

　轟ごう！　と魔力風が螺ら旋せん。魔法と矢が吹き散らされ、兵達たちが中央の穴から吹き飛ばされる。

「ぐはっ！」

　一番遅れて近この衛え隊たい長ちようが吹っ飛ばされる。後に残るのは、全員が倒れ伏し、半数以上が気絶した近この衛え兵へい達たちだ。

「ば、ばか、な……戦神よ……不甲斐ない我らを許したまえ」

　くたり、とその光景を見届けた近この衛え隊たい長ちようが首を垂れて意識を手放した。

「陣組んじゃうんだもんな……それをぶっ飛ばすのが専門なんだって、俺ら」

　鞘さやを剣帯へと戻して、アルはすまなそうにエルフ達たちを見る。万の軍相手に少数で戦い抜いてきたアルとイザナである。固まった集団を崩すのは得手中の得手だ。

「派手にやったこと。ごめんなさい。後で癒やすから……」

　態度はイザナも同様だ。しかし行動には一切の躊ちゆう躇ちよが無い。すぐに歩みを進め出す。

　倒れ伏すエルフ達たちは為なす術すべ無くその後ろ姿を見送る。

「い、一撃……」「アンデッドだぞ、奴やつは」「くそ、二年前を思い出す……」

　死者と聖邪が回廊を行く。玉座の間が近付いていた。




　　　　○




「ぐあっ！」「なんだこれ……ちょ、取れない」「やだ、糸が絡からみついて……んんっ！」

　森の中に叫び声が断続的に響く。ハルベル達たちが先行して仕掛けた罠わなに、エルフの兵達たちが引っかかり始めた。進軍が、始まっている。




『クソ！　気をつけろ罠わなだ……おわああああああ！』

「また一人ネ♪」

　新しい糸を張りながら、音を伝え聞くための糸を持ったデケニーが足の一本をグッと立てる。

　ミクトラも枝を加工しつつ頷うなずく。距離にすればまだしばらくはあるが、

「罠わなにかかる者が増えだしたということは、相手も確実に前進しているということだ。いつまで保もつか……」

「さてネ。ただどーモ、思ったよりやるよーダ」

　デケニーが、くいくいと状況分析用に延ばした糸をつまむ。

「どういうこと……む！」

　ミクトラが聞き返すより速く、一キルほど先の森から光が立ち昇った。デケニーの表情がつまらなそうに歪ゆがむ。

「チ。糸を情報分解させられタ。……古代魔法カ」

「じ、情報？　しかし、古代魔法は森の深部でしか使えないとアルが……」

　疑問を声に乗せるミクトラ。しかし、主の知識を持つデケニーは面白く無さそうに答えた。

「何とかする方法を見つけたんじゃなイ？　決戦に踏み切った理由、その辺にありそうだネ」

「むう」ミクトラが唸うなり、「デケニー、貴女あなたは古代魔法がどんなものか知っているのか」

「古代魔法は概念を操ル、って話だヨ。強烈なのになると時間とか空間まデ」

「はあ!?」目を剝むく。「どうしようもないではないか、そんなもの」

「いやマ、そんなもん竜とか上位精霊が自分の魔力領域でも作んないト無理無理超無理だけどネ。エルフが小細工でなんとかしてるとなるト、もっと単純ナ──」

　デケニーが推測を進めた時だ。目前のミクトラが突如動いた。デケニーに向けて剣を抜き、振り上げる！

「！」

　硬質の音を響かせ弾はじけ飛とぶのは、一本の矢だ。デケニーの側頭部に正確に狙いを付けていた。

　即座に両者が飛来した方向を睨にらむ。だがそこには深い森があるのみだ。

「狙撃……だが、どこから？」

「これも古代魔法かネ？　めんどーナ」言いながら、少々の戦慄をデケニーは得る。

（アタシに反応をさせないとハ……ミクトラチャン、あの村で戦ってた頃とはまたレベルが違うじゃン。頼もしいネ……っト）

　デケニーが空を見上げた。「ツイてるネ」

　雨が落ち始めていた。罠わなの発見が困難になる。




　ミクトラとデケニーのいる地点より、数百メル砦とりで側の樹き。

「どうだ？」

「防がれた……！　勘弁してよ、遠見と古代魔法次々使うのしんどいんだから」

　舌打つのは二人組のエルフだ。一人が限定的な魔力駆動マナドライブを使う弓きゆう手しゆ、もう一人が相手を遠見して方向と角度を指示し、弓きゆう手しゆの矢に低級の古代魔法である『透過』を行使する。

「おまけに雨か……。罠わなの解除にはまだ手間取るのか？」

「苦労してるみたい。なんせ偽装も多い。一帯の糸だけを丸ごと情報変換なんてするには魔力も技術も足りないし、最悪精霊石が暴走する」

「木ごと吹っ飛ばすことさえできりゃな……クソッ、オーク達たちをなぎ倒すだけの仕事かと思えば」浅黒い肌の弓きゆう手しゆ、ダークエルフのデイルードが毒づく。「なんであの時の人間と魔物がいて、しかも邪魔してくるんだ！」

「知らないよ。オーク側の傭よう兵へい事情なんてさ……」

　遠見を切って眉間を揉もむ方は、耳の尖とがりが小さなハーフエルフ。ヒーサルだ。

「しかし、楽だっていうから副業に兵隊やってみたのに。フィネグンドも大概生いき辛づらいな」

「言わないでよ。その日暮らしの冒険者よりは多少マシでしょ」

「多少ね」とデイルードは口くちの端はを歪ゆがめ、樹きを降りる。遠見越しである以上、相方が再び遠見を発動し再発見するまでは再び戻って罠わなの解除作業だ。

　遅々とした速度ではあるが、進軍は行われている。

（しかし……オークが攻め込んで来ないのは何な故ぜだ。やる気がないとは聞いていたが、砦とりでを奪われてもか？　それとも、罠わなでこちらの戦力を削そいでから決戦するつもりか）

　──よもや、四人と三体で『フィネグンドとオートクルムの戦争』それ自体に喧けん嘩かを売っている存在がいるとは思いもしない彼かれ等らである。

　無理も無かった。




　　　　○




「シミュラルさ、あいつ好きな食べ物とかあんの？」

　あれから、数度の近この衛え兵へいによる襲撃を退しりぞけて。アルとイザナは玉座の間へ近付きつつあった。

「──ほんの数度、料理を作ったことがあるわ。鶏とり肉にく料理は喜んでたわね。ここだと、どうしても菜食が多目になるから」語りながら、思い出すようにイザナの目が細くなる。「まあ、何でも嬉うれしそうに食べてたけど……」

　嘆息。自分を責めるような。

「もっと、作ってあげれば良かった……」

「なんで暗くなってんだ。これから、いくらでも機会があんだろ。女王様の説得が済めばな」

「……ええ。そうね。そうだわ。──この先よ」

　三階への階段を上がると扉が見えた。この先が玉座の間だ。

「あっやべっ」

　最後の回廊に踏み込んだ瞬間、アルが黒剣を抜いた。

「アル？」

　自らとイザナの間に剣を走らせる。何かを斬きり割さいた魔法的直感。

「くそ、こっちが中心だったか！」

　アルの罵り。彼の周囲に黒い歪ゆがみが浮き、白骨を包む。

「空間操作……!?　アルヴィス！」「アルだっつの！　女王様の説得宜よろしく！」

　言葉を最後に、アルの姿がかき消える。

「っ……、ふぅ」

　聖邪は気を取り直して扉を見る。

「私、口くち下べ手たなんだけれど……」

　こぼしながら、開いた。広大な玉座の間、本来近この衛え兵へい達たちや元老が左右に控える空間も今は無人。女王は一人だけ、玉座に在って謁見者を見据えていた。

「失礼致します」

「……これが勇者一行の力。口ばかり達者に残る元老達たちも怯おびえて出てこぬ始末。ですが──失礼などと、ここまで攻め込んでおいて心にも無いことを仰おつしやりますな、『聖邪』殿」

「いえ──本当に悪いとは思っているのです。御迷惑をおかけしました」

　はあ、とエルフの女王──フェアエルリは大きく息を吐く。

「詫わびるならばお聞きしたいのですが」

「はい」

「何な故ぜ『空裂き』──いえ、もういいでしょう」女王の硝子がらすのような声が沈む。「勇者アルヴィスは、復活を拒んだのです」

「気付いて──おられたのですか」さしものイザナも息を吞のんだ。

「隠してはいても。シミュラルとの魔力波長の奇妙な一致、持つ剣の神威かむい……竜牙兵にはそぐわぬ超力。よもや、と思いましたがね。同時に、安心もしておりました」

「ああ──なるほど」つまりは、

「本人が死し霊りようとしてそこにいるならば、邪魔はするまいと──そう思っていましたよ、私は」だから、彼かれ等らがイザナと会うのも許可をした。「生き返る事の何が不満だったのです、彼は」

（ですよね）イザナは内心で謝りたくなってくる。それは、安心もするというものだった。正気を保った死し霊りように、復活などというものをちらつかせたなら。

（あまり、こういうことも言いたくないのだけど）

　イザナは苦々しく口を開く。約束を破ったのはこちらだ。筋というものがある。

「彼は、その、頭がおかしいんです」

　あー言っちゃった、と思いつつ。言った。

「な──に？」ぽかんと、美貌の女王は目を丸く、口を小さく開けた。

　イザナは語る。シミュラルの、もしくは新しい、自我すら産まれる前の命。彼かれ等らを作る自分。その犠牲すら拒んだ狂える骨を。

　聞き終えて。苦り切った顔で、女王は白魚のような指で顔を覆う。

「そんな──ことで。造られし命、でしょうに」

　女王の認識を無理もないと思いながら、イザナは返す。その造られた命を、我が子と想ってしまったのだから。

「そこに理があれば、躊躇ためらいなく自らを捨てる。そういう狂気ゆえに、彼は死し霊りようとなり、魔王オルデンは倒されました」

　世界に牙を剝むかぬ類たぐいというだけだ。人を愛し、人に愛され、それでも彼は狂っている。

「理解し難にくいですが……まあ、分かりました。それで？　自らの複製も許さぬ彼の元、何な故ぜこの城を攻めるのです、『聖邪』よ。そのような由よし、貴女あなたがたには無いでしょう」

「はい。ええと…………無む辜この民が犠牲になるし、戦争止やめませんか？　と言いに来ました」

　言葉に、女王より返ったのは笑顔。立ち上がる。

「勇者一党。力を盾に我が国へ対し身勝手極まる。その増上慢、ここで砕いてくれる」

　女王フェアエルリの右手へ長ちよう杖じようが現れる。神代より精霊領域に伝わる伝説級の武具。

（まあ、ドが付くほど正論よね。それは怒るわ）

　嘆息しつつ認めて、イザナも聖せい魔ま杖じようを構える。怒りに燃える女王を鎮しずめるために。

「学究に戻ってもらおうか。次は賓客扱いでは無い。虜囚としてな」




　　　　○




「っとと」

　視界に映る風景が変わる。雨を降らす空が見え、神在時様式の尖せん塔とうが天を突いていた。

　ジニフェアル城、屋上である。そのまま一階層分上層へ転移したとアルは察した。同時、前方へと骨身を投げ出す。

　音も無い一いつ閃せんが、アルの背骨があった位置を薙ないでいた。

「お前か」反対側を向くように骨体を組み直したアルが見たのは、黒こく鎧がいの騎士。アルは先刻の転移魔法を思い浮かべる。

「二人一緒に相手するつもりだったとは豪気なことで」

　黒騎士は答えない。バスタードソードと一般に呼ばれる大型剣を、やはり音も無く構える。

（さっきの転移……装置とかじゃ無く、魔力投射による空間支配歪わい曲きよく）故に、魔力を弾く黒封状態のスカットゥルンドで、イザナの分の範囲を斬り削ることが出来た。

「古代魔法使いか。たしかに、城の最さい奥おう部分は森の深部に入っているものな」

　続いた看破にも、黒騎士は一片の動揺も見せない。だが、

「──女王は、貴様を取り込む積もりだった」

　返答が来た。空気が直接震えているような声音。続ける。

「だが、『聖邪』には貴様が癌がんのようだ。故に、ここで滅ぼす」

「明快で結構なこと。でもまあ俺、癌がんもクソも骨だがね」

「骨も、癌がんにはなる」

「えっマジで──っとぉ！」

　またしても、音も無い斬撃。アルの黒剣が受け止める。

　そのまま、剣けん戟げきが始まる。全身鎧よろいと大型剣とは思えぬ速度で、黒騎士はアルの剣に追随する。

（こいつは……中々！）

　速度はシミュラルには劣る。しかし、魔力は同等、ともすれば上。

（毎度毎度、なーんでもっと楽なのが来ないかね！）

　横よこ薙なぎの豪ごう刃じんを、黒剣で受けながら側転でいなす。そのままの動きで、

「動拳『転蹴・旋』！　よいしょお！」

「！」兜かぶとの横よこ面つらを蹴り飛ばした。

　頭が飛んだ。

「え─────！」顎骨が明確に外れるほど開く。「そ、そこまで強く蹴ったつもりは……！」

　瞬間。首無し騎士の腕が動いた。

「！　あっ、ぶ────！」

　ぎりぎりで、返しの刃と肋ろつ骨こつの間に黒剣を滑り込ませる。

　衝突。防いだだけ、と言う格好で人骨が吹っ飛んだ。屋上を転がりながらアルは見る。黒騎士の首から漏れる黒い気を。彼はそのまま、頭部を拾い小脇に抱えた。

　アルは敵の異常なまでの無音の理由を悟る。全てが、魔力。

「死精霊デユラツハンか……！」





◆死精霊デユラツハン（人間敵対度……無し。本来敵対する存在ではない。しかし遭遇自体が死を意味する）

　死の概念に宿る上位精霊。

　上位精霊とは、物質や作用に宿る精霊と比較し、概念や通念上に宿る精霊を指す。一般にそれは、概念を司つかさどる神々に近い性質を持つと言える。乱暴に言えば、二者の違いは在り方の違いだ。神々にとって司つかさどる概念は扱える力と同義だが、精霊はあくまで宿る概念の一部が意思を持ち現出している状態を言う。

　ともかく、死という概念に宿る上位精霊である当該精霊は、死が近い人物の元に現れ、死に様を予告するとされる。その行動自体の意図は不明である。

　死を予告した個体を打倒すれば死を回避できるという言い伝えが存在するが、真偽は不明。

　ともあれ、上位精霊だけあり能力は非常に高い。向こうから戦いを挑んでくるようなことはまずないが、仮に戦闘を挑むのであれば、呪いによる即死、高位の闇属性魔法、極めて強力な魔力駆動マナドライブ、敵方に有利な魔力領域展開を破るだけの対策が必要。



　勇者アルヴィス曰いわく『そもそも上位精霊が出てこれるような環境じゃないと現れるも何も無いので、今の世じゃほとんど御お伽とぎ噺ばなし。ドラゴンよりレアなので気にする方がアホらしい』




（あるじゃん、喧けん嘩かする状況！　事典にもうちょいまともなこと書いとけば良かったなー！）

　アルはどうにか屋上から落ちる前に立ち上がり、死精霊デユラツハンを見据える。

「フィネグンドと上位精霊が住む大森林深層。エルフ達たちは魔力が富む森に住まう代わりに、上位精霊が存在していられる中央深層の環境を守る」

　死精霊デユラツハンは無言。自分の首を持ったままだ。鎧よろいの隙間から闇が漏れる。それが、主と同じく首無しの騎馬車を構成した。乗り込む。

「互いの意思交換はどうしてるのかと思ったが。答えは単純、代表が派遣されてたわけだ」

　車上の騎士となった死精霊デユラツハンが、やはり音も無いままアルへと突っ込んだ。

「とわったぁ！」

　叫びつつアルは轢れき死し骨こつコースから外れる。白骨が避けた先、髑どく髏ろの前には髑どく髏ろがあった。

（これは────！）周囲を見る。アルと死精霊デユラツハンがいる屋上、幅十メルほどの直線。それを囲むように数百数千もの死者の列がある。（魔力領域！）

　己の領地にいる上位精霊や、竜などの魔力隔絶種のみが可能な、自分に有利な空間を創り出す結界の一種だ。

『『『『『『アガラバ　ビアラ　バズドルム　ビャア！』』』』』

　左右にずらり。死者達たちが歌う。それは、神代から今までの内に失われた、世界の何ど処こかの鎮魂歌だ。この死精霊デユラツハンが予告し、昇天し、そして遺った、魂の抜け殻たち。その歌声の効果は、

（生身だったら、常に魂が抜かれる干渉を食くらうとこだな──む！）

　既にして死し霊りようのアルには影響は無い。だが、死者の歌は同時に死精霊デユラツハンへと力を与える。

　──影の触手が地を伝い、アルのブーツ……その下の足根骨を摑つかんでいる。

「ちょ……おい」

　アルの危惧に応えるように、再び騎馬車が走り出す。

「マジかああああああぁぁぁぁあ！」

　足から吹っ飛ぶように。重量的には軽い骨格が引ひき摺ずり回まわされる。

「ぐっ！　おっ！　だっ！　おいこの！　ぐえ!!」

　悲鳴を上げる人骨を引ひき摺ずる、首無しの騎馬車。戯画のような光景だが、実情は壮絶だ。何しろ、魔力が形を取った死精霊デユラツハンの騎馬車だ。通常では不可能な急制動・角度の回転。さらに、

「～～～～ッ……！」

　轟ごう音おんと共に、アルの体が尖せん塔とうの壁に打ち付けられる。崩れる石壁から引ひき摺ずり出だされ、走行が再開される。

（ぐぅぅぅぅ……まだ、まだだ、まだ……！）

　文字通りに骨がばらばらになりそうな状況を耐え、アルは防御に徹する。伝説級の装備である外がい套とうが、魔力で操作され各所で衝撃を和らげる。

「……砕けよ」

　影の触手がアルを逆さに振り上げた。そのまま、屋根へと叩たたきつけるべく。

　しなる触手が、アルを頂点まで持ち上げる。一瞬だけ。アルが空中で静止する。致命的な落下、直前の僅かな静寂。

（こ・こ！）魔力を一部、切る。

　影の触手が驚異の速度で落ちる。しかし、そこに追随する白骨は──腓ひ骨こつまでだ。

「ざん・ねぇん！」宙に留まっていたアルの一いつ閃せんが、影の触手を斬り飛ばす。

「足の骨を……」騎馬上の死精霊デユラツハンが忌いま々いましげに呟つぶやく。

「外してました！　返せこの！」うねる触手から、右みぎ腓ひ骨こつから先を取り返す。

「ぜえ……ぜえ……くそ、やっぱまともにやると勝ち目ねえか」

『『『『『『アガラバ　ビアラ　バズドルム　ビャア！』』』』』

　死者達たちの歌が、再びアルの仮想聴覚に響きだす。死者の奏列からはぐれたような風体のアルと、倍近いサイズに変貌し体中から影の触手を蠢うごめかせる戦車上の死精霊デユラツハン。

　騎馬車がアルへと向き直る。

　深層領域における上位精霊の力は竜に迫る。畢ひつ竟きよう、それは世界最上位の力と言うことだ。

「この列に並ぶが良いい。かつての勇者よ。貴様の役目は、魔王を滅した時に終わったのだ。未いまだこの世に在るが間違いよ」

　空間を圧する声を死者達たちが称たたえる。死の具現たる精霊を。

「……なーんだい。バレてたの」

　しかし。死者と支配者のみがあるこの空間において。

「──が、心の師匠のお墨付きを否定されたんじゃあ、黙っちゃいられないな」

　たった一つ。剣持つ骸むくろが挑む。幼き心に許された己の存在を以もつて。

「せっかくだ──俺が今、ここに在るのが──間違いかどうか、試してみろよ」

　白光が閃ひらめいた。




　　　　○




「おいおイ！　弓飛んできたヨ！」

「挟まれたか……！　デイルード殿にヒーサル殿も！　軍に参加したのか」

　フィネグンド領地より北へ一キル辺りの森。ミクトラとデケニーは窮地にあった。

　侵入したオートクルム兵と交戦中、エルフ兵の偵察隊にも捕捉されたためだ。

「どーすんのこレ！　けっこ難儀だヨ！」オーク兵を蹴っ飛ばしつつデケニーが叫ぶ。

「ぬぬう……ええい両方倒す！　寡兵であるという情報を持ち帰られると面倒だ！」

「マジカ！　ヒヒ！　でも結構いいネそレ！　ミクチャン、気に入ったヨ！」

　互いの相手を叩たたき伏ふせ、一人と一体が背と出糸部を預け合う。

「てめえら！　なんで人間とアルケニーがエルフの味方やってんだ！」

　オークからの怒号。ミクトラ達たちに急襲され、半分ほどを倒されている。

「人間と魔物とオークの混成部隊か！」

　樹上からの声。エルフの先遣偵察隊だ。

「？」「？」

　だが。オーク達たちはエルフの言う台詞せりふに、エルフ達たちは明らかにオークを殴っているミクトラ達たちに眉をひそめた。

「全員来てるか？」ミクトラの問いかけに、

「うン。納まっタ」デケニーが糸から伝わる振動を感知し、答えた。そして。「よいしょオ！」

　糸の結界が、一帯を取り囲む。




　十数分前。雨中の河上にて。

「北方五百メル辺りにオーク達たちです。数は十ほど。偵察でしょうが」

　森の中から舟へ帰ってきたデケニーとミクトラへ、周辺を探っていたシミュラルが言う。

「森へ入ってきたか！」「どうするんっスか？」「エルフの人ひと達たちがじりじり北上してるから、出会っちゃうよね」

　状況を整理しつつ、ハルベルが川の水を渡す。実働班であるミクトラとデケニーの運動量は相当なものだ。

「無論、撃退する」蜘く蛛も体たいの背から降りたミクトラが、自分とデケニーを指さした。

「やれやれ、休憩する暇もないネ」

　蜘く蛛もの死し霊りようは、水の他に途中で調達した果物、さらには魚、昆虫までぼりぼりと食べている。大量に消費した糸を生産するためだ。

「どうにか一部隊ずつ対処したい所ですね。偵察隊とかちあった場合、お二人で両軍片付けるのは些いささか骨でしょう」シミュラルが気遣って──、思いついたように付け足した。

「ほ、ほら、お父様では無いのですから」

　一瞬、間があって。

「！　あ、ああ！　骨が！　冗談ですか！」「んんんんんんんン……」「シミュラル様、下手へたっス」「ひとつアルと似たとこ見つけた」

　シミュラルが見た目年齢相応の膨ふくれっ面つらを見せた。




　時は戻る。周囲を閉じた糸に、

「っなっ……！」「何だぁ!?」

　ダークエルフ──デイルードと、オークが揃そろって驚きよう愕がくの声を上げる。

「逃げ道消しタ！　数は残り十八！　狩リノ・時間ダ！」蜘く蛛もが高らかに宣言する。

「────よし！」女冒険者が果敢に笑う。

　人間と魔物が、オークとエルフ双方へ襲いかかる。

「「おあああああ！」」

　即座にオークとエルフ、一人ずつがなぎ倒された。

「はっ……速っ！」「どっちも魔力駆動者マナドライバだ！　複数でかかれ！」

　オーク達たちは協力してミクトラに立ち向かい、エルフ達たちが一斉に樹上へ逃げる。風属性魔法の『フローティアル』だ。

「あっコラ！　逃げんナ！」

　樹上で糸を避けながら、エルフ達たちの矢が木々を透過して飛ぶ。甲殻部分で払ったデケニーが、

「ヌッ！」思わぬ衝撃に異貌の美を歪ゆがめる。

（さっきの『フローティアル』といい、強化魔法の達者な奴やつがいるナ）それも、全員がその恩恵を同時に受けている。（古代魔法カ。クソ地味だけどめんどーナ）

　蜘く蛛も糸いとの盾を作り始める。ミクトラの方はオーク五体に対し優勢に立っていた。魔力駆動マナドライブの優位は揺らがない。しかし、

（遅滞したらこっちのもんだよ。……畑の恩を仇あだで返すのは悪いけど！）

　エルフ達たちの最後列で、ヒーサルが笑った。その唇からエルフ語の詠唱。精霊石が輝いた。

「『無尽』」そして別のエルフが。「『エナジアロウ』」

　満ちる魔力に、オーク達たちとミクトラ、デケニーが振り返る。

「っ!?」「チッ、攻撃魔法もかヨ……しくじっタ」

　中空に現れた矢が、数十に分裂する。一帯へ降り注ぐ。




　　　　○




『エグゼ・フュネラル』の光こう芒ぼうがイザナへと向かう。

（ちぇ。駄目か）

　微かすかな舌打ちと共に、イザナが後背の白光をそのまま盾にして相そう殺さいした。

《オオオォォォォォオオオオ……》使し役えき死し霊りようが呪わしげな声を上げて防御に復帰する。

「ふむ、己が最上級魔法を苦も無く防ぐとは流石さすが」

　魔力の余波が広大な玉座の間に響く中、余裕の笑みを見せるのは精霊領域フィネグンド女王・フェアエルリだ。

　先の『エグゼ・フュネラル』は女王の放ったものではない。

「空間支配……見事な古代魔法の御お手て前まえ」

「ふ、専門で後れを取るわけにもいくまい？　──捻ねじれよ」

　ぎち、とイザナの周囲が歪ゆがみ、一瞬の均衡の後に硝子がらすが割れるような音と共に歪ゆがみが戻る。

（全く。ようやく隙を突いて発動したっていうのに）

　転移魔法──召喚転移魔法などとは違い、魔方陣などの縛り無く、掌握した空間全てを好き勝手に繫つなぎ、離すことが出来る。イザナとて、魔力による防御が無ければ自身のいる空間ごと引き裂かれる。

（古代魔法の比べ合いでは勝負にならない、か）

　イザナの古代魔法研究は生命創造・促成と魂・魔力の定着だ。こと戦闘分野においては鈍い。

　稀き代たいの古代魔法使い。それが、フェアエルリの肩書きと言える。無論、通常の魔法も多く皆伝位マスター・練達位アデプトにあるが、

「野で戦えば、私は貴女あなたに膝を屈するであろうな、聖邪。しかして此こ処こは我が陣地。古代魔法の行使が適かなう精霊深層領域」千年樹の杖つえが一ひと際きわの光を軋きしらせる。「この場において、我が魔業は十堕臣をも凌りよう駕がする──即すなわち、貴女あなたをもだ。この国で、女王に敵かなうと思うな……！」

　女王の看破にも、イザナは驚きを示さない。精霊領域への難民の中には、瓦が解かいした堕人軍に所属していた混血エルフ達たちもいたと知っているからだ。イザナが魔王軍を裏切る際、希望する者には人類側への退路を示している。

「複製勇者の計画は兎とも角かく、貴女あなたの研究により限定的な古代魔法の行使が外部でも可能になった。オートクルムの軍はほどなく壊滅する。貴女あなたの手の者が抵抗しようが、無駄なこと」

　硝子がらすの声が歌う。

「さて、どうでしょうか」

　聖邪の疑問に、しかし返るのは嘲笑だ。それも道理で、如い何かに魔力駆動者マナドライバがいるとはいえ、兵数四（とソカリィ）で軍を相手する。土台無理な話だ。常識以前の問題である。

　だが。それでも聖邪はにこりと笑う。

「あの子達たち、結構やんちゃですよ。──女王様よりもお強いかもしれませんね」

　笑顔がかち合って。

「終わりだ。貴女あなたも彼も、何もかも。此こ処こで我等に刃向かう無謀を知れ」

　フェアエルリが杖つえを掲げる。短い圧縮型詠唱だが、それだけでイザナにはその魔法が分かる。

（『バンファリィ』。上級火属性。私と──の防御、二枚で十二分に防げる）

「『無尽』」

　しかし。一つの『バンファリィ』により生まれた火か焰えんが、またたくまに空間全体に増殖する。

「っ！　『ホーリィフェンス』！」『＠＊[image: せみころん]｜￥＃！』

　意図を察して、聖邪と死し霊りようが二重の防御魔法を発動する。

　直後、空間を渡った大量の『バンファリィ』がイザナの周囲を覆い、連鎖的に爆発を起こす。同時に空間が閉じる。爆発が密閉される。

「────────!!」

　イザナが何事かを叫ぶ。だが、閉じた空間に阻はばまれその音は届かない。

　軍単位の魔法使いによる多重爆撃。それに数倍する熱量がイザナの周囲数メルの閉鎖空間で咆ほう哮こうした。




　　　　○




　そして。森の中でも。連鎖して弾はじけた魔法の矢が残り火のように音を立てる。

「お……驚いたネこリャ……」デケニーがよろめき、呻うめく。「クソみたいに劣化はしてるけど、魔王様の技じゃんカ」

「なんだと……！」

　血を流し膝立ちになりつつ、ミクトラが戦慄する。




　──戦争の最初期、魔王オルデンが複数の会戦で見せたのが大魔法『無辺業』だ。これは同時に扱う魔法の射程・範囲を極大まで広げるもので、魔王はこの力により数万の軍隊を超々遠距離から一方的に撃滅してのけた。

　連携を取っていなかった頃の各国は、詳細な情報を摑つかむ前にこの魔法により同様の壊滅的被害を出している。十万を越える犠牲により魔王のカルマは増大し、その力をさらに強めた。

　なお、魔王決戦に際した大会戦においては、大魔導師フブル・タワワトが開発した大儀式超長距離貫通魔法による、魔王城への直接攻撃がこれに対抗した。彼女無くして、人類の決戦勝利は無かったとすら言われる。

　余談だが、オルダネル帝国魔法学者のキーフ・アキルは「戦争初期の五ヶ国の犠牲は魔王の力を強めるためあったようなものだ」といらんことを言い、総スカンを食らって職を追われた。




「う、うう」「ぐお……」

　横目でミクトラがオーク達たちを確認する。全員が倒れてはいるが、死人は無い。威力も劣化してはいる。だが、

「多分コレを本隊の集団に使って攻撃魔法を連発。森を抜けた場所に展開するオートクルム軍を吹っ飛ばす気だネ。魔王軍の真似まねとカ、ふざけたもんダ」

　仮にこれが、集団での行使により町や村に向けられれば。ミクトラの背中が粟あわ立だった。

（我々も、もう一撃貰もらえば危険……！）エルフ達たちに向き直る。「接近する！　デケニー」

「援護するヨ。やり返さなきゃぁネェ！」

　ハルベルの強大な魔力支援を受けたデケニーも、まだ動ける。エルフ達たちへ槍そう糸しを飛ばす。

「散ッ！」エルフ達たちが樹上から飛ぶ。

　ミクトラは魔力の足場を作り、古代魔法使いに狙いを定めようとし──

「踏メ！」

　デケニーの叫びに即応した。かわされた槍そう糸しが、木々に貼り付いている。

「おおおおおおおおお！」

「んなっ……！」

　一直線に糸の上を駆け抜ける血ち濡ぬれの剣士に、エルフ達たちの反応が遅れた。冒険者の速度はその隙を逃がさない。

「ヒーサル殿ォ！　頭を守れ！」

「っ!?」

　反射的に後頭部に手をやったヒーサルの脇腹に、魔力補強により打撃武器と化したミクトラの剣が叩たたき込こまれる。

「げえっ！　ちょ、う、噓うそつき……！」

「いいや、今から必要だ！」そのまま、地へと振り抜いた。

　背中から叩たたき落おとされたヒーサルが、肺から空気を絞り出して悶もん絶ぜつする。その時には既に、ミクトラは糸を蹴り次のエルフに狙いを定めている。

「くそォっ！　やりやがったな！」

　罵るデイルードからの矢が彼女の肘当てを抉えぐった。中空でバランスを崩す。

「今だ！　落ちたところを」

「な・ん・のぉおぉぉっ！」

　地に背中を向けたミクトラが、逆しまの視界で矢の方向を睨にらみ叫ぶ。同時。彼女の足下に魔力の足場が発生した。蹴る。

　曲芸のように宙を跳びはねる。姿勢を反転させ、木の幹を蹴り、さらに加速した。そのまま、矢の狙いを定め損ねたデイルードへと体ごとぶつかる。

「ぐぁっ!?」「デイルード殿、失敬！」

　即座に背後に回り込み、気道を絞める。ほどなく、ダークエルフの体から力が抜ける。

「やるじゃァン」

　弓矢が体のあちこちに刺さるデケニーが笑った。こちらも、一人のエルフを糸で巻いていた。

（あと十人……！）

　ミクトラが、糸の結界内部のエルフ達たちを視線で射貫いた。

　上手うまく不意を打てたが、魔法の傷に加え、オークは全て倒れている。デケニーも、罠わなの設置から戦闘までこなし、万全からは程遠い。

　状況は完全に不利。それなのに、彼女達たちの尋常ならざる眼光が森の住人達たちを戦おののかせる。

「なんなんだよこいつら！　オークとも戦ったと思えば……！」

　ミクトラの精神が昂たかぶる。名乗りの時だ。

「我が名はミクトラ・クート！　無む辜この民の守護者たる主と共にある者！」己が魂と剣を捧ささげた誇り高き白骨を想おもう。

　お、とデケニーが主眼を三日月にする。

「加えての名はミク・ト・ランテクート！　誇り高き血を継ぐ者！」自らを育てた家族を想おもう。

　そして──心で、認める。

「そしてこの地で今ひとつ！　一体なる魂の名はランシワ！　勇の心持つ、エルフと精霊の間に在りし者！」自らを産んだ二者。顔すら知らぬ彼かれ等らと、自らの分身を想おもう。

「…………取り替え子か！　何な故ぜわざわざ我々に牙を剝むく！」

　エルフの一人が忌いま々いましげにわめく。

「ご回答ハ？」デケニーはただただ面白げに問う。

「──やりたかっただけだ！　名乗りもな！」

　明快に切って捨てて。ミクトラのハイになった心と体が湧き立つ。──そこで、視界の変化に気付く。地面に。空に。濃く薄く、立ち昇る野火のような。

（これは？）

「このっ……！　魔力を乗せて射うて！　容赦するな！」

　苛いら立だつエルフ達たちの声を聞きながら、ミクトラはそれがなんであるか本能的に悟る。

　踏み出す。速度に乗る。そして彼女の胸目掛け、音すら裂く矢が飛来する。

「獲とった！」弓きゆう手しゆのエルフが会心の笑みを浮かべた。

　速度に乗った瞬間を狙ったカウンターだ。如い何かなる身体能力をもってしても、人間の制動能力上避けられない。

　しかし。滑走路の上を行くように。速度を落とさぬままミクトラの疾走が曲がった。矢が地面に突き立つ。

「へエ」デケニーが、今度は珍しそうに呟つぶやいた。「体、戻れなくならないよーに気をつけなヨ」

　ミクトラが迅雷の速度そのまま、中空へ滑り上がっていく。まるで、見えない波に乗っているかのよう。その足先が陽炎かげろうめいて揺れている。

「せ、精霊化……!?」

「だぁっ！」また一人、エルフが剣に打ち倒され地面に落ちる。

　自然の中にある魔力の流れ。それを感知し、体を一体化させ自らを乗せる道とする。生存のため眠らせた強い精霊の血が、出自を認めたことで目覚めたのだ。

　そしてここは、深層ではないとはいえ精霊領域。魔力は自然の中に多くある。

（まだ疾はやく……！　弾はじけろ！　飛べ！　奔はしれ！　『聖邪』様にこの剣、届くほどに！）

　疾はしる。魔力線の切れ間を飛び、新たな線に乗る。それはエルフ達たちですら見ることは適かなわない。

　宙を走り、魔力駆動マナドライブする剣士。その超常の存在に、翻弄されるエルフ達たちが一人、また一人と打ち倒されていく。

「なんなんだこいつは……っが！」

　叫ぶエルフがまた一人、背後から糸に引き倒される。

「アタシも忘れちゃ駄目だヨ」

　死し蜘ぐ蛛もが巨体を木々に潜ませ、ミクトラに追われたエルフへと食らい付く。

「はっ！　はあっ……！　あと、五人……！」

　死に物狂いで迫る剣士と魔物に。エルフ達たちの目にはっきりと怯おびえの感情が産まれ始めた時だ。ばづん！　という音が空間へと響く。同時、降り注ぐ矢雨。

「ぐ！　あっ……！」「うわやバ！」

　たまらず、ミクトラも地面へと落とされる。数本が掠かすめ、左肩に一本が突き立った。

「結界が破られタ……！　もう一隊いたカ！」

　エルフ達たちは二隊を持って前進していた。ある程度の横の距離を保ち、片方が前進し、陣地を確保してからもう一隊が進む。並列したところで、また一隊が前に出る。ミクトラ達たちを捉えたのはこの片方だったのだ。連絡が来ないことを訝いぶかしみ、合流して来たのである。

　現れるのは十数人のエルフ達たちだ。無論、糸の結界を消失させた古代魔法使いもいる。

　残っていたエルフからの報告を受け、新手がミクトラ達たちに矢の狙いを定める。

（ここまでか……！　どうにか退ひかねば──）

　そこへ。

「よいしょ───────────!!」

　真横から、猛スピードで巨大な何かが突っ込んだ。

　何か──としか言いようがないそれは、無理に形容するならば四よつん這ばいの首のない巨人、という代物だ。それが、エルフ達たちを蹂じゆう躙りんし出だす。

　叫び声が連鎖する。同時に、首無し巨人の背から何発もの魔法弾が撃ち放たれる。

「な、何事だ!?」

　慌てるミクトラに、巨人の背から声が返る。

「いたー！　じっとしててよふたりとも！　いくよソカリィ！」「はいっス！」

「こ、この声は……ハルベルか!?」「あらマ、女帝サマ」

　首無し巨人の正体は、木枝を大量に継いだ剛足を四本付けた小舟に乗ったハルベル達たちだ。

「こ、これは……、どうしたのだ？」

　呆ほう然ぜんの問いに船上から答えたのはシミュラルだ。

「ソカリィさんが死し霊りよう分類であるならば！　小舟にもハルベルさんの強化が可能なのでは？　と思いついたのですが！」

「まさかこんなんにされるとは思わなかったっス！」半泣きのソカリィである。

「そんなわけで、助けに来たよ！」

　そして、ソカリィ舟戦車が壊乱状態のエルフ達たちに再び突っ込む。

「げ、迎撃しろぉ！」

　エルフの指示。複数の矢と魔法が、人からすれば大きな的を狙う。

「な・ん・のォ!!」

　しかし。ソカリィ戦車がその脚を使い、立体的な機動で木々の間を跳ねて攻撃をかわす。さらに船上からシミュラルが魔力弾を放ち、エルフ達たちを打ち倒していく。

「砲台代わりならば、今の私でも！」

「おのれ！　着地を狙……ぎゃっ！」

　範囲魔法で吹き飛ばそうとしていたエルフの腹へと叩たたき込こまれたのは、ミクトラが鞘さやごと投とう擲てきした剣だ。蜘く蛛もの姿になったデケニーが聞く。

「オミゴトー。デモイイノ？　流派テキニ。剣トカナゲテ」

「ぜい……ぜえ……動けんのならば、仕方、あるまい」

「くそっ……！　なんだこの戦力は！　聞いてないぞ！」

　エルフ達たちが、立てる者達たちを連れて引いていく。

「……よし！　私わたし達たちも一回引きましょ」

　やってきたハルベル達たちが、デケニーとミクトラを舟に引っ張り上げる。

「ああ。相手はこちらの戦力を見誤ったはずだ。また罠わなを張って遅滞させれば……」

「このまま残りのエルフ達たちも撃退出来るのでは？」

　ミクトラを治癒しながらそう問うシミュラルに、ハルベルがぶんぶんと首を振る。よく見れば、その顔はぷるぷると震えている。

「この、足の維持が難しくて……気を抜くと解けそうなの」

　ハルベルは未いまだ死し霊りよう術じゆつの本格的な指導を受けていない。無理もなかった。

　さらに言うならば舟戦車は、先のように奇襲でもなければ的になりやすい。正面切って戦うならば随伴する者が必要だが、ミクトラもデケニーも今は疲労が大きく、シミュラル一人では流石さすがに手が足りない。

「あとね」ぷるぷるを続けつつ、言う。「跳ね回るとすんごい酔うの。正直もう辛つらい」

「ああ……なるほど」深く納得するミクトラである。

「でも、この人たちどうするっス？」

　童子側のソカリィが示すのは、倒れているオークとエルフ達たちだ。

「とても全員連れては行けませんし、先に起きた方から戦いが再開するでしょうね」

　思案する一同の中で、ぴょこり、と脚が上がる。デケニーだ。

「ワタシニ名案ガアル」




　　　　○




「ダイスくん！　もう、どこに行きましたの！」「ちょ、ペリネ、声大きいって。ここ学園長室の前だよ～」「向こう行って、みよう」

　ぱたぱたと、足音が遠ざかる。扉の内側にあって、探されている存在──ダイスはけだるげに鼻息を鳴らす。幼い少年であるが、その所作は老成していた。

「隠れんぼなんぞにここを使わんでほしいんじゃが」

「呼ばったは貴様だろう。ついでに来てやった」

「それ何日前だと思っとんじゃ全く」

　毒づくのは、こちらも幼い少女だ。名はフブル・タワワト。

　両者とも、外見に反してその精神年齢は遙はるかに上だ。

「ハン。で、どうじゃ、初めての学校生活は」

「面倒だ。──あのペリネーテスとか言う節介者は何とかならんのか」

「なんでじゃ。ええ子じゃろ。……ああ」何かに気付いた様子で、フブルがにまりと笑った。「姉君と本質が似とるから苦手なんじゃろ」

「黙れ古ふる狸だぬきが。世間話なぞに呼んだのなら帰るぞ」

「そう言うな。話っちゅうのはな、アルヴィスとイザナがことよ」

　前世の宿敵達たちの名を出され、ダイス少年の片眉が上がる。

「儂わしも、思い返してみればフィネグンドにイザナがおる可能性は低くはないと思う」こつこつと、小さな指が大机を叩たたく。「あんま当たって欲しくない予想じゃがの」

　手近な椅子を引き、乱雑にダイスが腰掛ける。

「何の心配だ」

「現女王は──昔会ったんじゃがな、ちと激情の気が強い。下手へたをすれば」

　半眼で、フブルが人差し指を打ち付け合う。

「ハ。あり得る話だ。アイザノムのみならばともかく、あの狂った骨まで加わればな。だがまあ、仮にあの二者が揃そろうならば」

　フブルの背後の窓から、ダイスは空を眺める。今は亡なき白竜の姿を探す。

「片方があの無様な姿だろうが、今の世に抗する者は少なかろうよ」

「いや、他国に喧けん嘩か売る時点で困るんじゃけど……やめて……」

　机に上半身を突っ伏したフブルの泣き言は無視して、少年が続ける。

「貴様等は揃そろって面倒だったが、あの二人の組み合わせは極めつけだ。──あやつら、本当に何も無かったのか」

　視線を転じてフブルに向けると、彼女は気まずそうにそっぽを向いた。

「おい」

「儂わし、結構お膳立てしたんじゃけどもなあ……」




　　　　○




　死精霊デユラツハンの魔力領域の中。白い光が死者達たちの歌を圧して輝く。

「これ、は──」

　神聖剣スカットゥルンドの最大解放。

「ここまでやるのは死んでからは初めてかね……。最近ちょっと丈夫になったもんで」

　今やアルを覆っていた黒こく鎧がいは右腕に集まり、竜の口とも言うべき異形の小手を成している。牙に挟まれた剣が、荒れ狂う激光を撒まき散ちらし、結界の端から綻びを生じさせる。ただ、そこに在るだけで。神なる剣は死を留とどめることを許さない。

　ならば、何な故ぜそれを持つ死し霊りようは。死精霊デユラツハンの意図を察して、白骨が答える。

「痛いは痛いよ。でもこっち来る前に制作者に調律してもらったかんね」

　首の無い馬が、怯おびえるように声無くいなないた。

　調律。死し霊りよう術じゆつを行った本人・イザナによる、骨格を流れる魔力の調節や補修、竜牙との接続の調整などだ。これにより、

「魔力の流れがよくなってね。まあ今の俺、生きてる頃の六割ってとこなんだけど。──一瞬なら、


八割行ける」



　声の最後は、死精霊デユラツハンの直下から響いた。転移したかと錯覚するほどの瞬速歩。

「動剣『瀑バク龍リユウ』」

　逆しまに迸ほとばしる滝のような。白光の奔流が結界の天を裂く。

　その巨きよ軀くの半分近く。容赦無くこそぎ取られた騎馬車が、生物でないゆえにそれでも旋回を行ってアルへと迫る。

「…………!!」

　多数の影による触手と大型剣が、全方位を塞いで白骨へと振り下ろされる。

「静剣『円』」

　最も早はや白色の球体。超高速で振り回され、本来は剣けん閃せんの円を形作る超難度の剣技。だが今のそれは単なる全方位の迎撃に留とどまらず、触れれば吹き飛ぶ円形の『力場』だ。

　大型剣と影触手を弾はじかれ、体勢を戻し──死精霊デユラツハンは己が右腕が消失していることを知る。

　魔力では死精霊デユラツハンが勝る。しかし、アルは技の発動時、力を一点に回し一瞬のみ同等の出力を得ている。そこに神聖剣の力と、東国の魔技が加わると──

（圧倒、されている……！）

　出力差を力尽くで覆くつがえす。矛盾する難題を、比類無き技量が成立させる。
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　王城の玉座の間に、爆ばく轟ごう深しん紅くの華が裂く。

　その開花は静寂。閉じられた空間越しの女王フェアエルリには響かない。ただ硝子がらすにも似た眼めが冷たく眺めるのみだ。

　直撃すれば成竜にも損傷を与えられる『バンファリィ』の二桁を越える多重密閉爆撃。人間の魔力駆動マナドライブではひとたまりもなく、仮に上級の防御魔法を二つ程度重ねたところで意味は無い。

「ちと用心が過ぎたか──蘇そ生せいの準備をせねばな」

　爆煙が薄らいでいく。死体を確認すべく、女王が歩みを進めた瞬間だ。

《図に乗ったな、小娘》

　フェアエルリが周囲を見回した。声。明らかに聖邪──イザナのものではない。

《おかげで私が起こされた。礼を言おう》

「っ？」

　視線を戻して、女王は気付く。煙の中から、四つの眼光が彼女を見返していた。

《ふぅぅぅぅぅうう────────何年ぶりだ、完全顕現は。なあ、主よ》

「無駄口は、いらない。やりなさい……キュリアン」

　黒く燃えるような光放つ瞳に、沈み込むような声。フェアエルリは知りようがないが、それはかつての堕人王のテンションだ。

　くつくつと、完全に姿を顕あらわすまでに魔力を込められた使し役えき死し霊りようキュリアンは嗤わらう。己以外の全てを嘲弄する。それがこのハイエルフゴーストの性格だ。

《承うけたまわった承うけたまわった。久方ぶりの体だ手足だこの顔よ。せいぜい楽しむとしよう》

　キュリアンの赤い瞳が女王へと向けられる。同族の視線を彼女は見返す。

（どうやってしのいだ……？）

　女王は思考する。破壊力的には防御魔法を差し引いても十二分を越える。

（ならば、あの死し霊りようが使ったのは防御魔法ではなく）

《無論、古代魔法である。小娘、お前の空間支配に干渉してやったまでのこと》

　考えを見透かしたかのようにキュリアンが答えた。

《死し霊りよう術じゆつの基本にあるようだ。『自らが扱えぬ技法ならば、死し霊りようにさせればよい』。いや全く至言だ！　この万能全能至高たる私がいるならば！》

　この雄お叫たけびにも似た自賛にフェアエルリが目を剝むく。イザナが呆あきれた声を発した。

「貴方あなたは補助魔法がさっぱりでしょうが」

《聞こえんな。ああ、程々に達者な空間支配だったぞ、小娘。今代のフィネグンド王であるか》

「貴様……キュリアン、と言ったか。その名を持つハイエルフなど居るはずが無い」

　何な故ぜなら。フィネグンドにおいてその名は絶対の忌いみ名なだ。神々が未いまだ在る世に産まれた、キュリアンと名付けられたハイエルフ。彼は魔法の道へと傾倒し、破壊の限りを尽くした。旅立っては災厄を世界に撒まき散ちらし、神を嗤わらい、人を嘲り、魔物を蔑んだ。その暴虐にあって、遂ついに神の啓示を受けて立った肉親との激闘数週間に渡り、その末に彼は倒された。

　以後、フィネグンドにおいてその名は顧みられることすらなく、禁語にすら近い。

《何な故ぜだ、本人を前にして。悲しいことを言う後進もいたものよなあ》

　美しい顔をわざと歪ゆがめて。嘲笑極まった顔を見せる。

「『聖邪』……！　よくもこのような怪物を飼ったもの！」

《おうそうだ、言ってやれ批難せよ糾弾せよ。この主はどうにも人使いが荒くてなら──》

　女王に乗って囃はやし立たてるキュリアンだが、イザナの眼光ひとつで肩を竦すくめる。

《さあて。これ以上怒らせる前に仕事をするか。主、手は出すなよ？》長い腕を広げ、感じ入ったように。《おお、懐なつかしき深層領域。たまらんな。小娘、胸を貸してやる。あれもこれも全霊懸命渾こん身しんの魔業、見せてみろ》

「主従揃そろって舐なめてくれる……」

　怒りを声に秘めた女王の胸中にはしかし勝算がある。手に持つ千年樹の杖つえ。この伝説級の武具による魔力の押し上げがあるならば──

《おう、これは我が杖つえではないか。未いまだ此この世よ現世実界にあったかよ》

　女王の手から杖つえが消えていた。キュリアンが杖つえをもてあそぶ。

「────え」

《いかんなあ。いかんぞ、油断しては》

　その直後には、杖つえは女王の手の中へ戻っている。

「…………!!　閉じよ閉じよ閉じよ。我が腕に抱けぬ空を抱け────」

《そうだそれだその調子！　閉じよ閉じよ閉じよ。我が腕に抱けぬ空を抱け────》

　最高位の古代魔法使いが二人、詠唱を発し空間の制御圏を奪い合う。

《よし、五分まで戻したな。やれば出来る……！》キュリアンが嗤わらう。

「舐なめるなと、言う……貴き山より出いでて尊きその朱よ。黎れい明めいを燃やせ！『バンファリィ』！」

　激高する女王の背後。再び火か焰えんが生まれ、増殖していく。しかし今や空間の半分は彼の領域であり、一足飛びにキュリアンの元へ転移は不可能だ。ならば、

「こうしてくれる！」

　増殖した火か焰えんが一体となり、キュリアンの元へ巨人の舌のように降りていく。

《無駄が多い》

　そして、そのまま凍結した。死し霊りようの支配空間に入った瞬間に、焰ほのおはその轟ごう熱ねつを根こそぎ奪われる。

《折角空間を支配しているのだ。それ自体へ魔法を付与するのが賢明よ。発想が弱いぞ小娘》

　──この場にアルがいれば、以前戦った白竜を想起したことだろう。それほどの、隔絶。

（こ、これが──『聖邪』の──、伝説のハイエルフの力だというのか!?）

《惚ほうけるな。コレは既に我が支配域にあるのだぞ》

　キュリアンの目前で凍り付いた火か焰えんが、逆回しのように戻って行く。その名に相応ふさわしい灼しやく熱ねつを取り戻し、女王の下へ。その御おん身みを舐なめるように。

「時間、逆流だと──！」

　慌ててフェアエルリが空間を捻ねじれさせ、焰ほのおの舌を外部へ放逐する。

　危機を脱しても、安あん堵どの息も吐けはしない。

（格が、違う……）

　フェアエルリが内心を屈辱に喘あえがせる。今、キュリアンは二つの古代魔法を同時に操ってみせた。即すなわち、空間支配と時流操作。フェアエルリは杖つえの補助があっても、空間支配と上級魔法を操るに留とどまる。

（何か、手は無いか……何か……！）意識は、上方へ向く。
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　アルが前方へと身を投げ出していく。神聖剣は後ろに構え、限界まで死精霊デユラツハンへと接近する。

「砕けよ……！」

　再生した死精霊デユラツハンの大型剣が薙なぐ。影の触手と合わせた斬撃。

（種族格差、地の利、元々の地力）

　魔力差は歴然としている。如い何かな手段を以もつてしても、白骨は為なす術すべ無く四散する。道理の上ではそうだ。

　だが。アルのその貧相な骨格が、爆発するように力を発する。唸うなりを上げた神聖剣が、神速で触手と大型剣を残らず迎撃する。

（────ッ）

　一瞬の凄絶。雲うん耀ようの狭はざ間まで高められた魔力が、竜牙兵と死精霊デユラツハンの魔力を拮きつ抗こうさせる。

（何な故ぜだ）

　死精霊デユラツハンの内心の問いに答えるように、

「武技ってのは本来、劣る側が用いるもんでね。お前等上位精霊みたいな、元から強くて変幻自在な奴やつらだと、理解できんかも知れないが」竜の口が、神聖剣を手元で遊ばせる。「だから一瞬だけでも出力で並ばれると、技と武器の差で良いいようにされる」

　世界の武芸者の誰が聞いても「無理言うな馬鹿」となることをあっさり言ってのける。

　その瞬間だ。アルが、突如死者の列を飛び越える。屋上の外へと骨格を投げ出す。

「ぬ」死精霊デユラツハンが、手に持つ己の頭部でその行動を思わず見守ってしまった時だ。

　猛烈な焰ほのおの塊が、階下──玉座の間の窓から吹き出す。白骨はそこへ飛んでいた。魔力を吸い上げる神聖剣を掲げて。

　竜すら傷付ける魔の焰ほのおが数十発分。それを神々の武器は吸い上げる。

（足下の戦いにおける魔力の動きすら察知していただと──）

「よいしょお！」中空で打ち振るわれた神聖剣が火を噴いて、アルを上空へ打ち上げた。

「……………！」

　一瞬だが死精霊デユラツハンと拮きつ抗こうし得る魔力、超絶技巧の剣、最大解放された神聖剣の力。

　死精霊デユラツハンが戦慄の理解と共に天上の人骨を見る。触手も魔力も大型剣も、全て防御に回す。

　失策である。

「動剣奥伝『刀トウ亡モウ・轢レキ』……！」

　守勢を見たアルが、威力一辺倒の技を選択する。其それはヤギュウ流奥伝の中においても禁じ手のひとつ。本来、手に持つ刀を犠牲にするほどの気法暴走の元に発動する魔剣中の魔剣。人の世に在っては不壊の神聖剣のみがこれに耐えうる。

　立ち昇る抜山蓋世、世壊の剣気。剣速を爆炎が後押しし──砕けた。

　ばづん！　と魔力領域が断ち割られる。死者の列が去り、異界が砕ける。神聖剣が吼ほえる。

　死精霊デユラツハンを直上から打ち据える。雨降らす天上を焼く、暴虐の爆炎と衝撃。

「──────────────ガ─────────────────！」

　己が領域を。触手を、大型剣を、腕を打ち破られ、声にならぬ叫びが死精霊デユラツハンから上がる。




　大爆発と共に、神代より在る天蓋が抜ける。アルの光無き眼めが、玉座の間の状況を捉える。

（賭けには勝ったか！　ギリッギリ倒せた……もー空っぽだ！）

　味方に当たらぬようアルは振り下ろす角度を変える。女王の背後へ、死精霊デユラツハンを吹き飛ばした。

「ガッ────！」

　焰ほのおに焼かれる黒こく鎧がいの騎士が、玉座へと突っ込む。

「……っ……デュエーハ!!」

　死精霊デユラツハンの名前──個体名を付けること自体、精霊には珍しいが──を女王が叫び、駆け寄っていく。それを横目に、

「…………おう、久しぶり」

　アルが一応といった体でキュリアンへ声をかける。現役時代には共に戦った仲だ。

《相変わらず文字通りの愚ぐ昧まい憐れん憫びんの醜態を晒さらしているなアルヴィス》キュリアンの方は我関せずだ。《素直に復活すれば良かろうものを。酔狂な》

「キュリアン。黙りなさい。……アル、無事で良かった」

　主の叱責に肩を竦すくめて、エルフのゴーストは女王と死精霊デユラツハンを見る。

《止とどめはどうする》

「殺してどうする馬鹿。戦争止やめてもらうんだよ」

　なんだそうなの？　とキュリアンがイザナを見る。しれっとした顔で頷うなずく聖邪さんであった。

「言っとけよ危ないな！」

　アルが慌ててイザナを叱責し、髑どく髏ろを女王達たちの方へ向けた。

（俺等に背を向けてまで、か。つまり……）そして、ちょっとだけ視界が下に。（それはそうとやっぱすごいなあの胸）

「…………どこ見てるの？」即座。氷のように冷たいイザナの声だ。

「み、見てない。見てないぞ。この目を見ろ」

《おお、これは黒い》「目玉無いでしょうが」

　そんな寸劇には関わらず、

「大丈夫か、デュエーハ！」

「問題ない。が、女王よ、すまん」

　痛恨の面持ちで女王フェアエルリが唸うなる。

（ここで終わるのか──国家命運を賭けた戦いくさが、勇者とは言えたかだか一個人の、否、生きてすらおらん！　そのような者のふざけた思惑、などで──）

　後には引けない。女王は未いまだ高温残る黒こく鎧がいに手をかけた。じゅう、と肌が焼ける。

「女王……」

「やるしかない。分かるな」

　無貌の精霊が躊躇ためらう気配を、女王は得る。

「何を話してる……？」「いちおう、注意して」

　アルとイザナの囁ささやきには参加せず、キュリアンの口角が上がる。

（さて、終劇幕引店みせ仕じ舞まい、もう楽しめぬと思ったが。これはよもや──）

　突如。死精霊デユラツハンが黒こく鎧がいの体を解いた。影が広がり、女王を包んでいく。

「ちょっ、何だ？」「あれは……！」

　再びの凝縮。現れるのは、体の周囲に浮かぶ黒こく鎧がいをまとった女王フェアエルリだ。中身が見えるのは顔の鼻から下のみで、その体はほぼ全て、黒い影と鎧よろいで覆われている。

《精せい霊れい憑ひよう依いか。まあまあ中々存外悪くない。覚悟を決めてきたな小娘》

　キュリアンが尚なおも嘲あざ笑わらい、

「「欠けよ」」

「キュリアン！」《ならんなっ！》

　二重の声により廃棄されかけた空間が、反応した主従の一喝により復元する。

（こっわ。今、空間ごと消し飛ばされかけたな）

　アルが無い肝を冷やす。

　──精せい霊れい憑ひよう依い。その名の通り精霊を生物に取とり憑つかせる秘儀だ。

　両者の相性、分離の困難性、自我融合の危険、物理世界における肉体の揺らぎ。

　難問は山のようにあるが、成功すれば効果は見ての通り。莫ばく大だいな魔力リソースと魔法適性の向上、物理法則に縛られない体が得られる。

（おまけにここは精霊領域深層。ハイエルフと上位精霊。成竜すら倒せる……かもな）

《閉じよ閉じよ閉じよ。我が腕に抱けぬ空を抱きて空を行け──》

「「閉じよ閉じよ閉じよ。中天は消せ。此こ処こよりは万里の震央我が腕に──」」

　広大な玉座の間全体が震え出す。古代魔法使いの詠唱が響く。空間支配圏の奪い合いだ。何も無い空間がひび割れたような音を発し、誰も触れていない調度品が砕ける。

「キュリアンと拮きつ抗こうする……？」

　イザナもまた、キュリアンへの魔力供給をしつつ、支配圏の合間を突いてくる空間攻撃を弾はじいている。

　アルも下手へたに動けはしない。空間攻撃以前に、

（生半可な攻撃はもう通じないな。俺も大概からっけつだし──）

　拮きつ抗こうの隙に、アルが有効手段を講じようとした時だ。フェアエルリの影が持ち上がり、空間支配の拮きつ抗こう位い置ちを舐なめた。

　ばづんばづんばづん！　と次元を震えさせる音。キュリアンの支配圏が後退する。

「うお、これは……」

　全員で後退しつつ、アルの顎骨が啞あ然ぜんと開く。いくつもの影の触手が、硝子がらす窓まどに貼り付くようにキュリアン側の支配空間に侵入しようとしていた。

（死の概念が込められた触手……空間支配と相乗して、敵の支配空間自体を殺してるのか？）

　そう彼が術理を推測する間にも、空間支配圏の侵食は続く。

《アルヴィスよ》

　詠唱とは別に、キュリアンが呼びかけた。アルが見れば、彼の後頭部に口が出来ている。

《霊体故こういったことも出来る……》

「うわあ。キモい。人の事言えねえけど」

《噴飯失礼失敬な輩やからめ。──ちと小娘がいきり立ちよるわ。そこでひとつ、提案だ》

「キュリアン、何を──」

　イザナが問うた一瞬。女王と死し霊りようの間、空間が数メル壁の如ごとく凍り付き、直後に砕けた。

《ふん、種々多彩様々、ちょっかいをかけよる》

「──言ってみろ」

　促すアルとは、せめぎ合う魔力の壁を隔てて。精霊女王フェアエルリは、淡くなる肉体の狭はざ間まで混濁する自我を抑える。最も早はや深層領域内でなければ、実体は保てない。

（（押し潰す……！　キュリアンと勇者はいらぬ。『聖邪』のみ残れば……！））

　圧縮詠唱を続けながら、彼女は考える。現状ですら、魔力の強さが五分。しかし量と手数では死精霊デユラツハンと合一したフェアエルリが圧倒する。

（（勇者が打って出るならば、集中攻撃で砕ききってくれる。ディエーハの仇かたきめが））

　同時、自らの空間支配が更に押し込む感覚をフェアエルリは得た。

「く……！」

　漏れるのは『聖邪』の苦く悶もんの声だ。使役する死し霊りよう達たちよりも前に出て、背後を守ろうとする。

（（健けな気げな！　来たか限界が！））ここぞとばかり、フェアエルリが押し込む。影の触手──『空間殺し』が蠢うごめいた。

「『ホーリィフェンス』……」

　キュリアンの空間支配に、防護魔法が付与され強度を増す。

（（時間稼ぎ））

　如い何かに防御を固めても、『空間殺し』がその上から殺していくのみだ。既にアル達たちは、玉座の間の扉近辺まで下がっている。

「………………」

　彼かれ等らは逃げない。それですら、時間稼ぎに過ぎないと気付いているからだ。現状、王城それ自体がフェアエルリの領域、手の内だ。キュリアンの支配圏は最も早はや、彼かれ等らの周囲数メルでしかない。

　女王からはアル達たちが見えなくなるほどの『空間殺し』が持ち上がる。

（（──これで、仕舞い！））

　雪崩なだれを打って、影が襲いかかる。巨大な手が、光を覆い隠すように閉じていく。

　ばづん！　と一ひと際きわ高い音が響き渡り。一瞬の静寂が訪れる。




　──全ての『空間殺し』が吹き飛んだ。




　噴き去った暴風に、フェアエルリは影の触手での防御を解く。

「「な、何事……！　空間が!?」」

　そして気付いた。この一帯、全ての支配が断ち切られている。キュリアンのそれごと。

　塵ちりと消えた『空間殺し』、それに押し潰されたはずの三者が姿を露あらわにしていく。

『聖邪の神火』イザナ。疲労に、異形の杖つえに寄りかかっている。

『神代死し霊りよう』キュリアン。今は古代魔法の詠唱も止やめ、一つ大きく伸びをした。

「あ、あー。ああー。おお肉声。楽だなーやっぱ」

　最後に現れたのは、蒼そう穹きゆうのような青髪。紫の眼め。今は魔力で編んだ鎧よろいに身を包み。

『勇者』アルヴィス。彼が、そこにいた。

「「……ば、馬鹿な……！　何な故ぜ……いや！」術理を看破したフェアエルリが叫ぶ。「そうか！　時を！　き、きゅ、キュリアンンンンンンンンン!!」」

　彼女も実際に勇者と会ったことは無い。しかし、彼から感ずる圧倒的な存在の力。シミュラルと酷似した容姿。否いや応おうにも認めざるを得ない。

《ふはは、三年半分は流石さすがに骨が折れたな》

「……アルヴィス」

　呼ばれて軽く手を振り、イザナに借りた紐ひもで髪を括くくりながら。アルヴィスが進み出る。

　確かな肉の重量もって踏まれた足音に、フェアエルリが我を取り戻す。

「「──と、閉じよ閉じよ閉じ」」

　詠唱に、キュリアンがやれやれとばかり顔を覆う。

「動剣『神卸』」

　空を一いつ閃せん。それだけだ。空間が過去未来ごと断ち割られ、古代魔法の効力が無に帰る。

　再び、アルヴィスが歩き出す。玉座に向かって。死精霊デユラツハンと合一した女王に向かって。

「「時流を操り、骸むくろの時を戻した……！　空間支配が押し込まれていたのは、片手間になったからだと……!?」」

　屈辱に口元を歪ゆがめ、フェアエルリは自らを分裂させる。死精霊デユラツハンの影を用いた分身だ。

「「「「「「「「「「「「「「今の貴様になら、死の触手も効果があろう！　肉体の死に怯おびえ……!?」」

　多重の声が、二重に戻される。単独となった彼女が顔を振り仰げば、全ての分身が強制的に己に戻ってくる。

「────紫し炯けい眼がん」

　イザナが呟つぶやく。全ての幻術と虚像を強制的に看破する、三界を渡った勇者の神眼。

「「ぐ……？」」女王が、自らの存在が『規定』された感覚を得る。「「なん、だ、これは……！」」

「動いてはいけません、女王」

　その内に。アルヴィスは女王の眼前に立っていた。

（（なんなのだこの感覚は……！））

　浮いている彼女は、アルヴィスを見下ろす位置にある。が、

（（私は、今、見下されているのか……！））

　存在の格、とでも言うべきものが彼女の認識を狂わせる。

「おい」

　慇いん懃ぎんな口調が、唐突に威圧をはらんだ。

「「────っ！」」

　中空でバランスを崩し、フェアエルリがたたらを踏んだ。危ういところで床へ着地する。

「分かってるな？」最も早はや物理的な『圧』さえ備えた声に、

「「あ…………」」

　女王の震える手から、千年樹の杖つえがからん、と落ちる。

（──心が、折れた）イザナが目を伏せ、

《おやおや。所詮畢ひつ竟きよう、戦士では無いか》キュリアンが嘲弄の声を上げる。

　す、と神聖剣スカットゥルンドが振り上げられた。

（ここまで、か──この国は。デュエーハ。お前も）

　女王の目が、無念の覚悟と共に閉じられる。剣が振り下ろされ、彼女は死を覚悟する。

（────え？）

　死出への痛みは、来なかった。フェアエルリが目を開く。

「おっけ。ちゃんと聞いてたな、デュエーハさん？」

「………………」

　振り下ろされた神聖剣を、女王の肩口から半ばまで抜け出た死精霊デユラツハンが止めている。

「デュエーハ！」

　アルヴィスが剣を鞘さやに収めた。拳を腰だめに構える。

「ところで、完全に抜けられる？」

「……いや。我は女王と深く合一した。ここが限界だ」

　あっそ、とアルヴィスは嘆息。

「勇者よ」死精霊デユラツハンが、静かな声音で続ける。「女王を」

「いやお前が頑張って耐えろよ。中に残っちまってる方はぶっ飛ばすが。いいな？」

「────受諾した」

「えっ、あ、何を……」

「女王様におかれましては、失礼いたします──」

　女王の胸元に手が置かれる。アルヴィスの魔力が、周囲空間と同調・一体化した。

（こ、古代魔法によらず、己が肉体のみで──空間支配を！）

「ひゅぅ……静拳奥伝『如月キサラギ・浄ジヨウノ掌ヒラ』！」

　フェアエルリの狼ろう狽ばいには構わず、疑似的な呼気と共に放たれた手が彼女の胸を打つ。

[image: ]

「かっ……」

「オオオオオォォォォオオ……！」

　地に響くような叫びと共に、女王から死精霊デユラツハンが吹き飛ぶ。

「けほっ……けほ……デュエーハ！」

　その元へ慌ててフェアエルリが駆け寄る。死精霊デユラツハンはその姿を薄れさせつつも、どうにか留まった。女王の目から涙が零こぼれる。

「おお……！　これならば、しばらく時を置けば──」

「ふぃぃ、なんとか成功……」

　アルヴィスは一ひと息いき吐ついて、自分の掌てのひらを見つめた。先ほどの『如月キサラギ・浄ジヨウノ掌ヒラ』の感触。

（やっぱ滅め茶ちや苦く茶ちやでかいな……！）

「　ア　ル　ヴ　ィ　ス　」

　地響きのような声に、一度だけ勇者は肩を跳ねさせた。

「ち、違う。違うぞ。何もやましいことはない。純粋な除霊のためで」

　イザナとキュリアンが寄ってきていた。イザナの目が、ひたすらに冷たい。

「肉体が戻ると性欲も戻るのかしらね」

《はてさて、死し霊りようでも妄念色情煩ぼん悩のうに支配される者はおるからな》

　分が悪い、とアルヴィスは視線を女王へと戻す。

「………………私の、負けか。情けまで掛けられるとは、とんだ道化よな」

　既に女王は己を取り戻している。喋しやべることも出来なくなった死精霊デユラツハンを背に、膝付きながらもアルヴィス達たちを見据えていた。

「狼ろう藉ぜき、失礼致しました。オートクルム進軍の件、お考え直しいただけませんか」

　アルヴィスが自らも跪ひざまずいて頭を下げた。

「今更、殊勝にされてもな──そして、不可能だ。仮に私を殺したところで。我等精霊領域フィネグンドにはその道しかない」

「人口増加による資源の不足、ですか」

　イザナの言葉に、女王は「分かっていよう」とでも言いたげな視線を向ける。

「十年だ。戦火に追われた世界各地のエルフ達たちを受け入れて」女王が語りだす。「最初は良かった。労働力の増加にもなった故な。だが──」

　一時は大陸の半分以上を席せつ巻けんした魔王軍の進撃は、事前に想像すら適かなわなかった数の難民を生んだ。それは、遥はるかに人口が多い五ヶ国連合ですら未いまだ頭を悩ます問題だ。

「既に定着し、子を成した者もある。先行きの暗さが判明した時には、今更難民を追い出すなど出来ようもなくなっていた。漁業・狩猟で補うにも限度がある」

　肉食が忌避されているとはいえ、絶対に禁止されている訳では無い。難民として外から来たエルフ達たちはなおさらだ。だが、過ぎた狩猟は森の生態を崩す。森の維持は上級精霊との契約以前に、エルフにとっては絶対の信仰に近い。

　しかして農地は限られ、急速に増加した人口は食糧貯蔵を圧迫し続ける。

《ならば如い何かに。奪う浚さらう掠かすめ取とる。明確。立場上敵対したが、方針的には同意するぞ、小娘》

　どう見ても嘲あざ笑わらったまま、キュリアンが揶や揄ゆする。

「黙って。キュリアン。──でも今すぐに飢餓状態に陥るという状況では、まだ無いでしょう？」

「陥ってからじゃ遅いんだよ」アルヴィスが答えた。

　それは、難民により増加した人口──彼らを兵隊として使える今しか無い。女王が頷うなずいた。

「そう──飢餓により本格的な戦争が出来なくなる前しか、な」

　継続的な兵へい站たんは、飢餓状態でひねり出せるものではない。

「オークとの交易で食料を買うのは？」

「和平案は、オートクルム以前に国議で通らん。するにしても、資源が足りん」

「……で、先制攻撃ですか」

　理屈は通っていた。フィネグンドは今まさに、軍事侵攻をしなければならない状態だったのだ。それに先んじて、イザナという存在により古代魔法を用いた新兵装の開発も適かなった。フィネグンドの勝利は見えていた。

《オークどもを犠牲にして、だな、ふはは》

「何が悪い！」

　嘲弄に、フェアエルリは激高する。伝説の悪あく霊りようへの畏おそれすら吹き飛ぶほどの。

「永年の敵国に遠慮し、国を飢えさせよとでも言うか！」

「そうですね。国の主の判断としては責められることじゃありません」

　アルヴィスが静かに同意する。

「では……では。何な故ぜ貴様は邪魔をした。勇者よ。貴様は一体、何がしたかった」

「イザナが言いませんでしたか？」アルが酷薄に告げる。「俺が気に入らないからです」

「無責をほざくかっ！」再び激したフェアエルリは額を付かんばかりに蹲うずくまり、拳が床を叩たたく。「ふざけるなっ！　救ってみせろ……！　私のやり方を否定するならば！　勇者ならば！　フィネグンドも！」声に涙が混じる。

「救って、くれ──」

「いいえ」

　必死の訴えに、声はいっそ冷徹だった。床を見つめる女王の歯が軋きしる。勇者が続けた。

「精霊領域フィネグンドを救うのは、貴女あなたのかつての勇です。混血種も含め、世界中の同胞を見捨てなかった、十年前の貴女あなたの」

「何、を──」

　見上げる女王に背を向けて、アルヴィスが言う。

「入ってきてくれ」

「う、うん」

　おずおずと扉を開けて玉座の間に入ってくるのは、金髪眼鏡のハーフエルフ──ランシワだ。緊張したように周囲を見回しながら、アル達たちの元へ駆け寄る。

「あ、貴方あなたは……シミュラ……いえ、アルさん？」

「諸事情あってね。ちょびっとだけこの顔だ」

　疑問はあったが、ランシワはそれどころではないと切り替える。

「女王フェアエルリ様……！」

　意を決したランシワに呼びかけられ、女王は困惑の表情を返した。初期の難民である彼女を、女王は覚えていない。

「この者が──？」

「これを、お納めください。新種の穀物苗です。フィネグンドと連合五ヶ国、それにオートクルムのものを複数、数世代、掛け合わせた末のものです」

　フェアエルリの目が見開れる。

「オートクルムの、だと!?　きさ──」

「収穫率は実験上ですが、最高で百を越えます。連作障害もある程度は克服しています。ですが、フィネグンドから離れれば通常の麦他の穀物と大差ない率です」

「な」

　眼鏡を直すランシワに、詰きつ問もんしようとしたフェアエルリが声を失う。

　収穫率とは、単純に言えば撒まいた種子から何倍の収穫が得られるかということだ。現在、連合五ヶ国で主に食される麦類の収穫率は平均して十前後。良くて二十だ。

　収穫率は土地の魔力も影響──余りに多すぎても良くないが──し、魔法技術による恩恵も大きい。だが、作地面積が広ければ収穫率が低くても結果収穫は多くなるため、単純に品種の収穫率が国力を決定するわけでは無い。農地の少ないフィネグンドは、そこが厳しい。が。

（それにしたところで、百は……よくもそこまで。しかも、フィネグンドでしか育成が出来ないとなれば、ある意味では強みにもなる）

　育成が上手うまく成功し広がれば、食料供給国の目も出てくる。イザナが内心舌を巻く。

「そ、そのようなものを……どうやって」言いながら勇者達たちを見回し、気付いた。「樹医として国内全域の活動、オートクルムとのなあなあの戦闘……捕虜の奪還、生命と促成野の古代魔法……全て、全てか！」

「うお、全部見抜かれた」

《まあ、女王やるからにはこの程度はな》

「申し訳ありませんが、女王。私にあてがわれた古代魔法の実験場も提供しました。……時間の流れが極端に偏り早い空間を選んだとはいえ、驚嘆すべき成果ですが」

　改めて感心するイザナである。気遣わしげに、アルヴィスが問う。

「その……何年分の時間を？」

「私自身は領域外で休憩しながらだけど、たぶん十年ちょっと」

　一同が絶句する。キュリアンですら、嘲笑では無く吹き出した。ハーフエルフの寿命は、エルフほどでは無いにしろ通常の人間よりはかなり長く、二百年生きる者も珍しくはない。ランシワの見た目も、注意して見なければ加齢は分からない。とはいえ、

（彼女の年齢は、ミクトラと同じだから……二十ちょい）

　それで、深層領域の中に入り込み、体感で十年。人生の半分だ。ランシワの体は、三分の一が精霊の素養だ。そのため深層領域への適性も高かった、と仮定しても──

「とんっでもないな、流石さすがミクトラのお姉ちゃんだ」

「いやその、イザナ様にも指導を受けたし、シラードラさんからも事前に色々教えてもらっていたから……」

　照れるランシワが出した名に反応したのはフェアエルリだ。

「シラードラだと……先々代までの王直属魔導師の名だ。二百年ほど前に、己の概念自体を古代魔法で隠蔽し以来、行方知れずと聞いていたが」

「ともあれ、だ」アルヴィスが話を戻すように掌てのひらを打ち合わせる。「お、ちゃんとパン、って鳴る。からころ言わない。あはは」楽しそうに二度三度手を叩たたく。

「アルヴィス」おこられた。

「あ、はい。……女王、今からなら、この新種を使い和平の道を探れるのでは？」

　女王は一瞬、考え込む。

「それが真まことに額面通りの収穫を見せれば、何とか……いや、土地が足りん」

「農地問題はオートクルムと交渉すべきですね。新品種があれば、多少有利な和平条件を飲ませられるでしょう。引き替えに、優先的な交易権を与えるとか」

「シラードラさんが、エルフ祖そ樹じゆが無い場所を知っています。その辺りも、環境を崩さない範囲で農地化すれば」

　ランシワの捕捉に、ぐっとフェアエルリは息を吞のむ。

　彼女の中で、膨大な損得勘定が行われる。これまでの軍備への投入費用、新たな条件を加えた方針転換、国議のいざこざ、オートクルムとの協調、農地開発、新品種実証・展開の手間と時間、それによる交易利益──

「ぐ、む、むむむ……」

　はっきりいって、単純に戦争をするより遙はるかに面倒なことだ。しかし、道筋はある。確かに。

「一いつ畝せですが、実際に穂が実った畑もあります」ランシワの追撃。

「むむむむむむむ…………」

「そんでね、女王様」アルヴィスが女王の背後──死精霊デユラツハンを指し示す。「『オーク達たちとの決着をつけた女王』より、『博愛をもって戦争を終結させた女王』のが、名声上げるにしても都合はいいんじゃないですか？」

　これに、女王はあからさまにたじろいだ。

「な、何を──」

「こちらのランシワも、精霊とエルフのハーフでして」

　内容に、フェアエルリの頰が赤く染まる。アルヴィスの視線が、背後にいる死精霊デユラツハンを見た。

「彼──と言って良いかは知らないですが。融和の道を選べば、純血のハイエルフとはいえ、添うには有利になるでしょう」

「～～～～～～…………お、おのれ…………！」

　そのまま、フェアエルリは黙り込み──背後を流し見る。

「……ぐ、ぬ、ぅ────ランシワと、言いましたね。近この衛えを…………呼んで、くれますか」

　一同が顔を見合わせ、女王は渋面で嘆息する。口調も、平時のものに戻っていた。

「戦地に向かいます。……こちらから仕掛けたのです。和平にしても直接出向かねば」

「は、はい！」ランシワが跳ねるようにして駆けていく。

（存外、女王も分かりやすい……）

　イザナが嘆息し、退屈そうにしているキュリアンに呼びかけた。

「キュリアン。彼は」

　視線の先は、無論アルヴィスだ。彼は吞のん気きに「？」と自分の顔を指さす。

《ああ、骨に還かえるまでもうほとんど時間はあるまいよ。で、どうだ勇者》

「……どうだって、何が？」

　これに、キュリアンは明らかな嗜し虐ぎやくの相を浮かべた。

《久方ぶりの肉体だろうよ。いやその力、やはり至極見事、喝采だ。実際戻ってみれば、気持ちも変わったのでは無いか？》

　常の彼からすれば、気味が悪くなるくらいに持ち上げる。イザナの顔色が変わる。

「キュリアン、貴方あなた、最初からそれを……！」

《主よ。繕うな。何なら、儀式は我が代行してやっても良い。どうだ、アルヴィスよ。素直な気持ちをさらけ出せ。甦よみがえりたいのだろう？　どうした、人造の命一つ。何を躊躇ためらう》

　言葉とは裏腹に、キュリアンの声には愉悦が混じる。この瞬間を待っていたというように。

（…………………………）

　アルヴィスは、視線の集まりを感じる。嘆息し、口を開く。

「そうだな。甦よみがえりたくないと言えば噓うそになる」

「ッ」「……」

　イザナの息を吞のむ音。女王が表情を緊張に締めた。キュリアンの目と口は三日月に曲がる。

「ただ、現状退屈はしてないし。俺は人間を信じてるからな」

　続く微ほほ笑えみは軽かった。心底から気楽なそれに、この場唯一の死し霊りようが美眉をひそめる。

《どういうことか聞かせて貰もらおうか》

「単純だよ。人間は、いつか誰も犠牲にしない方法を編み出す」アルヴィスが自らの胸を叩たたいた。「古代魔法に頼ることなく、な」

《……世よ迷まい言ごとだ。その永年。人は死ぬぞ。貴様の知己は消え、国も消えような》

「そこまでかからんと思うけどね。ま、それについても腹案があるぜ」

《……………………》

　表情を消した死し霊りようが無言で促す。思い通りにいかず歯は痒がゆいが、さりとて答えに興味はある。そんな表情。

「大体、歴史調べてみるとさ。街の流行とか文化って百年くらい経たつと結構変わるのな。んで、せっかく寿命無いんだから、一つの国に五年いたら移動して、また五年、みたいに過ごせば新鮮で退屈しないだろうなって」

「アルヴィス──」

　イザナが意外の声を漏らす。別れた頃の彼は、こんなにも未来を想おもっていただろうか。

（彼の認識を変えた人が、いるの……？）

「そんで、大小の国巡って、最初の国に帰った頃には百年近く経たってて、また文化も人も全然変わってるだろ？　滅んだ国があるなら、産まれる国だってあるさ。そうしたらまた繰り返す。これで永遠に退屈しないぞ！」

　ぱ、っと腕を広げるアルヴィス。その顔は満面の笑みだ。

《かあ……》一方、正反対の苦い顔はキュリアンだ。《なんたる無根拠の信望……人ごときがそんなに上等なものかよ。つい先だっても種族ごと滅びかけたろうが》

「不変が神の専売なら、千変が人の特許だよ、キュリアン。──お前も、少しは人を信じてみれば良かったんだ」

《人など。元来信用信頼に値せんものを、どう信頼すると》

「それでも、信じるんだよ──キュリアン。死し霊りようの俺おれ達たちに出来るのは、本来そんなことなんだ」

「……………………貴方あなたに五年滞在される国は、さぞ災難でありましょうね」

　勇者の視線を受け、千年の戦いくさを終えるために動き始めたエルフの王女が皮肉を返す。

《…………ちっ、神でもなく。自身でもなく。貴様は人の狂信者であったかよ。良いいだろう。百年の後、どうなったものか確かめてやる》

　キュリアンが自発的にその姿を消していく。

「裏ボス論破ってとこかな……っと、来たか」

　広げた手を腰にやって、アルヴィス。その体が光に包まれつつある。時間逆行の効果切れだ。

「……あのね。どうせなら『人間は』じゃなくて、私を信頼しなさい」

　顔をうつむけながら、その背を小突くのはイザナだ。柔らかく笑っている。

「いや、あんまり一人に重い期待背負わせるのもなあ」

「しなさい」声が湿り気を帯びる。「お願いだから……少しは期待、して」

　失われていく自身の熱。その背中に抱き着いた温ぬくもりに、アルヴィスは苦笑する。

「──分かったよ」

「やれやれ、こちらはこれから一苦労するというのに、愁嘆場とは……」

　疲れたような息を吐く女王だ。余裕の無い足音が階下から響いてきていた。

　光が、勇者の全身を包む。




　　　　○




「ぐ、ぐう……」

　目を覚ましたデイルードの視界にまず入ったのは、同じく倒れたヒーサルだ。

「おい……生きてるか」

　酷ひどく体が重い。深い損傷は無いが倦けん怠たい感かんが凄すさまじい。ふらふらと歩くことがやっとだ。

　それは、仰向けに倒れる彼女も同じだった。

「う、ぐ……あだだだ、あの赤髪に打たれた胴が！　これ折れてるでしょ！」

　違った。とはいえ、倦けん怠たい感かんは同様だ。

「あの色は……」デイルードが王城の方を見た。立ち昇る狼煙のろしの色。「撤退っつったってさあ」

　周囲には、倒れ伏す十数人のエルフ達たちと、十体ほどのオークだ。

「オークも倒れてやがる。トドメ、刺しとくか……？」

　だが。武器が全て取り上げられてしまっていた。もっとも、あったとしてもオークを殺害出来るほどの力が込められるかははなはだ怪しい。それほどに消耗している。

　──彼かれ等らは及び知らぬことだが。彼かれ等らは気絶の後、動けなくなる限界までデケニーによる吸血と吸精を叩たたき込こまれている。その活力はデケニーをある程度回復させ、この後の遅滞戦闘に活いかされた。閑話休題。

「ぐぬ……」

　うめき声と共に、オークも数体が立ち上がった。互いの目が合って……

「なんだ、それ？　落書き？」「て、てめえこそ」

　そこで初めて、彼かれ等らは互いの胸に書かれた文字に気付く。自分の胸元を確かめれば、




『さっさと帰って、ご飯食べて寝なさい！　それで治る!!』




　デイルードとオークが脱力する。先ほどまで血生臭い争いをしていたのに、これはない。

　しかし。倦けん怠たい感かん。疲労感。大小の傷に打撲。貧血。これらを背負った彼かれ等らには、それは──

　ぐう、と誰かの腹が鳴った。誰かは分からない。各おの々おのが自分か？　と思ったからだ。

「ふ、ふふ」「くっくく」

　どちらからともなく。思わず笑った。戦場にやってきて、敵軍ですら無い別の誰かにボコボコにされ、仕舞いにこれだ。

「おい、オーク野郎共……次は邪魔無しだ。覚えとけよ」

「はん、耳長が。そのヒョロい体、次までに少しはマシにしとくんだな」

　まともに動くのは口程度のものだ。軽口を叩たたき合あって、彼かれ等らはふらふらと味方を起こしにかかる。全員へ丁寧に先の書き置きがしてあり、げんなりしたり、苦笑したりした。
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　結論から言って。フィネグンドとオートクルム、両軍の被害は最小限に留まった。

　緒戦となった砦とりでの攻防戦がもっとも規模が大きかったのだが、オーク側がエルフ側の本気に驚き、さっさと退却を決め込んだので被害はそこまででもない。

　そして、いざ侵攻が本格化した際には謎の小規模兵が森中を縦横無尽に移動して現れ、罠わなを掛けるわ両軍を叩たたきのめすわで、フィネグンドはまともな進軍が出来なかった。

　明らかに通常の移動手段では不可能な速度で邪魔に入る第三軍に手間取っている内、撤退命令により進軍は取とり止やめとなってしまった。

「領土的な譲歩はして差し上げます。ですが、一切負かりません」

「よくもまあ、攻めた口でそのようなことを言うものだ。……共用農地開発の人手は出すのだろうな？」

　その後。フィネグンド女王フェアエルリによる和平の申し出と、前線に向かう途中それに即応したオートクルム王アランシャルの、歴史的な和平会談が行われた。

　千年を越える戦争が、ここに一応の終結を見た。両王は、以後永く賢王と称たたえられる。




　　　　○




「では、ハルベル・エリュズ。貴女あなたを、私イザナの弟子とします。私の死し霊りよう術じゆつ士しとしての最さい奥おうを、貴女あなたには受け継いで貰もらわなければならない」

「はいっ！」

　イザナの研究所。今、一つの師弟関係が結ばれようとしていた。

「いや、大分威勢がいいけど、大丈夫か？　ハルベル。君技術は……」

「ぜ～ったいにやる！　あと十ヶ月で一人前になる！　村のみんなを助ける！」

　アルの危惧にも、ハルベルは力強く答える。エイン国王から与えられた猶予は一年。これまでの旅路と、エインに戻る道程を入れれば残り十ヶ月ほどとなる。

「そうね。最低でも肝かん所どころは押さえて。貴女あなたには、将来的にこのひとを甦よみがえらせる補助をしてもらわないと」

「はい！　それが出来たら、村のみんなも助けられますから！」

「えぇ……切り替え速いよこの人たち」アルの顎骨がかくんと下がった。

「「うふふふふふふふふふふふふ」」新しい師弟が、不敵に笑う。

　ハルベルが、思わずたじろぐアルを真まっ直すぐ見据えた。

「アル、私ね。あなたの隣に立ちたいよ」

「──ハルベル──」

　死し霊りよう術じゆつ士しの少女が笑う。

「アルは優しいもの。私が望めば、アルは居させてくれるでしょう？　でも私は、自分で、あなたの隣を歩けるようにならないと」

「……ライバルを自分で育てることになるなんて。人生上手うまく行かないものね」

　告白を柔らかく見ていたイザナが苦笑する。アルは骨相を手骨で覆った。

「あのなあ……婚期逃すぞ。大人しくどっか良いいとこの嫁に行く気は」

「「「ない（です！）」」」

　力強い返事は、新米師弟二人だけではない。

「ミクトラ～……君こそいいとこの娘なんだから……」

　死し霊りようの弱り切った声が、背後でハモった従士にかかる。

「如い何かな主の命でも、それは聞けません」あっさりと切り捨てる。「私もしばらくは姉上に、エルフと精霊の力の制御を学ぶつもりですので」

「ぶっつけの精霊化なんて、本当は危険。ちゃんと訓練しないと」

　ランシワが眼鏡を押さえる。彼女は新品種開発の功を認められ、罪を帳消しにされるばかりか、今では国から支援を受けて研究する身だ。

「──あの進軍も、難民が多くいたのがかえって良い方に働いたみたい。フィネグンドのために戦ってくれたって風潮が国中に広がってる。難民の立場も良くなる、かも」

「彼かれ等らには悪いことをしてしまったが……。未いまだに村でこそこそしてしまうぞ、私」

「私も」

　嘆息するミクトラとハルベルの元へ、ひょいと童子人形と、頭に乗った蜘く蛛もが参加する。

「私は平気っス！」「アタシモヘーキ」

「そりゃソカリィはさあ……」

「デケニー……君は隠れているからだろう……主の頭蓋の中に入るのはずるいぞ……」

「イヤソコ、羨マシガルトコナノ……？」

　賑にぎやかに、エルフの国の午後は過ぎていく。




　　　　○




「どういうことだ……！」

　魔王軍・軍令フギムニの居室。

　薄暗い室内で、フギムニは頭を抱えて机に突っ伏していた。

　側近による報告を受けとってから、「密議だ。誰も部屋に入れるな」と言い置いて、数分。何度見ても、内容は変わらない。

「落ち着け……落ち着け……」

　視線を報告書から外して、ぶつぶつとフギムニは呟つぶやき続つづける。

　頭の中はぐるぐると「何な故ぜ」が回っている。何な故ぜあいつが。何な故ぜあそこに。何な故ぜ今になって。

　何な故ぜ。

　何な故ぜ。

　何な故ぜ。

　回り続けた何な故ぜは、とうとう彼女の唇からこぼれ落ちる。

「何な故ぜ、貴様が未いまだこの世に在るのだ、アルヴィス・アルバース…………!!」




　　　　○




「こっそりとお出かけですか、お父様」

　夜の森で。気配を殺して歩くアルとソカリィを見み咎とがめたのはシミュラルだった。

「だからそれ止やめてくれって……」

「シミュラル様はスゴイっスねえ」

　高度な隠おん密みつ技ぎ能のうも有するアルが本気で忍ぼうとした場合、この国でそれを看破できるのは現状地力で勝るシミュラルしかいない。

「……お母様に、何も言わずに行くのですか」

　観念したように、アルが両腕骨を上げた。

「別に消えようってわけじゃない。ただね──シミュラル？　どした？」

　髑どく髏ろが見返した先、シミュラルは目を伏せていた。

「私は──未いまだ、迷っています。生きていけるのは。お母様と共にあれるのは……、想おもいが通じあった今、素直に嬉うれしいです。でも」

「………………」

「私はっ、お父様、貴方あなたを犠牲に──っ？」

　ぽん、と蒼あおの髪に乗せられたのはアルの手根骨だ。頭を上げられないまま、困惑の表情。

「そんな風に言うモンじゃない。違うぞ、そりゃあ」

「…………そう、でしょうか」

「お前の命はお前のもんだ。もう簡単に、渡すな。イザナも泣く」

「……はい」

「またすぐ帰ってくるよ。みんなにも言っといてくれ」

「……はい」

「来年はハルベルも連れ帰らないといけないし。言うと絶対修行に身が入んなくなるからな」

「……後から言っても荒れると思いますが。私に押し付けるんですか？」

「まあひとつ、上手うまく頼む。……傷、もう痛くないか？　あの時はごめんな」

「…………はい」

「イザナ……あー、お母さんと仲良くすんだぞ。不器用が二人なんだから。素直にな」

「…………は、い」

「泣くなって」

「……す、いま、せん」

　指骨の下が震えているのを感じて、アルの頭蓋が天を向く。

「もー、しっかりしろ。……泣なき止やんでくれって……あー……」何かを心で飲み下す。

「…………………………ふう。──俺の、子供だろ」

「………………………………………………………………………………え」

　くしゃくしゃ、と照れたように手骨が蒼あおい髪をかき回した。

「まあ、しゃあないよな……しゃあない。俺の体？　から産まれちゃったんだから」

「お父、様……」

「はいよ。土産、買ってくるから。良い子で待ってな。シミュラル」

　呼ばれた名前に、ふるふると震えた。

「────────っ！」

　泣なき止やむどころでは無くなってしまった。がば、と肋ろつ骨こつ目掛けて、少年と少女の間のような体が抱きついた。

「お父様……っ。お父様、お父様、お父様……っ！」

「──やれやれ。でもま、実年齢二歳だしなあ……。はいはい。良い子良い子」

　観念したように、アルもその頭を抱え込む。いつかの己のような幼子を。

「はあ～、泣けるっス……よかったっスねぇ、シミュラル様」

「君すごい他人ひと事ごとだよな……」

　神代より生命いのち溢あふれ続つづく精霊の森に、死し霊りようと造られた命が在る。しかし森の生命いのちと精霊達たちはそれも些さ末まつ事じと、素知らぬ顔で夜の歌を続けていた。

　アルが森を出るまでは、あと少し。親離れの時間が必要になる。





了
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あとがき






　え？　落ち着いてる？

　いやだなぁ。俺も三巻ともなれば落ち着きますよ。そりゃ二巻の時は興奮しましたけどね、ええ。初めてのことでしたからね。もう言わないでください、人は成長するんですよ刑事さん。ですから出してくださいよもう暴れませんから。本当ですって。ねえ……。

　…………出せーッ!!　俺は三巻の喜びを表現してえんだよ!!　初のッ……初のー！

　はい。どこら辺から怒られるかわからないのでここで止やめときます。

　皆様の『昔勇者で今は骨』、勇骨、勇骨でございます。皆様の応援のおかげで、どうにか三巻を出すことが出来ました！　やったー。嬉うれしい！

　三巻は出るかどうか中々見通しが付かなかったのですが、ええい同人誌でもネットでも発表は出来る！　俺は書くぞ！　と書いてたら企画が通りました。なので十月に間に合いましたね。読者の皆様、担当さん、ほんとありがとうございます。電子上・物理上問わず、様々な場所で様々な人々に推していただいた結果、この本があります。俺はどこだろうが大体見てます（ホラー）。

　四巻も！　四巻も行きたいですよね担当さん！（圧）

　今回も内容は『愛と勇気の冒険活劇』。骨勇者の活躍、三度御ご堪たん能のうあれ。

　もう一つの要素としては『相似形』でしょうか。生き方にしろ立場にしろ、今作には複数の相似した人々が出てきます。何組を見み出いだせるでしょうか。読了後に数えてみていただくのも一興かと思います。

　今作のキーキャラであるイザナについて。

　彼女は勇者アルヴィスに最も執着する人物のひとりです。

　募らせたその想おもいが精霊領域フィネグンド、そしてオートクルムをも巻き込んだわけですが、結局、彼女自身が抱えたもう一つの愛が立ちはだかりました。根底が愛の人なんですね、彼女は。

　他のヒロイン達たちとの違いについても。

　イザナは最もアルヴィスを知る人間ですが、アルとしての彼の道程を知りません。

　ミクトラはアルヴィスとアル、双方を知る人間です。

　ハルベルはアル──アンデッドとしての彼しか知りません。

　この三者で、本編で対面する『アルヴィスの■■』という事象について立ち位置は違うだろう、と思って書きました。彼女たちがどういう答えを出したかは本編を御覧下さい。

　あれ、今回あとがき長いな……？　え、三ページですか。よーしちょっと待ってちょっと待って……。

　作業環境のお話とか。私はキングジム社のポメラＤＭ２００で下書きを書き上げ、それを自前ノートＰＣのワードに移行させて仕上げています。軽くて単一機能で好きなんですよね、ポメラ……。

　さて本作ですが、現在電撃文庫公式カクヨムにおいて一巻が公開されております。ちょっとお試しにはこちらを是非どうぞ！

　https://kakuyomu.jp/works/1177354054886093379

　直近の宣伝などは著者ツイッター上にて行っております。たまーに掌編上げたりもするし質問も出来るよ！

　https://twitter.com/saekiyou

　今回も素敵なイラストをいただいた白狼ぱいらん先生。毎度ありがとうございます。ライトノベル書いてて一番楽しいところは上がってきた絵を見てる時です（断言）。ハルベルがどんどん美少女になっていく……！

　担当清瀬さん、舩津さん。今回もお世話になりました。あれこれワガママ言った！

　次にお目見えするのが新作となるか、勇骨四巻となるかは未定ですが、新作も水面下で蠢うごめいてはおりますので、是非とも見捨てずにいてくださればと思います。それではー。





二〇一八年八月、仕事に良く使う喫茶店でお団子食べながら。









本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐伯庸介先生」係

「白狼先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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